
《
論　
　

説
》

　　
 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
党
組
織
の
変
遷
に
つ
い
て

　　
　
　
　

―　
「
包
括
政
党
」
論
か
ら
の
政
党
組
織
を
め
ぐ
る
諸
議
論
の
整
理　

―

　 

　

古　

田　

雅　

雄　
　

目
次

は
じ
め
に

第
一
章　

現
代
政
党
組
織
の
研
究

　

一　

現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
つ
の
政
党
組
織
モ
デ
ル

　

二　

ド
イ
ツ
の
政
党
を
め
ぐ
る
状
況：

「
浸
透
テ
ー
ゼ
」
と
「
持
続
テ
ー
ゼ
」

第
二
章　

大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
の
変
質

　

一　

二
〇
世
紀
前
半
の
政
党
組
織
を
め
ぐ
る
変
化

　
（
一
）「
社
会
民
主
主
義
は
国
民
政
党
に
な
れ
る
の
か
」

　
（
二
）「
我
々
は
塔
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
（
三
）
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
党
は
「
国
民
政
党
」
の
原
型
？

　

二　
「
代
表
政
党
」
か
ら
「
統
合
政
党
」
へ

　
（
一
）「
中
道
的
二
大
国
民
政
党
」
論

　
（
二
）「
統
合
政
党
」
論

　
（
三
）「
選
挙
綱
領
政
党
」
論

　
（
四
）「
民
主
的
統
合
政
党
」
論
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第
三
章　
「
包
括
政
党
」
論

　

一　
「
多
重
政
策
型
政
党
」
論

　

二　
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
容
」
論

　

三　
「
収
斂
テ
ー
ゼ
」

　

四　
「
包
括
政
党
」
論
と
現
状
と
の
照
合

　

五　
「
包
括
政
党
」
論
の
整
理

第
四
章　

現
在
の
政
党
組
織
を
め
ぐ
る
事
情

　

一　

ド
イ
ツ
の
政
党
内
の
実
情

　

二　

政
党
の
多
元
主
義
組
織
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

三　

首
相
・
党
リ
ー
ダ
ー
と
党
組
織
の
確
執

　

四　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
包
括
政
党
の
評
価

第
五
章　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論

　

一　

近
年
の
政
党
組
織
に
関
す
る
新
た
な
解
釈　

　

二　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
の
整
理

　

三　

政
党
組
織
へ
の
認
識
の
転
換

第
六
章　
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
型
政
党
」
論

　

一　

ア
メ
リ
カ
の
政
党
組
織
か
ら
の
ヒ
ン
ト

　

二　
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
」
状
況

　

三　
「
バ
ラ
バ
ラ
の
内
部
組
織
」

　

四　

不
確
実
な
時
代
に
お
け
る
政
党
組
織
の
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ

第
七
章　

ド
イ
ツ
の
政
党
組
織

　

一　

党
員
の
多
様
性
と
調
整
的
な
集
団
行
動
の
限
界

　

二　

政
党
組
織
論
の
問
題
点

　

三　

政
党
の
指
導
論
理

　

四　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
党
組
織
論
の
変
動
パ
タ
ー
ン
の
再
考
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結
び
に
代
え
て

　

一　

社
会
構
造
の
変
容
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
再
編
成
、
政
党
組
織
の
変
化
を
め
ぐ
る
諸
論
議

　

二　

現
在
の
政
党
組
織
論
の
再
検
討

注欧
文
参
考
文
献

邦
文
参
考
文
献

　

　　
　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　　

Ｂ
・
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
政
党
は
ひ
と
つ
の
組
織
さ
れ
た
意
見
（an

organized
opinion

                    

）
で
あ
る
」、
と
説
明

さ
れ
る
。
競
争
的
な
政
党
シ
ス
テ
ム
で
は
、
選
挙
時
、
あ
る
い
は
選
挙
と
選
挙
の
間
に
自
ら
の
「
意
見
」
を
表
明
す
る
に
は
、
最
小
限

度
の
組
織
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
組
織
メ
ン
バ
ー
の
持
続
性
と
団
結
力
が
な
け
れ
ば
、
政
党
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ

ん
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
党
組
織
の
全
機
関
が
常
時
参
加
し
て
協
議
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
一
定
限
度
の
範
囲
で
あ
れ
ば
、
政
党
の

中
央
機
関
だ
け
で
決
定
は
下
せ
る
。
し
か
し
、
党
員
（
あ
る
と
き
に
は
支
持
者
）
の
継
続
的
な
参
加
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
政
党
の
決

定
権
は
一
部
の
幹
部
や
職
員
だ
け
に
代
表
さ
れ
る
こ
と
を
不
可
避
に
し
て
し
ま
う
。
Ｒ
・
ミ
ヘ
ル
ス
﹇M

ichels,1910,

 
             

邦
訳
、
一
九
七

三－

七
四
年
﹈
が
述
べ
た
「
寡
頭
制
の
鉄
則
」
に
よ
っ
て
、
党
内
民
主
主
義
が
党
エ
リ
ー
ト
の
権
力
の
前
に
常
に
屈
服
す
る
こ
と
に
な

り
う
る
。
Ｍ
・
Ｙ
・
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ス
キ
ー
﹇O

strogorosky,1902

 
                 

﹈
は
、
政
党
マ
シ
ー
ン
は
コ
ー
カ
サ
ス
の
発
展
が
個
々
の
利
益
を

求
め
る
各
代
表
に
と
っ
て
は
不
利
に
な
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
党
員
は
政
党
組
織
の
タ
イ
プ
分
け
に
は
決
定
的
な
説
明
要
因
と
な
る
。

こ
の
説
明
は
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
（m

ass
m
em

bership
party

 
     
  
             

）」
に
適
合
し
て
い
る
。
し
か
し
、
選
挙
目
的
だ
け
の
政
党

組
織
を
考
え
れ
ば
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
党
員
用
の
組
織
は
不
要
で
あ
り
、
選
挙
対
策
は
少
人
数
の
幹
部
に
依
存
す
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
は
少

3 ――ドイツにおける政党組織の変遷について



数
の
有
力
な
人
々
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
幹
部
政
党
（cadre

party

           

）」、
ま
た
は
「
名
望
家
政
党
（H

onoratiorenpartei

 
                 

）」
と
呼
ば
れ

る
政
党
組
織
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
政
党
と
対
照
的
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
政
党
は
メ
ン
バ
ー
の
参
加
を
保
証
す
る
目
的
で
、
組
織
の
充
実
を
は
か
る

「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
を
発
達
さ
せ
て
き
た
。
党
内
の
民
主
的
な
政
策
決
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
は
複
雑
な
構

造
が
必
要
と
な
る
。
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
組
織
上
の
最
終
決
定
は
通
常
、
年
次
党
大
会
と
い
う
党
最
高
決
定
機
関
に
あ
る
。
党
大
会
は

党
の
綱
領
、
規
約
、
方
針
、
政
策
、
党
執
行
部
の
選
出
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
決
定
を
行
う
。
党
執
行
部
は
党
大
会
か
ら
次
回
の
党
大

会
ま
で
党
を
指
導
す
る
。
し
か
し
実
際
は
、
党
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
強
い
自
治
能
力
を
持
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
リ
ー
ダ
ー
が
党
に
強
力
な
基
盤
を
も
つ
か
ら
と
は
い
え
、
政
党
組
織
を
掌
握
で
き
る
保
証
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
政
党
組
織
や
議
会
に
お
い
て
、
議
員
は
各
レ
ベ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
、
党
員
、
自
己
の
支
持
団
体
、

有
権
者
を
配
慮
す
る
た
め
に
、
党
首
・
執
行
部
に
必
ず
し
も
忠
実
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

政
党
組
織
は
時
代
と
社
会
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
近
年
、
政
党
は
メ
ン
バ
ー
を
党
方
針
の
決
定
へ
の
参
加
か
ら
切
り
離
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
政
党
組
織
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
本
論
に
そ
く
し
て
述
べ
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
政
党
組
織

タ
イ
プ
は
、「
幹
部
政
党
」
ま
た
は
「
エ
リ
ー
ト
政
党
（elite

party
           

）」、
次
に
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
か
ら
「
包
括
政
党

（catch-allparty,V
olkspartei

                  
          

）」
に
移
行
し
﹇cf.W

olinetz,2002:137-145

     
                      

﹈、
さ
ら
に
現
在
で
は
政
党
組
織
を
説
明
す
る
議
論

に
お
い
て
は
、「
カ
ル
テ
ル
政
党
（cartelparty

            

）」﹇K
atz

and
M

air,1995

 
         
         

﹈、「
選
挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
（electoral-

            

professionalparty

                  

）」﹇P
anebianco,1988

﹈、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
た
選
挙
民
政
党
（profesionaisierte

W
h

                   
 

� �lerpartei

         
）」

﹇B
eym

e,2000

﹈、「
断
片
的
に
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
型
政
党
（P

arty
w
ith

loosely
coupling

organize

 
      
                             d   

anarchy

       

）」﹇W
iesendahl,1998;W

iesendahl,2000

 
                  
               

﹈
な
ど
、
と
現
在
ま
で
の
政
党
組
織
の
変
遷
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ド
イ
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ツ
で
も
同
様
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、（
西
）
ド
イ
ツ
の
政
党
は
政
党
シ
ス
テ
ム
の
安
定
度
か
ら
考
察
の
対
象
に

あ
っ
た
が
、
各
政
党
組
織
が
変
化
す
る
実
態
の
説
明
と
、
そ
れ
を
精
緻
化
す
る
理
論
の
進
展
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

Ｋ
・
ジ
ャ
ン
ダ
は
か
つ
て
、
政
党
組
織
を
捕
ら
え
た
ら
隠
さ
れ
た
宝
物
を
教
え
て
く
れ
る
小
妖
精
の
レ
プ
レ
コ
ン
（leprechaun

          

）」

に
例
え
、「
遮
ら
れ
た
奥
に
あ
る
特
別
な
権
力
を
も
つ
…
政
治
的
森
林
に
住
む
レ
プ
リ
コ
ン
」
と
説
明
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
﹇Janda,

       

1980:319

         
﹈。
そ
の
意
味
は
、
実
際
に
政
党
と
い
う
小
妖
精
を
捕
ら
え
て
じ
っ
く
り
観
察
し
な
い
限
り
、
政
党
を
一
般
論
だ
け
で
は
理
解

で
き
な
い
、
と
警
告
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
に
は
、
外
見
上
の
独
立
性
と
そ
の
た
め
の
自
律
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
徹
底
的
に
構
造
化
さ
れ
、

合
理
化
さ
れ
た
組
織
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
特
に
ド
イ
ツ
の
政
党
は
組
織
だ
っ
た
形
態
を
も
っ
て
行
動
す
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
と
こ

ろ
が
実
際
に
ド
イ
ツ
の
政
党
内
部
を
観
察
す
る
と
、
政
党
組
織
の
実
態
は
意
外
に
も
非
合
理
的
、
不
明
確
な
、
多
面
的
、
非
決
定
的
、

拡
散
的
、
分
権
的
な
姿
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

政
党
組
織
に
つ
い
て
、
あ
る
べ
き
理
念
と
現
実
の
実
態
と
を
分
け
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
政
党
内
部
に
は
、
理
念
的
に
設
定

さ
れ
る
計
画
や
支
配
様
式
が
結
び
つ
い
た
構
造
が
一
方
に
あ
り
、
バ
ラ
バ
ラ
な
行
為
が
作
用
し
、
組
織
と
し
て
統
一
的
な
行
動
が
取
り

に
く
い
現
実
が
他
方
に
あ
る
。
政
党
が
統
制
の
と
れ
た
組
織
で
あ
る
と
み
え
る
と
き
は
、
党
内
の
個
々
の
行
為
と
活
動
を
調
整
し
、
全

体
と
し
て
調
子
を
合
わ
せ
る
。
そ
れ
は
、
集
票
、
権
力
・
公
職
の
獲
得
、
資
源
の
確
保
・
分
配
と
い
う
党
内
の
共
通
目
標
が
あ
る
と
き

で
あ
る
﹇W

iesendahl,1998

 
               

﹈。
つ
ま
り
、
各
政
党
の
共
通
志
向
で
あ
る
権
力
獲
得
（M

achtstreben

 
           

）
の
一
点
に
集
約
さ
れ
る

﹇M
ichels,1949:134

 
                 

﹈。
た
だ
し
、
そ
れ
の
認
識
は
、
個
人
や
非
個
人
に
関
わ
ら
ず
、
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ

る
。

　

現
実
の
政
党
内
部
は
断
片
化
し
た
、
バ
ラ
バ
ラ
の
個
々
の
「
世
界
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
政
党
は
綱
領
と
現
実
の
行
動
と
が
合
致
で
き
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ず
、
矛
盾
し
た
統
合
や
関
係
、
規
制
の
弱
い
無
秩
序
な
存
在
と
し
か
理
解
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
要
す
る
に
、
政
党
は
ひ
と
つ
の
組

織
体
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
内
部
は
個
々
の
要
求
が
全
体
と
し
て
結
び
つ
か
ず
に
成
立
す
る
、
と
い
う
印
象
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　

本
論
は
近
年
の
ド
イ
ツ
の
政
党
組
織
の
変
容
事
情
に
つ
い
て
検
討
し
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
政
党
組
織
の
姿
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
さ
き
の
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
の
言
葉
を
も
じ
っ
て
表
現
す
れ
ば
、「
ひ
と
つ
に
組
織
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

バ
ラ
バ
ラ
な
意
見
」
を
体
現
す
る
ド
イ
ツ
の
政
党
組
織
の
事
情
を
通
じ
て
、
現
在
ま
で
の
主
張
さ
れ
て
き
た
政
党
組
織
論
の
整
理
を
試

み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

第
一
章　

現
代
政
党
組
織
の
研
究

　

一　

現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
つ
の
政
党
組
織
モ
デ
ル

　

従
来
の
政
党
組
織
モ
デ
ル
は
、
一
方
に
「
幹
部
政
党
（
エ
リ
ー
ト
政
党
）」、
も
う
一
方
に
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
を
置
き
、

対
照
的
な
組
織
形
態
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
﹇
デ
ベ
ル
ジ
ェ
、
一
九
七
〇
年
﹈。
図
表
１
で
は
、
左
上
の
古
典
的
な
「
幹
部
政
党
」
と

右
下
の
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
実
際
に
は
、
左
下
と
右
上
の
政
党
タ
イ
プ
も
み
ら

れ
、
そ
れ
ら
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
章
で
論
じ
る
政
党
組
織
モ
デ
ル
の
対
象
は
そ
こ
に
あ
る
。
た
だ
、
組
織
自
体
に
懐
疑

的
な
姿
勢
も
存
在
す
る
。

　

T
h
・
ポ
グ
ン
ト
ケ
に
よ
れ
ば
、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
組
織
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
は
寡

頭
・
官
僚
的
な
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」（
例
、
社
会
民
主
主
義
政
党
）
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
は
ル
ー
ス
な
構
造

を
持
つ
「
運
動
政
党
」（
例
、
緑
の
党
、
環
境
保
護
政
党
）
で
あ
る
﹇P

oguntke,1993:200

 
                  

﹈。
H
・
キ
ッ
チ
ェ
ル
ト
は
政
党
の
二
つ

の
モ
デ
ル
を
さ
ら
に
解
説
し
て
い
る
﹇K

itschelt,1989:89ff

 
                    

﹈。
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「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
に
は
、
中
央
集
権
的
、
階
統
制
的
、
形
式
的
な
組
織

と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
こ
の
政
党
組
織
は
政
党
競
争
の
論
理
を
優
先
し
て
い
る
。
政
党

は
明
確
な
分
業
と
専
門
的
な
党
職
員
・
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
、
指
揮
の
系
統
だ
っ
た
階
統
制

構
造
、
そ
れ
に
下
部
組
織
や
地
方
支
部
と
い
う
下
位
単
位
を
常
設
し
て
お
り
、
党
内
外
に

一
体
化
し
た
行
動
を
示
し
て
い
る
。
全
国
と
地
方
の
中
央
集
権
的
な
リ
ー
ダ
ー
は
通
常
、

政
党
、
立
法
府
、
政
府
行
政
職
と
を
結
び
つ
け
る
存
在
で
あ
る
。
政
党
は
党
員
に
む
け
て

そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
綱
領
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇B

eym
e,2000:192

 
   
            

﹈。
こ
の

伝
統
的
な
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
は
、
公
職
獲
得
の
た
め
に
様
々
な
戦
術
を
遂

行
す
る
実
務
家
と
ロ
ビ
イ
ス
ト
を
組
織
に
取
り
込
ん
で
い
る
﹇K

itschelt,1989:62

 
                  

﹈。「
大

衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
は
、
安
定
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
党
内
紀
律
を
通
じ
て
、

中
央
集
権
的
な
利
益
集
団
と
党
幹
部
と
の
間
の
ト
ッ
プ
で
の
利
益
を
仲
介
、
交
渉
す
る
の

を
特
徴
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
官
僚
組
織
的
な
安
定
性
と
合
理
性
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
運
動
政
党
」
タ
イ
プ
は
左
翼
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
運
動
と
行
動
の
原

理
を
中
核
に
据
え
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
市
民
と
国
家
の
間
の
媒
介
機
関
で
あ
る
と

し
て
も
、
従
来
の
政
党
が
持
つ
役
割
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
政
党
は
個

人
の
能
力
を
復
権
さ
せ
る
た
め
に
、
小
さ
な
空
間
の
、
ロ
ー
カ
ル
な
政
治
分
野
に
お
い
て
、

分
派
的
、
分
権
的
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
既
成
政
党
の
持
つ
中
央
集
権
化
と
階
統
制
化

へ
の
反
発
が
こ
の
タ
イ
プ
の
共
通
点
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
分
散
的
、
断
片
的
、
分
権
的
な

7 ――ドイツにおける政党組織の変遷について

図表１：幹部政党と大衆メンバーシップ政党の比較

党員の党活動への関与範囲
党員数

高い低い

「現代的」幹部政党

例、イギリス労働党、ドイツ社民党・

キリスト教民主同盟、フランス社会党

「古典的」幹部政党

例、フランス民主連合

　アメリカの共和党・民主党

少数

大衆メンバーシップ政党

例、スウェーデン社会民主労働党、

リーダー中心の政党

例、フランス共和国連合、イギリ

ス保守党

多数

出典、Wolinetz, 2002 : 144



基
礎
が
左
翼
リ
バ
タ
リ
ア
ン
政
治
へ
の
開
放
的
な
、
分
権
化
し
た
参
加
の
性
質
」
を
説
明
し
て
い
る
﹇K

itschelt,1989:64-68;K
oelble,

 
                        
        

1989:211-213
             

﹈。
そ
の
典
型
例
で
あ
る
緑
の
党
は
、
社
会
の
底
辺
か
ら
「
真
の
代
表
性
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
新
し
い
社
会
運
動
に

よ
る
、
水
平
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
オ
ー
プ
ン
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
原
理
、
直
接
民
主
主
義
、
わ
ず
か

な
紀
律
、
役
割
の
未
分
化
、
同
一
人
物
に
よ
る
公
職
独
占
の
制
約
と
リ
ー
ダ
ー
の
定
期
交
替
制
、
活
動
組
織
に
期
待
し
な
い
こ
と
、
な

ど
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
政
策
ス
タ
イ
ル
も
強
固
な
政
党
組
織
な
し
に
個
々
人
の
参
加
に
基
づ
く
意
味
で
「
素
人
政
治
（am

ateur

  
      

politics

        
）」
と
自
己
規
定
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
キ
ッ
チ
ェ
ル
ト
は
緑
の
党
の
政
党
組
織
の
特
徴
を
別
の
説
明
で
も
補
っ
て
い
る
﹇K

itschelt,1990

 
              

﹈。
そ
れ
は
「
拘
束
力

の
弱
い
関
係
か
ら
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
制
限
的
な
参
加
の
範
囲
、
ル
ー
ス
に
連
結
し
重
層
構
造
的
、
流
動
的
な
組
織
、
そ
し
て
総
体
的

に
責
任
の
な
い
、
バ
ラ
バ
ラ
な
政
治
リ
ー
ダ
ー
の
連
合
体
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
タ
イ
プ
の
政
党
組
織
か
ら
は
党
活
動
家
に
よ
る

戦
闘
的
な
態
度
、
団
結
、
協
同
精
神
で
固
く
結
び
つ
い
た
大
衆
組
織
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。

　

こ
の
二
つ
に
類
型
化
し
た
政
党
組
織
タ
イ
プ
は
理
解
し
や
す
く
、
組
織
の
対
比
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
ド
イ

ツ
の
政
党
組
織
の
事
情
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
民
主
同
盟
・
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
と
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）

に
そ
の
ま
ま
二
つ
の
タ
イ
プ
の
い
ず
れ
か
を
適
用
で
き
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
両
党
は
典
型
的
な
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
の

事
例
と
み
な
せ
る
か
ど
う
か
。
例
え
ば
図
表
１
の
右
上
の
と
こ
ろ
に
従
来
で
あ
れ
ば
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
の
事
例
が
示
さ

れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
確
か
に
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
C
D
U
／
C
S
U
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
「
国
民
政
党
（V

olkspartei

 
          

）」

と
呼
称
さ
れ
て
き
た
。　

　

一
見
す
る
と
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
と
み
な
さ
れ
が
ち
な
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
内
部
に
は
、
ポ
ン
グ

ト
ケ
と
キ
ッ
チ
ェ
ル
ト
の
説
明
す
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
運
動
政
党
」
タ
イ
プ
の
要
素
、
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
性
格
が
散
見
で
き
る
か
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ら
で
あ
る
。
本
論
で
は
社
会
構
造
の
変
動
を
考
慮
に
入
れ
た
視
点
で
政
党
組
織
の
変
遷
を
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
教
育
レ
ベ
ル
の
向

上
は
自
治
能
力
を
も
つ
市
民
を
増
や
す
こ
と
に
貢
献
し
、
そ
の
よ
う
な
市
民
は
政
党
と
の
一
体
感
を
弱
め
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
組
織

に
統
合
さ
れ
な
く
な
る
﹇K

atz
and

M
air,2002:132

 
         
              

﹈。
そ
の
よ
う
な
社
会
に
政
党
（
組
織
）
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。

　

二　

ド
イ
ツ
の
政
党
を
め
ぐ
る
状
況：

「
浸
食
テ
ー
ゼ
」
と
「
持
続
テ
ー
ゼ
」

　

一
九
九
〇
年
代
、（
再
）
統
一
後
の
ド
イ
ツ
で
は
新
た
な
政
党
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
た
、
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
中
道
右
派
勢

力
と
中
道
左
派
勢
力
の
今
後
を
予
測
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
。
特
に
ド
イ
ツ
統
一
後
、
政
党
間
競
争
は
二
つ

の
こ
と
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ひ
と
つ
は
地
域
別
の
変
化
で
あ
る
。
旧
西
ド
イ
ツ
地
域
で
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
、
自
由

民
主
党
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）、
緑
の
党
の
間
の
四
党
体
制
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
で
は
、
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
が

第
五
勢
力
と
な
り
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
左
派
と
結
び
つ
い
て
、
左
派
党
（L

inkspartei

 
          

）
を
結
党
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
旧
西
ド

イ
ツ
で
は
周
辺
的
な
存
在
と
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
緑
の
党
が
Ｆ
Ｄ
Ｐ
を
凌
ぐ
状
況
に
あ
る
。
も
っ
と
も
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
大
政
党
は
両
地
域
で
は
ま
だ
健
在
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
今
後
の
政
党
を
め
ぐ
る
展
開
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
ふ
た
つ
の
予
測
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は「
浸
食
テ
ー
ゼ（erosion

thesis

              
）」

で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
持
続
テ
ー
ゼ
（endurance

thesis

                
）」
で
あ
る
﹇C

handler,1993:63-86

 
                    

﹈。

　
「
浸
食
テ
ー
ゼ
」
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
政
党
と
し
て
の
立
場
が
危
機
状
況
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
現
在
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
で

も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
で
も
伝
統
的
な
中
核
集
団
が
衰
退
し
て
、
支
持
に
関
し
て
は
浮
動
票
と
、
潜
在
的
に
変
易
的
な
票
、
つ
ま
り
変
動
票
（volatility

          

）

に
大
き
く
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
こ
れ
ま
で
多
数
の
票
を
獲
得
し
て
き
た
両
党
が
支
持
獲
得
の
能
力
を
低
下
さ

9 ――ドイツにおける政党組織の変遷について



せ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
を
根
拠
に
、「
浸
食
テ
ー
ゼ
」
を
主
張
す
る
人
々
は
、
そ
の
状
態
で
あ
る
こ
と
が
政
党
組
織
に
関

わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
党
員
数
の
減
少
に
よ
っ
て
、
政
党
組
織
の
「
浸
食
」
程
度
が
測
定
で
き
る
な
ら
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ

や
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
大
政
党
の
今
後
の
立
場
は
悲
観
的
か
も
し
れ
な
い
。
政
党
組
織
は
、
両
党
か
ら
大
量
の
脱
党
者
が
出
な
く
て
も
、
そ
し
て

か
り
に
今
後
、
若
い
有
権
者
を
補
充
で
き
た
と
し
て
も
、
両
党
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
浸
食
テ
ー
ゼ
」
の
根
拠
は
政
党
組
織
内
部
の
不
一
致
に
基
づ
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
（
再
）
統
一
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
内
部
の
対
立
・

相
違
を
い
っ
そ
う
露
呈
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
ド
イ
ツ
（
再
）
統
一
と
い
う
変
化
を
作
り
出
す
創
造
者
と
い
う
よ

り
、
再
統
一
と
い
う
出
来
事
の
「
被
害
者
」
と
な
っ
て
い
る
、
と
Ｃ
・
ク
レ
メ
ン
ス
は
説
明
し
て
い
る
﹇C

lem
ens,1998:1-16

 
   
             

﹈ .

　

現
在
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
が
諸
利
益
の
ル
ー
ス
な
集
合
体
と
み
な
す
と
、
今
後
も
党
内
部
は
も
っ
と
断
片
化
し
た
様
相
を
呈
す
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
持
続
テ
ー
ゼ
」
を
主
張
す
る
研
究
者
は
、「
浸
食
テ
ー
ゼ
」
が
論
拠
と
す
る
点
を
誇
張
し
す
ぎ
る
、
と
反
論
し
て

い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
も
ド
イ
ツ
政
治
に
お
い
て
政
権
か
ら
離
れ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
大
政
治
勢
力
で
あ
る
こ
と
に
変
化
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
の
四
回
の
選
挙
で
勝
利
し
、
そ
の
後
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
が
一
時
停
滞
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
実

際
に
二
一
世
紀
に
は
復
活
し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
説
明
し
て
い
る
。

　

二
大
政
党
は
脱
編
成
的
な
影
響
に
よ
っ
て
土
台
を
著
し
く
崩
し
て
い
る
。
特
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
弱
体
化
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
、
と
も
指

摘
さ
れ
る
。
一
九
九
〇
年
ま
で
に
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
間
の
支
持
率
の
差
は
約
一
〇
％
に
拡
大
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
一
九
九
八

年
選
挙
の
得
票
率
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
四
〇
・
九
％
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
三
五
・
一
％
と
な
り
、
二
〇
〇
二
年
選
挙
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
三

八
・
五
％
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
三
八
・
五
％
、
二
〇
〇
五
年
に
は
拮
抗
か
ら
停
滞
、
そ
し
て
凋
落
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。
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近
年
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
比
べ
、
選
挙
で
の
有
権
者
か
ら
統
治
能
力
を
喪
失
し
て
い
る
の
で
な
い
か
、
と
み
な
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
相
対
的
な
点
を
考
慮
し
て
こ
と
で
あ
っ
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
得
票
率
の
低
下
は

両
党
に
と
っ
て
は
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
緑
の
党
が
左
翼
志
向
の
潜
在
的

な
有
権
者
を
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
か
ら
支
持
を
奪
っ
て
い
る
し
、（
一
九
九
八
年
選
挙
で
は
緑
の
党
の
支
持
率
は
六
・
七
％
、

二
〇
〇
二
年
選
挙
で
は
八
・
六
％
）、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
で
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
も
っ
と

も
二
〇
〇
二
年
選
挙
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
支
持
を
奪
わ
れ
た
）。
反
対
に
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
に
と
っ
て
、
極
右
政
党
か
ら
の
挑
戦
が
ま
だ
弱

い
の
で
、
急
進
的
な
極
右
主
義
勢
力
を
あ
ま
り
深
刻
に
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ

は
ま
だ
有
利
な
立
場
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
一
九
九
八
年
の
選
挙
結
果
を
検
証
す
れ
ば
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
有
権
者
か
ら
す
れ
ば
、
中
道
右
派
の
政
党
の
能
力
や

政
策
に
は
重
大
な
疑
義
が
あ
る
、
と
見
ら
れ
た
こ
と
が
多
々
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
〇
二
年
選
挙
で
も
僅
差
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
勝
利

と
な
る
、
従
来
の
中
道
政
治
の
伝
統
と
は
異
な
る
、
新
た
な
中
道
（N

eue
M

itte

 
     
    

）
を
求
め
る
有
権
者
が
多
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
一
九
九
八
年
選
挙
は
分
水
嶺
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
伝
統
的
な
中
道
政
治
が
今
後
も
継
続
す
る
か
、
あ
る
い
は
不
確
実

な
要
素
を
削
減
す
る
か
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
将
来
の
進
展
を
判
断
で
き
る
判
断
材
料
と
な
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
政
策
・
価
値
・
理
念
を

示
せ
る
の
か
、
で
あ
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
両
党
は
国
民
政
党
と
か
、
国
家
政
党
（Staatspartei

            
）
と
か
呼
称
さ
れ
る
政
党
組
織
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
党
を
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
と
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
か
ら
離
れ
て
、
今
後
、

ド
イ
ツ
の
政
党
組
織
モ
デ
ル
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 
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第
二
章　
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
の
変
質

　

一　

二
〇
世
紀
前
半
の
政
党
組
織
を
め
ぐ
る
変
化

　

ド
イ
ツ
語
で
「
包
括
政
党
（catch-allparty

               

）」
に
相
当
す
る
「
一
切
合
財
政
党
（A

llerw
eltspartei

 
     
          

）」
と
い
う
用
語
が
あ
る
が
、

通
常
使
用
す
る
語
と
し
て
は
、「
人
民
」
や
「
国
民
」
を
冠
し
た
「
人
民
党
」、「
国
民
政
党
」（V

olkspartei

）
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
概
念
は
右
翼
、
保
守
主
義
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
自
由
主
義
と
多
様
な
内
容
を
持
ち
、
た
だ
「
反
階
級
政
党
」
と

「
国
民
統
合
」
と
い
う
点
で
現
在
の
「
包
括
政
党
」
の
特
徴
と
類
似
し
て
い
る
﹇Schm

ollinger,1980:231ff,249

    
                          

﹈。

　

Ｈ
・
カ
ー
ス
テ
と
Ｊ
・
ラ
シ
ュ
ケ
は
、「
包
括
政
党
」
現
象
の
社
会
的
要
因
を
三
点
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
社
会
階
級
の

利
益
を
満
足
さ
せ
る
経
済
発
展
、
②
国
民
や
党
指
導
の
中
に
中
間
層
が
増
大
す
る
社
会
構
造
の
変
化
、
③
政
党
シ
ス
テ
ム
内
部
の
発
展

（
政
党
と
有
権
者
の
再
編
成
）、
で
あ
る
﹇K

aste,R
aschke,1977:40

 
       
                

﹈。
そ
の
背
景
に
は
現
代
社
会
を
「
平
準
化
さ
れ
た
中
間
層
社

会
（nivellierte

M
ittelstandsgesellschaft

             
                       

）」
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
二
人
の
説
明
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
を
念
頭
に

お
い
て
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
三
要
因
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
大
衆
民
主
主
義
の
揺
籃
期
に
も
み
か
け
ら
れ
た
。
ま

ず
、「
包
括
政
党
」
的
現
象
を
歴
史
的
に
考
察
し
て
お
こ
う
。

　

一
九
世
紀
末
の
経
済
発
展
に
よ
る
社
会
政
策
の
整
備
・
拡
充
は
労
働
者
の
生
活
状
態
を
改
善
し
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
説
明
す
る
資

本
家
と
労
働
者
と
い
う
二
階
級
が
対
立
す
る
と
す
る
「
社
会
分
解
論
」
と
は
裏
腹
に
、
新
中
間
層
は
一
八
八
三
年
か
ら
一
九
二
五
年
に

か
け
て
五
倍
と
増
加
し
、
さ
ら
に
こ
の
新
中
間
層
は
新
し
い
生
活
様
式
を
担
う
ま
で
に
な
る﹇M

ayer,1975:419;C
onze,1978:90

 
                  
              

﹈。
各

政
党
も
こ
の
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
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（
一
）「
社
会
民
主
主
義
は
国
民
政
党
に
な
れ
る
か
」

　

一
九
五
〇
年
代
の
研
究
か
ら
S
P
D
を
「
ひ
と
つ
の
労
働
者
階
級
政
党
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
労
働
者
階
級
の
政
党
で
は
な
い
」
と

Ｊ
・
Ｊ
・
リ
ン
ス
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
論
評
し
た
こ
と
が
あ
る
﹇L

inz,1966:287

 
              

﹈。

　

一
九
世
紀
末
、
社
会
主
義
者
の
Ｅ
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
国
民
政
党
」
論
を
展
開
し
た
こ
と
が
あ
る
﹇B

ernstein,1905

 
              

﹈。
彼

は
一
九
世
紀
末
の
社
会
変
動
を
認
識
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
改
良
主
義
的
政
党
に
変
更
す
る
理
論
と
実
践
を
試
み
よ
う
と
し
た
。

　

一
九
世
紀
末
以
降
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
労
働
者
階
級
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
そ
の
支
持
層
を
商
工
業
者
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
官
吏
、

自
由
業
者
、
教
員
な
ど
の
新
中
間
層
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
支
持
の
分
析
と
社
会
構
造
の
変
化
の
認
識
の
も
と
に
、

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、「
階
級
政
党
」
論
で
な
く
、
当
時
と
し
て
は
大
胆
な
「
国
民
政
党
」
論
を
展
開
し
た
の
で
あ 
る 
。
彼
は
、「
大

（
1
）

衆
の
中
で
労
働
者
の
階
級
意
識
は
低
い
、
だ
か
ら
大
衆
扇
動
は
ま
る
で
意
味
が
な
い
、
そ
れ
ゆ
え
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
多
様
な
有
権
者
を
ま
と

め
る
方
法
を
模
索
す
る
べ
き
だ
」、
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
ダ
ウ
ン
ズ
・
モ
デ
ル
の
よ
う
な
最
大
限
可
能
な
票
数
（grosst

m

        

� �gliche

        

Stim
m
enzahl

    
 
      

）
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
の
た
め
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
そ
の
目
標
を
「
有
権
者
の
嗜
好
」
に
ま
で
合
わ
せ
る

べ
き
、
と
ま
で
彼
は
主
張
し
た
。
当
時
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
公
式
見
解
は
別
に
し
て
、
現
実
の
姿
を
改
良
主
義
的
性
格
に
変
え
て
お
り
、
社

会
構
造
に
適
合
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、「
議
会
選
挙
戦
の
固
有
法
則（eigen

G
esetze

des
parlam

entarische
W

       
                 
            

ahlkam
pfes

      
    

）」

に
し
た
が
っ
て
、
S
P
D 
は
「
国
民
政
党
」
と
い
う
形
で
有
権
者
各
層
に
支
持
を
広
げ
て
、
議
席
を
競
う
政
党
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
﹇B

ernstein,1905:664

 
                   

﹈。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
一
九
世
紀
末
の
帝
国
主
義
的
膨
張
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
資
本
主
義

の
経
済
成
長
に
よ
る
労
働
条
件
の
改
善
と
新
中
間
層
の
台
頭
を
認
識
し
、
新
中
間
層
に
よ
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
へ
の
支
持
を
期
待
し
た
。

　

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
党
外
構
造
の
変
化
か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
党
組
織
の
変
更
を
論
じ
た
の
に
対
し
て
、
ミ
ヘ
ル
ス
は
党
内
構
造
の
視
点

か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
（V

erbougeoisierung

 
                

）」
と
い
う
観
点
に
注
目
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
「
国
民
政
党
」
化
へ
の
変
容
を
分
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析
し
て
い
た
﹇M

ichels,1906:475-476

 
                     

﹈。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
変
容
は
、
選
挙
主
義
の
動
機
か
ら
、「
勤
労
に
従
事
す
る
」
す
べ
て
の
国
民
に

応
じ
た
結
果
で
あ
っ
た
﹇M

ichels,1910;

 
             

邦
訳
、
一
九
七
三
年：

二
七
五－

三
三
三
、
三
三
六
、
三
四
六
﹈。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア

政
党
と
の
選
挙
競
争
に
よ
っ
て
、
特
定
階
級
の
枠
を
超
え
た
「
国
民
」
政
党
（�V

olks�partei

）
に
変
貌
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
点
で
ミ
ヘ
ル
ス
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
提
示
し
た
内
容
を
別
の
形
で
補
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
労
働
者
が
徐
々

に
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
に
な
り
、
そ
の
政
治
意
識
も
党
構
成
自
体
か
ら
み
て
穏
健
化
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

的
分
子
が
指
導
的
地
位
に
就
く
こ
と
で
、
党
自
体
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
」
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
「
国
民
政
党
」
タ
イ

プ
へ
の
途
を
さ
ら
に
歩
む
契
機
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
﹇M

intzel,1984:53,54,55-56

 
                           

﹈。

（
二
）「
我
々
は
塔
か
ら
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　

中
央
党
は
事
実
上
、
信
仰
に
基
礎
を
お
く
、
第
二
帝
政
期
に
成
長
し
た
「
複
合
階
級
カ
ト
リ
ッ
ク
利
益
政
党
（m

ulticlass
C
atholic

 
           
        

Interssenparty

              

）」
で
あ
っ
た
﹇H

artm
annsgruber,1986:254;K

napp,1

 
    
                        
       969:161

        
﹈。
中
央
党
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
は
異
な
っ
た
立
場
か

ら
「
国
民
政
党
」
化
を
目
指
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
①
「
運
命
的
な
曲
線
」
と
呼
ば
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
票
の
減
少
へ
の
対
策
、
②
資
本

主
義
の
社
会
・
経
済
的
秩
序
の
中
で
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
立
場
を
強
化
す
る
こ
と
、
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

党
理
論
家
の
Ｋ
・
バ
ッ
ヘ
ム
は
、「
我
々
は
市
民
生
活
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
同
胞
と
平
和
に
暮
ら
す
こ
と
を
望
む
。
そ
し
て
そ
の
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
な
す
つ
も
り
で
あ
る
」、
と
論
じ
た
﹇B

ach
em

,1906:376-386

﹈。
彼
は
国
内
の
宗
教
対
立
の
先
鋭
化
に
よ
る

中
央
党
が
孤
立
す
る
こ
と
を
警
告
し
、
宗
派
を
超
え
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
有
権
者
の
獲
得
を
め
ざ
す
政
治
綱
領
の
変
更
を
提
案
し 
た 

（
２
）

﹇H
artm

annsgruber,1986:252-256

 
    
                         

﹈。
こ
の
見
解
は
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
に
強
く
、
党
の
方
針
転
換
を
求
め
る
指
導
層

の
一
部
は
、
中
央
党
を
「
八
方
手
を
尽
く
す
中
道
の
政
策
」
に
よ
っ
て
、
真
の
中
道
政
党
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
国
家
政
党
（C

hristliche
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Staatapartei
            

）
に
脱
皮
す
る
こ
と
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
貴
族
の
党
幹
部
Ｇ
・
ｖ
・
ヘ
ル
ト
リ
ン
ク
で
さ
え
、
教
会
の
利
益
だ
け
で

な
く
、
積
極
的
に
社
会
問
題
を
解
決
す
る
政
党
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
た
﹇H

ertling,1905:52-55

 
                    

﹈。
た
だ
、
こ
の

試
み
は
キ
リ
ス
ト
教
価
値
観
に
基
づ
い
た
点
で
は
制
約
が
あ
っ
た
。
中
央
党
は
、
資
本
主
義
体
制
に
同
化
す
る
こ
と
で
、
カ
ト
リ
シ
ズ

ム
の
イ
ン
フ
ォ
リ
オ
テ
ィ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
克
服
を
図
ろ
う
と
し
た
﹇M

orsey,1970:49,58

 
                   

﹈。
一
九
〇
三
年
の
選
挙
で
二
つ
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
選
挙
区
で
、
中
央
党
票
は
増
加
し
た
が
、
結
果
的
に
は
中
央
党
は
同
選
挙
区
で
は
党
代
表
を
候
補
者
に
出
せ
な
か
っ

た
﹇B

raun,1903:562

 
               

﹈。
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
段
階
で
は
、
中
央
党
の
「
国
民
政
党
」
化
は
成
功
し
な
か
っ
た
。

　

Ｒ
・
Ｍ
・
レ
プ
ジ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
各
政
党
は
社
会
的
亀
裂
（socialcleavage

               
）
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
特

定
の
有
権
者
集
団
（W

�h
lerg

ru
p
p
e

）
に
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
特
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
も
中
央
党
も
社
会
文
化
的
環
境
に
密
接
に
結
合
し
た
下

位
文
化
（su

b
cu

ltu
re

）
を
構
造
化
し
て
い
た
﹇L

ipsius,1966:381,384,390-391

 
                               

﹈。
そ
れ
に
党
内
事
情
も
加
わ
っ
て
、
両
党
と
も

「
国
民
政
党
」
化
の
実
現
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
。

（
三
）
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
は
「
国
民
政
党
」
の
原
型
？

　

そ
れ
で
は
、
あ
る
論
者
が
主
張
す
る
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（
ナ
チ
ス
）
に
国
民
政
党
の
原
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

戦
前
の
共
産
党
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
階
級
政
党
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ナ
チ
ス
を
現
代
的
な
「
国
民
政
党
の
原
型
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
﹇M

intzel,1984:25

 
                

﹈。
一
九
三
〇
年
の
党
員
構
成
は
、
労
働
者
二
六
・
三
％
（
四
六
・
三
％
）、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
二
四
％

（
一
二
・
五
％
）、
自
営
業
者
一
八
・
九
％
（
九
・
六
％
）、
官
吏
七
・
七
％
（
四
・
六
％
）、
農
民
一
三
・
二
％
（
二
〇
・
七
％
）、
他

九
・
九
％
（
六
・
六
％
）（
括
弧
内
は
全
就
業
人
口
内
の
比
率
）、
と
旧
中
間
層
に
偏
り
を
持
つ
と
は
い
え
、
全
社
会
階
層
に
広
が
り
が
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あ
っ
た
。
た
だ
、
人
口
統
計
学
的
な
意
味
で
規
定
す
る
な
ら
、
ナ
チ
ス
は
「
国
民
政
党
」
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
階
級
ま
た
は

そ
れ
に
と
も
な
う
利
益
を
代
表
す
る
意
味
で
は
、
ナ
チ
ス
は
そ
れ
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
人
口
統
計
学
的
構
成
か

ら
見
て
、「
国
民
政
党
」
概
念
を
使
用
で
き
そ
う
も
な
い
﹇W

inkler,1976:97-98

 
                   

﹈。「
国
民
政
党
」
モ
デ
ル
は
政
党
間
競
走
、
社
会
的

多
元
主
義
、
民
主
的
選
挙
な
ど
を
前
提
と
し
て
お
り
、
政
党
の
性
格
を
人
口
統
計
学
的
な
構
成
の
み
か
ら
定
義
で
き
そ
う
も
な
い

﹇M
intzel,1984:25

 
                

﹈。
多
面
的
な
利
益
を
代
表
す
る
「
国
民
政
党
」
の
本
質
的
な
機
能
を
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
﹇
山
口
、
一
九
七

九
年：

一
〇
一
﹈。

　

こ
れ
ら
の
現
象
を
同
時
代
人
と
し
て
観
察
で
き
た
研
究
者
か
ら
「
国
民
政
党
」
化
へ
む
け
た
理
論
的
な
発
展
が
開
始
さ
れ
、「
包
括

政
党
」
論
の
模
索
が
開
始
さ
れ
る
。「
包
括
政
党
」
研
究
の
源
流
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
政
党
社
会
学
の
議
論
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
、「
代
表
政
党
」
か
ら
「
統
合
政
党
」
へ
と
架
橋
す
る
、
①
選
挙
綱
領
政
党
、
そ
れ
に
②
民
主
的
統
合
政
党
、
と
い
う
二

点
に
特
徴
を
見
出
せ
、
両
者
は
戦
後
の
政
党
組
織
論
に
至
る
前
段
階
研
究
と
み
な
せ
る
﹇M

intzel,1984:55

 
                

﹈。

　

二　
「
代
表
政
党
」
か
ら
「
統
合
政
党
」
へ

（
一
）「
中
道
的
二
大
国
民
政
党
」
論

　

Ｈ
・
レ
ー
ム
は
政
党
を
現
実
と
理
念
に
区
別
し
て
考
え
た
﹇R

ehm
,1912

 
   
      

﹈。
つ
ま
り
、
一
般
に
人
々
は
思
想
以
上
に
利
益
を
追
求

す
る
た
め
、
彼
は
政
党
を
市
民
を
代
弁
す
る
利
益
・
行
動
団
体
（Interessen-und

A
ktionsgem

einschaft
                
         
         

）
と
み
な
し
た
。
彼
は
、

「
階
級
政
党
」
に
対
抗
す
る
概
念
と
し
て
、
全
国
民
の
利
益
に
奉
仕
す
る
の
が
政
党
で
あ
る
、
と
論
じ
た
。
た
だ
、
現
実
の
政
党
の
姿

は
そ
の
支
持
者
に
決
定
さ
れ
、
あ
く
ま
で
も
「
国
民
政
党
」
と
い
う
名
称
は
「
階
級
政
党
」
の
役
割
や
機
能
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
看
板

に
使
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
レ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、「
国
民
政
党
」
は
実
際
に
は
存
在
し
え
な
い
政
党
と
も
説
明
さ
れ
る
。
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け
れ
ど
も
、
彼
は
「
国
民
政
党
」
論
の
現
実
的
根
拠
を
否
定
し
て
い
な
い
。
彼
は
政
党
シ
ス
テ
ム
の
発
展
に
と
も
な
い
、
経
済
・
文

化
的
に
対
立
す
る
二
ブ
ロ
ッ
ク
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
労
働
者
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
い
う
二
党
シ
ス
テ
ム
に
近
い
形
を
予
想
し
た
。

ま
た
、
国
家
が
政
策
上
、
諸
勢
力
の
均
衡
を
図
る
た
め
に
、
各
政
党
は
類
似
し
た
中
道
路
線
（m

ittle
L
inie

 
       
    

）
の
綱
領
を
も
つ
こ
と
に

な
る
、
と
も
主
張
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
左
・
右
の
陣
営
の
諸
政
党
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
、
あ
る
い
は
大
政
党
化
か
の
い
ず
れ
か
は
、
超
階

級
的
な
理
由
か
ら
、
政
党
は
「
国
民
政
党
」
的
性
格
に
な
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。
こ
の
発
想
は
現
在
の
左
翼
と
右
翼
の
両
方
か
ら
中
道

路
線
を
め
ざ
す
傾
向
を
先
取
り
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
レ
ー
ム
は
「
国
民
政
党
」
概
念
を
政
党
シ
ス
テ
ム
の
構
造
の
特
徴
、
基
本
的

合
意
、
統
治
能
力
か
ら
科
学
的
に
検
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
﹇M

intzel,1984:53-55

 
                   

﹈。

（
二
）「
統
合
政
党
」
論

　

Ｈ
・
マ
ー
ル
は
、
新
し
い
二
つ
の
政
党
組
織
の
分
類
を
提
案
し
た
﹇M

arr,1924:313-316;L
enk,N

eum
ann,

 
                     
      
   
     1968:330-334

             
﹈。

そ
れ
は
代
表
政
党
（R

epr

 
   �sentationspartei

                
）
と
統
合
政
党
（Integrationspartei

                  
）
と
い
う
類
型
上
の
区
別
で
あ
る
。「
代
表
政

党
」
と
は
、「
幹
部
政
党
」
あ
る
い
は
「
名
望
家
政
党
」
に
類
似
す
る
も
の
で
、
政
治
活
動
を
選
挙
活
動
に
制
限
し
、
組
織
も
地
方
選

挙
委
員
会
に
限
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ー
ル
は
具
体
例
を
ド
イ
ツ
民
主
党
、
ド
イ
ツ
人
民
党
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

「
統
合
政
党
」
は
組
織
的
な
基
礎
の
あ
る
「
民
主
的
統
合
政
党
」（
例
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
、
中
央
党
）
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
「
シ
ー
ザ
ー
的

民
主
的
統
合
政
党
」（
例
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ス
タ
党
）
や
取
り
巻
き
的
民
主
的
統
合
政
党
（
例
、
ナ
チ
ス
）
に
分
類
さ
れ
る
。

　

マ
ー
ル
は
「
統
合
政
党
」
が
特
定
団
体
（
労
働
組
合
、
職
業
身
分
団
体
）
の
政
治
形
態
を
、
例
え
ば
中
央
党
な
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
組
織

に
よ
る
階
級
ご
と
の
統
合
と
い
う
よ
う
に
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
と
考
え
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
で
、
マ
ー
ル
は
、
Ｍ
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
流
の
官
僚
化
、
合
理
化
と
結
合
し
た
形
態
を
「
統
合
政
党
」
に
見
立
て
、
政
党
組
織
と
い
う
運
営
・
経
営
が
よ
り
進
展
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
、
と
予
測
し
た
。
こ
の
こ
と
は
「
代
表
政
党
」
の
凋
落
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
統
合
政
党
」
は
議
会
政
治
の
枠
を

超
え
て
国
民
生
活
の
場
に
浸
透
し
よ
う
と
す
る
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
な
ら
労
働
者
の
幼
児
教
育
か
ら
青
年
育
成
ま
で
の
「
労
働
者
福
祉

（A
rbeiterw

ohlfahrt

 
        
        

）」
と
い
う
非
政
治
的
な
問
題
ま
で
組
織
を
通
じ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、「
民
主

的
統
合
政
党
」
は
全
国
民
の
政
治
的
統
合
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ー
ル
の
見
解
は
後
年
に
ノ
イ
マ
ン
、
キ
ル
ヒ
ハ

イ
マ
ー
に
継
承
さ
れ
る
﹇M

intzel,1984:58

 
                

﹈。

（
三
）「
選
挙
綱
領
政
党
」
論

　

Ｈ
・
ズ
ル
タ
ン
は
、
さ
き
の
二
人
を
異
な
り
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
を
政
党
の
類
型
化
に
利
用
し
て
、「
包
括
政
党
」
論
を

さ
ら
に
展
開
し
た
﹇Sultan,1926:91-140

                    
﹈。

　

彼
は
、
近
代
政
党
シ
ス
テ
ム
の
条
件
を
二
つ
に
選
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
①
普
通
・
平
等
・
直
接
・
秘
密
投
票
と
い
う
政

治
的
権
利
を
基
盤
と
す
る
大
衆
民
主
主
義
の
存
在
、
そ
れ
に
②
民
主
的
体
制
の
存
在
、
で
あ
る
。
彼
の
研
究
対
象
は
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク

ソ
ン
型
の
政
党
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
彼
の
命
題
は
、
全
国
民
の
利
益
を
考
慮
す
る
与
党
と
野
党
の
交
代
可
能
な
二
元
体
制

（D
ualsystem

 
         

）
を
中
心
に
考
察
し
て
い
た
。

　

ズ
ル
タ
ン
は
二
つ
の
政
党
タ
イ
プ
に
区
別
す
る
。
つ
ま
り
、
ひ
と
つ
は
「
世
界
観
主
義
政
党
（W

eltanschuungs-G
esinnungs-

 
               
          

P
artei

 
     

）」、
も
う
ひ
と
つ
は
「
選
挙
綱
領
政
党
（P

lattform
partei

 
        
      

）」
で
あ
る
。
前
者
は
実
際
の
ド
イ
ツ
の
政
党
タ
イ
プ
で
あ
り
、
後

者
は
主
義
・
主
張
に
拘
束
さ
れ
な
い
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
、
選
挙
に
い
か
に
勝
利
で
き
る
か
の
た
め
の
政
党
で
あ
る
。
当
初
、
政
党

タ
イ
プ
は
「
世
界
観
主
義
政
党
」
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
選
挙
綱
領
政
党
へ
と
変
貌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
、
と
予
測
さ
れ
る
。

彼
は
そ
れ
を
仮
説
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
欧
文
化
圏
の
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
は
そ
の
歴
史
を
有
す
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
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す
「
選
挙
綱
領
政
党
」
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
主
国
家
で
は
、
同
質
的
な
「
選
挙
綱
領
政
党
」

が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
だ
か
ら
、
選
挙
は
党
機
構
を
介
し
て
有
権
者
を
動
員
す
る
政
党
間
の
競
争
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
ズ

ル
タ
ン
に
よ
れ
ば
、
政
治
は
瞬
間
状
況
を
利
用
し
尽
く
す
と
い
う
可
能
性
の
技
術
で
あ
る
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
も
や
が
て
「
選

挙
綱
領
政
党
」
に
な
り
、
日
々
の
生
活
問
題
を
め
ぐ
る
政
治
的
争
点
を
中
心
に
選
挙
戦
が
争
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
予
想
し
た
。
こ

の
点
は
ダ
ウ
ン
ズ
・
モ
デ
ル
に
類
似
す
る
。
ま
た
、「
選
挙
綱
領
政
党
」
の
例
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
国
家
人
民
党
を
あ
げ
て
い
る
﹇Sultan,1926:133

               
﹈。

　

ズ
ル
タ
ン
の
分
析
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
Ｌ
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
収
斂
テ
ー
ゼ
に
類
似
し
た
タ
イ
プ
で
あ
り
、
ま
た
「
民
主

的
統
合
政
党
」
概
念
か
ら
「
包
括
政
党
」
の
そ
れ
に
移
行
す
る
理
論
的
貢
献
を
な
し
た
こ
と
に
な
る
﹇M

intzel,1984:58

 
                

﹈。

（
四
）「
民
主
的
統
合
政
党
」
論

　

Ｓ
・
ノ
イ
マ
ン
は
一
九
三
二
年
と
一
九
五
五
年
に
政
党
論
を
発
表
し
て
い
る
﹇N

eum
ann,1955;N

eum
ann,1965,

 
   
            
   
          

邦
訳
、
一
九

六
一
年
﹈。
彼
は
、
政
党
を
特
定
組
織
の「
参
与（partnership

）」と
特
殊
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
他
の
諸
組
織
か
ら「
分
離 （separation

          

）」

す
る
こ
と
を
そ
の
本
質
と
し
、
政
党
に
共
通
す
る
特
徴
を
政
治
過
程
へ
の
参
加
の
機
会
と
分
析
し
た
。
マ
ー
ル
と
同
様
、
ノ
イ
マ
ン
も

政
党
タ
イ
プ
を
分
類
す
る
際
、「
幹
部
政
党
」
に
類
似
す
る
「
代
表
政
党
」
と
、
大
衆
組
織
を
中
心
と
す
る
「
統
合
政
党
」
と
に
区
別

す
る
が
、
マ
ー
ル
よ
り
も
「
統
合
政
党
」
概
念
を
精
緻
化
し
よ
う
と
す
る
。「
統
合
政
党
」
を
「
民
主
的
統
合
政
党
」
と
「
絶
対
主
義

的
統
合
政
党
」
に
分
類
す
る
﹇M

intzel,1984:103-110

 
                     

﹈。
ノ
イ
マ
ン
は
「
民
主
勢
力
対
独
裁
勢
力
」
と
い
う
両
勢
力
の
拮
抗
図
式
で

説
明
す
る
。
こ
の
二
つ
の
「
統
合
政
党
」
は
、
次
第
に
代
表
政
党
に
取
っ
て
代
わ
る
﹇N

eum
an,1965;

 
   
         

邦
訳
、
一
九
六
一
年：

五
三

二
﹈。

　

こ
れ
ら
の
二
つ
の
統
合
政
党
を
区
別
す
る
基
準
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
連
合
能
力
（K

oalitionsfaehigkeit

 
                   

）
な
い
し
、
そ
れ
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へ
の
熱
意
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
議
会
制
民
主
主
義
の
も
と
に
お
い
て
、
連
合
に
同
意
す
る
「
民
主
的
統
合
政
党
」（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
、
中
央

党
）
に
対
し
て
、
連
合
政
権
に
否
定
的
な
「
絶
対
主
義
的
（
全
体
主
義
的
）
統
合
政
党
」（
フ
ァ
シ
ス
タ
党
、
ナ
チ
ス
、
共
産
党
）
を

対
置
し
て
い
る
﹇M

intzel,1984:103-110

 
                     

﹈。

　

二
つ
の
「
統
合
政
党
」
の
分
類
は
単
純
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
は
あ
る
が
、「
統
合
政
党
」
は
中
心
機
能
を
個
人
の
社
会
参
加
を
保
障

し
、
同
質
的
利
益
・
見
解
・
理
念
・
態
度
を
ま
と
め
、
そ
れ
ら
を
政
治
シ
ス
テ
ム
内
部
に
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
﹇Jaeger,1984:217ff

                   
﹈。

ノ
イ
マ
ン
は
、
ナ
チ
ス
の
権
力
獲
得
前
に
政
党
類
型
を
分
析
し
、「
民
主
的
統
合
政
党
」
を
「
絶
対
主
義
的
統
合
政
党
」
に
対
抗
さ
せ
、

前
者
の
事
例
と
な
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
改
革
主
義
的
な
傾
向
を
帯
び
る
こ
と
で
「
包
括
政
党
」
へ
の
理
論
化
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
点
で
は
、

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
分
析
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

　

た
だ
、
ノ
イ
マ
ン
は
ズ
ル
タ
ン
の
見
解
に
対
立
す
る
（
、
が
し
か
し
戦
後
、
ノ
イ
マ
ン
は
こ
の
考
え
方
を
弱
め
る
）。
第
二
次
世
界

大
戦
後
も
ノ
イ
マ
ン
は
、
二
つ
の
「
統
合
政
党
」
と
い
う
枠
組
み
を
変
更
せ
ず
、
た
だ
「
全
体
主
義
政
党
」
の
事
例
に
共
産
党
を
加
え

て
い
る
﹇St   �ss,1983:135

             
﹈。

　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
「
包
括
政
党
」
ま
た
は
「
統
合
政
党
」
に
関
す
る
議
論
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
Ｏ
・
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の

「
包
括
政
党
」
論
に
受
け
継
が
れ
る
の
で
あ 
る 
。
た
だ
そ
の
説
明
の
前
に
、
Ａ
・
ダ
ウ
ン
ズ
の
ア
メ
リ
カ
流
「
包
括
政
党
」
論
に
触
れ

（
３
）

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　

第
三
章　
「
包
括
政
党
」
論

　

一 
「
多
重
政
策
型
政
党
」
論

　

ダ
ウ
ン
ズ
は
、
政
治
競
争
を
市
場
に
例
え
政
党
を
生
産
者
に
、
有
権
者
を
消
費
者
に
見
立
て
い
る
。
彼
は
政
治
経
済
的
な
立
場
か
ら
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有
権
者
の
合
理
性
と
政
党
間
競
争
の
論
理
と
い
う
政
治
理
論
と
経
済
理
論
を
統
合
す
る
政
党
組
織
モ
デ
ル
を
着
想
し
た
。
そ
れ
は
政
治

過
程
に
お
け
る
「
自
利
心
の
公
理
と
合
理
性
の
原
則
」
の
適
用
が
ダ
ウ
ン
ズ
の
理
論
的
な
特
質
で
あ
り
、
そ
の
後
の
政
治
分
析
の
経
済

理
論
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
﹇
ダ
ウ
ン
ズ
、
一
九
八
〇
年：

三
五－

三
六
﹈。

　

ダ
ウ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、「
自
利
心
の
公
理
」
と
は
、
各
人
が
合
理
的
に
自
己
利
益
に
基
づ
い
て
活
動
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ

は
人
間
の
属
性
で
あ
っ
て
、
政
党
に
も
適
用
し
う
る
。
だ
か
ら
、
政
治
シ
ス
テ
ム
は
異
な
る
目
標
か
ら
、
自
己
目
的
に
応
じ
て
利
用
し

つ
く
そ
う
と
す
る
過
程
で
形
成
さ
れ
る
。
政
党
は
選
挙
で
選
ば
れ
、
公
職
に
就
く
た
め
に
有
権
者
に
「
奉
仕
」
す
る
こ
と
で
得
票
最
大

化
を
計
画
す
る
。
有
権
者
は
自
己
利
益
の
た
め
に
政
党
を
利
用
す
る
。
そ
こ
に
両
者
間
に
交
換
過
程
が
成
立
す
る
。
政
党
は
有
権
者
の

獲
得
の
た
め
に
世
界
観
を
極
力
抑
え
、
逆
に
票
を
最
大
化
す
る
た
め
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
利
用
し
、
さ
ら
に
政
党
綱
領
を
で
き
る
だ
け

国
民
各
層
を
対
象
に
拡
大
し
た
も
の
に
す
る
﹇
ダ
ウ
ン
ズ
、
一
九
八
〇
年：

第
二
章
、
一
〇
五
、
一
〇
九
﹈。
こ
れ
が
「
多
重
政
策
型

政
党
（m

ultipolicy
party

）」
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
ダ
ウ
ン
ズ
が
構
想
す
る
政
策
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
分
極
化
さ
れ
な
い
産
業
社
会
の
中
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
収
斂
さ
れ

た
二
党
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
に
有
権
者
の
多
数
が
各
争
点
で
穏
健
な
政
治
的
立
場
を
維
持
す
る
と
い
う
状
況
を
必
要
と
す
る
。
だ
か
ら
、

政
治
市
場
に
お
い
て
、
政
党
は
、
①
有
権
者
の
要
求
を
公
約
化
す
る
が
、
②
要
求
を
あ
い
ま
い
に
し
、
③
そ
の
あ
い
ま
い
さ
を
合
理
化

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
ダ
ウ
ン
ズ
の
政
党
組
織
モ
デ
ル
は
、
合
理
的
社
会
モ
デ
ル
に
欧
米
諸
国
流
の
競
争
民
主
主
義
が
加

わ
っ
た
政
党
国
家
構
造
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
﹇
ダ
ウ
ン
ズ
、
一
九
八
〇
年：

一
二
一－

一
四
五
﹈。

　

ダ
ウ
ン
ズ
の
政
党
タ
イ
プ
が
「
包
括
政
党
」
の
モ
デ
ル
に
発
展
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
当
初
、
こ
の
モ
デ
ル
は
西
ド
イ

ツ
政
治
学
界
だ
け
の
議
論
の
対
象
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
西
ド
イ
ツ
が
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
二
大
政
党
シ
ス
テ
ム
と
い
う
「
穏
健

な
多
元
主
義
」
社
会
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
た
た
め
、「
包
括
政
党
」
概
念
と
絡
み
合
っ
て
、
ダ
ウ
ン
ズ
・
モ
デ
ル
に
関
す
る
議
論
が
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盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
「
包
括
政
党
」
論
と
ア
メ
リ
カ
の
二
つ
の
大
政
党
組
織
論
を
架
橋
す
る
働
き
を

な
し
た
の
で
あ
る
﹇M

intzel,1984:68,95

 
                    

﹈。

　

ダ
ウ
ン
ズ
・
モ
デ
ル
に
は
経
済
学
、
な
ら
び
に
政
治
学
か
ら
批
判
が
あ
る
。
ま
ず
経
済
学
の
立
場
か
ら
、「
政
治
市
場
」
の
有
効
性

に
つ
い
て
の
疑
問
が
提
示
さ
れ
る
。
ま
た
組
織
論
か
ら
、
Ａ
・
Ｏ
・
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
有
権
者
が
必
ず
し
も
得
票
極
大
を
目
指
す
行
動

を
受
け
入
れ
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
批
判
す
る
。
さ
ら
に
政
治
学
の
立
場
か
ら
、
彼
の
モ
デ
ル
の
非
現
実
性
を
指
摘
す
る
見
解
も
あ
る

﹇
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
、
一
九
七
五
年：

七
六－

七
七
、
八
四
、
森
脇
、
一
九
七
八
年：

二
一
五
﹈。
政
党
は
票
獲
得
だ
け
を
目
的
に
競
合

す
る
だ
け
で
な
い
と
す
る
意
見
も
あ
る
﹇
サ
ル
ト
ー
リ
、
一
九
八
〇
年：

五
三
四
﹈。
ミ
ン
ツ
ェ
ル
は
、
最
初
か
ら
ダ
ウ
ン
ズ
が
集
団

的
対
立
や
党
内
意
思
疎
通
を
除
外
し
て
考
え
て
い
る
、
と
批
判
す
る
﹇M

intzel,1984:76

 
                

﹈。
そ
の
う
え
、
党
派
を
超
え
た
投
票
が
存

在
し
、
党
内
結
束
力
の
弱
い
ア
メ
リ
カ
の
政
党
組
織
を
そ
の
ま
ま
（
西
）
ド
イ
ツ
の
そ
れ
に
適
用
可
能
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
を

残
す
こ
と
に
な
る
。

　

二　
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
容
」
論

　

Ｏ
・
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
、
自
ら
の
論
文
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
容
」﹇K

irchheim
er,1965:20-41;K

irchheim
e

 
        
                  
        
 r,    

1969

    
﹈
に
お
い
て
、
ノ
イ
マ
ン
の
「
民
主
的
統
合
政
党
」
論
を
参
考
に
し
な
が
ら
、「
大
衆
民
主
的
政
党
（M

assdem
okratische

 
      
           

P
artei

 
     

）」
を
概
念
化
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
ダ
ウ
ン
ズ
流
の
解
釈
を
加
え
て
多
数
票
を
獲
得
す
る
た

め
の
「
包
括
政
党
」
を
理
論
化
す
る
の
で
あ
る
。
大
量
消
費
社
会
で
国
民
の
大
多
数
が
新
中
間
層
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
、

そ
れ
に
と
も
な
い
政
党
が
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
、
と
彼
は
認
識
し
た
。
そ
の
た
め
、
政
党
は
政
治
市
場
に
あ
っ
て
様
々
な
展
開
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
古
典
的
な
議
会
内
反
対
派
が
衰
退
し
て
い
く
の
で
あ
る
﹇B

urin,Shell,1969:
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245-268;
        

キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
、
一
九
七
二
年
﹈。
こ
こ
に
ノ
イ
マ
ン
的
な
「
民
主
的
統
合
政
党
」
論
を
超
え
た
「
包
括
政
党
」
論
の
完
成

を
見
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
研
究
で
は
、
西
ド

イ
ツ
の
政
党
が
「
平
準
化
し
た
中
間
層
社
会
」
に
お
い
て
、
政
党
が
「
包
括
政
党
」
化
に
な
る
過
程
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た 

﹇M
intzel,1984:99

 
                 

﹈ 。
ま
ず
、「
包
括
政
党
」
化
現
象
が
そ
の
社
会
的
な
条
件
と
要
因
の
中
で
、
そ
の
根
拠
と
な
る
仮
説
を
考
え
て
い

（
４
）

る
。

　

仮
設
一　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
業
社
会
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
役
割
が
低
下
す
る
。

　

仮
説
二　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
業
社
会
で
政
治
競
争
に
関
し
て
の
協
定
が
強
化
さ
れ
る
。

　

仮
説
三　

国
民
各
層
か
ら
万
遍
な
く
支
持
を
獲
得
す
る
「
大
衆
民
主
的
政
党
」
が
普
及
す
る
。

　

仮
説
四　

そ
の
た
め
左
右
両
勢
力
か
ら
中
道
化
路
線
を
め
ざ
す
二
大
政
党
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
る
。

　

仮
説
五　

大
衆
消
費
社
会
で
は
階
級
構
造
・
対
立
が
鈍
化
す
る
。

　

キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
が
ノ
イ
マ
ン
と
ダ
ウ
ン
ズ
の
概
念
を
利
用
し
、
さ
ら
に
も
う
一
点
、
Ｊ
・
ラ
パ
ロ
ム
バ
ラ
と
Ｍ
・
ウ
ィ
ー
ナ
ー
の

「
危
機
概 
念 
」
を
発
展
さ
せ
類
型
化
し
、
現
在
の
「
包
括
政
党
」
論
を
整
理
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
、
ド
イ
ツ
の
政
党
は
国
民
へ

（
５
）

の
統
合
力
が
不
足
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
点
で
は
、
閉
鎖
的
な
社
会
環
境
に
結
合
す
る
ド
イ
ツ
の
政
党
シ
ス
テ
ム
を
指

摘
し
た
レ
プ
ジ
ウ
ス
﹇L

ipsius,1966

 
            

﹈
と
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
そ
の
認
識
で
は
同
じ
く
し
て
い
た
。
た
だ
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
、

彼
自
身
の
立
場
を
別
に
し
て
、
戦
後
の
社
会
構
造
の
変
化
を
認
め
、
社
会
的
亀
裂
を
超
え
た
「
包
括
政
党
」
論
に
到
達
し
た
の
で
あ
る

﹇St   �ss,1983:99

            
﹈。
そ
の
た
め
、
政
党
に
課
せ
ら
れ
た
命
題
は
次
の
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
﹇K

irchheim
er,1965;K

irichheim
er,
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1969;V
gl.B

eym
e,2000:192-197

       
     
   
                

﹈。

命
題
一　

現
体
制
の
承
認　

現
在
の
自
由
民
主
主
義

体
制
を
正
当
な
存
在
と
し
た
う
え
で
、
選

挙
戦
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
の
方
策
を
考
え

る
。

命
題
二　

全
有
権
者
と
の
関
係　

包
括
政
党
は
全
有

権
者
を
統
合
・
動
員
す
る
が
、
国
民
と
の

直
接
的
な
関
係
は
希
薄
と
す
る
。

命
題
三　

得
票
最
大
化
の
原
則　

包
括
政
党
は
「
政

治
市
場
法
則
」
を
承
認
し
、
得
票
を
最
大

限
に
し
よ
う
と
す
る
。

命
題
四　

脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー　

包
括
政
党
は
一
般
的

な
政
党
綱
領
を
も
つ
の
み
で
、
現
実
の
政

治
事
情
と
の
妥
協
を
認
め
る
。
だ
か
ら
、

特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。

命
題
五　

利
益
集
団
と
の
関
係　

包
括
政
党
は
利
益

集
団
か
ら
の
支
持
を
求
め
る
が
、
そ
の
関
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図表２：包括政党論の発展

新しいタイプ：大衆統合政党
古いタイプ：代表政党

全体主義体制民主主義体制

・階級政党・利益
・行動団体的な国民政

レーム
（1912年）

・シーザー的民主的
統合政党（イタリ
ア・ファシスタ党）、
取り巻き的民主的統
合政党（ナチス）

・民主的統合政党
（中央党、社民党）

自由主義的代表政党
（名望家政党）

マール
（1924年）

・世界観的大衆政党
・選挙綱領政党

自由主義代表政党
（名望家政党）

ズルタン
（1926年）

・絶対主義的統合政
党（共産党、ナチス）

・民主的統合政党
（中央党、社民党）

自由主義的代表政党
（名望家政党）

ノイマン
（1932年）

・全体主義的統合政
党（共産党、ナチス、
ファシスタ党）

・民主的統合政党
（中央党、社民党）

自由主義的代表政党
（名望家政党）

ノイマン
（1955年）

・全体主義的統合政
党（共産党、ナチス、
ファシスタ党）

・大衆民主主義的統合政党
・包括政党（多重政策政党）

自由主義的代表政党
（名望家政党）

キルヒハイマー
（1965年、1969
年）

出典　Mintzel,1984:64を修正・加筆



係
で
は
一
定
の
距
離
を
お
い
た
立
場
に
あ
り
、
利
益
集
団
間
の
集
約
・
仲
裁
・
保
護
の
機
能
を
果
た
す
。

命
題
六　

正
当
化
機
能　

包
括
政
党
は
政
治
的
役
職
者
の
候
補
者
の
選
別
・
正
当
化
の
機
能
を
果
た
す
。

命
題
七　

党
幹
部
の
強
化　

包
括
政
党
は
党
幹
部
を
強
化
す
る
一
方
で
、
党
員
を
減
ら
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
党
員
の
役
割
を
低
下

さ
せ
る
。

　

七
つ
の
命
題
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
組
織
状
況
と
「
包
括
政
党
」
の
機
能
と
が
符
合
す
る
。
た
だ
、

「
包
括
政
党
」
は
社
会
構
造
の
伝
統
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
ま
た
多
党
シ
ス
テ
ム
の
、
そ
れ
も
中
小
国
家
で
は
成
立
し
な
い
と
条
件
が

つ
い
て
い
る
﹇K

irchheim
er,1965;K

irchheim
er,1969

 
        
           
        
        

﹈。

　

以
上
、
包
括
政
党
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
業
社
会
の
発
展
の
産
物
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
う
政
党
の
発
展
し
た
組
織
形
態
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、「
包
括
政
党
」
論
は
「
民
主
的
統
合
政
党
」
論
の
発
展
・
変
容
の
帰
結
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
﹇M

intzel,1984:

 
              

99   
﹈。
図
表
２
は
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
「
包
括
政
党
」
論
（
ま
た
は
ダ
ウ
ン
ズ
の
「
多
重
政
策
型
政
党
」
論
）
に
至
る
ま
で
の
理
論
的
な

発
展
経
緯
を
示
し
て
い
る
。

　

三　
「
収
斂
テ
ー
ゼ
」

　

Ｌ
・
Ｄ
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
主
義
政
党
と
ア
メ
リ
カ
の
政
党
を
比
較
分
析
し
、
政
党
組
織
の
機
能
と
モ
デ

ル
を
考
案
し
た
﹇E

pstein,1967:15-17

 
                   

﹈。
彼
は
西
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
の
政
党
の
「
収
斂
テ
ー
ゼ
」
に
関
す
る
根
拠
を
提
出
し 
た 
。

（
６
）

根
拠
一　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
は
ア
メ
リ
カ
化
し
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
を
経
験
し
、
そ
の
結
果
、「
西
側
世
界
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の
政
党
は
つ
い
に
ひ
と
つ
の
タ
イ
プ
で
表
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。

根
拠
二　

西
ド
イ
ツ
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に
類
似
し
た
二
党
に
よ
る
包
括
政
党
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
。

根
拠
三　

西
ド
イ
ツ
の
政
党
は
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
し
た
。

根
拠
四　

西
ド
イ
ツ
の
政
党
は
ア
メ
リ
カ
流
の
「
選
挙
綱
領
政
党
」
に
な
っ
た
。

　

エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
候
補
者
の
選
択
、
議
会
主
義
に
基
づ
い
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
綱
領
の
採
用
、
選
挙
の
た
め
の
組
織
化
を
政
党
機
能
と
定
義
す
る
﹇E

pstein,1967:128

 
                 

﹈。
こ
れ
は
「
幹
部
政
党
」

の
よ
う
で
あ
る
が
、
政
党
タ
イ
プ
は
雑
多
な
社
会
環
境
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
種
の
制
度
的
「
鋳
型
（m

old

 
   

）」
を
独
立
変

数
と
す
る
。
つ
ま
り
、
社
会
構
造
（
史
）
が
政
党
に
反
映
し
て
い
た
﹇M

intzel,1984:125

 
                 

﹈。
こ
れ
は
、
一
見
す
る
と
、
社
会
的
亀
裂

＝
政
党
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
彼
の
モ
デ
ル
を
理
解
す
る
に
は
、
ポ
ス
ト
産
業
社
会
の
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
両
社
会
構
造
の
収
斂
現
象
を
考
慮
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア

メ
リ
カ
化
（A

m
ericanization

of
E
urope

 
 
                  
     

）、
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
（E

uropeanization
of

A
m
erica

 
                   
 
     

）
で
あ
り
、

ひ
と
つ
に
な
っ
た
西
側
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
を
背
景
と
し
つ
つ
、
ま
た
こ
の
発
想
を
政
党
に
適
用
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
は
ア
メ

リ
カ
化
を
体
験
す
る
。
彼
は
そ
れ
を
論
拠
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
包
括
政
党
タ
イ
プ
の
成
功
例
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

政
党
は
従
来
の
政
治
組
織
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
（
主
に
テ
レ
ビ
）
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
多

数
の
党
員
・
支
持
者
を
確
保
し
て
お
く
必
要
性
も
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
労
働
者
階
級
と
し
て
の
団
結
の
弱
体
化
や
社
会
主
義
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
よ
る
影
響
力
の
低
下
は
、
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
の
政
党
組
織
を
成
り
立
た
せ
な
く
な
る
﹇E

pstein,1975:251,270

 
                      

﹈。

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
中
、
も
っ
と
も
ア
メ
リ
カ
的
政
党
モ
デ
ル
に
類
似
し
て
き
た
の
が
西
ド
イ
ツ
の
政
党
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
、
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西
ド
イ
ツ
の
政
党
（
特
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
無
関
心
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

政
党
」
は
「
包
括
政
党
」
化
し
、
そ
の
特
徴
が
ア
メ
リ
カ
流
の
政
党
と
同
質
的
な
タ
イ
プ
に
な
っ
た
、
と
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
論
証
し

よ
う
と
し
た
﹇M

intzel,1984:133

 
                 

﹈。

　

結
局
、
彼
の
説
明
す
る
収
斂
テ
ー
ゼ
は
、
そ
の
根
本
に
お
い
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
背
景
の
類
似
性
を
ど
う
考
え
る
か

に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
の
社
会
固
有
の
価
値
体
系
ま
た
は
社
会
体
制
ま
で
同
質
化
し
て
い
る
か
の
検
証
を
必
要
と
す
る
。「
包

括
政
党
」
論
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、
政
党
を
従
属
変
数
、
社
会
構
造
を
独
立
変
数
と
設
定
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
社
会
構

造
が
分
極
化
す
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
政
党
は
も
う
一
度
変
化
す
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、「
包
括
政

党
」
は
一
時
的
な
姿
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な 
い 
。

（
７
）

　

四 
「
包
括
政
党
」
論
と
現
状
と
の
照
合

　

ポ
ス
ト
産
業
社
会
に
お
け
る
政
党
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
①
政
党
（
組
織
）
の
役
割
の
変
化
、
②
社
会
的
亀
裂
と
支
持
構
造
の
変
容

の
両
方
に
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
﹇U

rw
in
,1973:179-204

﹈。
戦
後
の
経
済
成
長
、
な
ら
び
に
社
会
変
動
か
ら
伝
統
的
な
社
会

的
亀
裂
に
基
づ
い
た
政
党－

支
持
者
の
編
成
の
変
容
を
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
事
情
が
考
え
ら
れ
る ﹇R

ose,U
rw

in,1969:

 
      
  
          

7-67

    
﹈。
そ
れ
で
は
、
階
級
や
宗
教
を
代
表
す
る
政
党
の
凋
落
は
、
新
た
な
社
会
構
造
か
ら
説
明
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
一
に
、
経
済
成
長
は
人
々
の
生
活
を
平
準
化
し
、
有
権
者
の
意
識
を
変
更
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
変
化
は
社
会
的
亀
裂

や
政
治
的
対
立
を
穏
健
化
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
反
対
の
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
客
観
的
不
平
等
を
完
全
に
解
消
で
き
な
い
。

　

第
二
に
、
政
策
決
定
を
円
滑
に
す
る
に
は
階
級
や
地
域
な
ど
の
隙
間
を
埋
め
る
努
力
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
複
雑
な
相
互
依
存
体

制
を
よ
り
明
確
に
し
て
く
る
。
社
会
的
関
心
は
、
経
済
の
管
理
や
操
作
に
集
中
し
、
表
面
上
で
は
「
包
括
政
党
」
が
階
級
、
宗
教
、
地
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域
な
ど
を
横
断
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
人
々
に
期
待
さ
せ
る
﹇M

cH
ale,1976:301,303

 
  
                   

﹈。
こ
の
状
況
に

「
包
括
政
党
」
は
う
ま
く
適
合
し
た
政
党
タ
イ
プ
で
あ
る
、
と
Ｇ
・
ス
ミ
ス
は
説
明
し
て
い
る
﹇Sm

ith,1979:86

  
             

﹈。
し
た
が
っ
て
、

戦
後
の
広
範
な
国
民
的
合
意
が
成
立
す
る
こ
と
で
、「
包
括
政
党
」
は
国
家
と
社
会
の
媒
介
機
関
（V

erm
ittelungsstanz

 
   
              

）
に
自
ら
擬

し
て
機
能
し
て
き
た
。
同
様
な
視
点
は
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
も
見
ら
れ
た
が
、「
包
括
政
党
」
の
発
展
は
戦
後
の
政
治
過
程
に
お

い
て
、
諸
集
団
の
参
入
・
参
加
を
保
障
す
る
自
由
民
主
主
義
体
制
と
い
う
背
景
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
﹇B  

�ckenferde,1976:461-

                     

462

   
﹈。

　

Ｒ
・
ガ
ン
サ
ー
と
Ｌ
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
、 「
包
括
政
党
」
の
戦
術
を
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
て
い
る ﹇G

unther
and

D
iam

ond,

 
            
   
     

2001:

     ３
-３９

﹈。

戦
術
一　

党
公
認
候
補
の
指
名
委
員
会
の
承
認
や
予
備
選
挙
で
候
補
者
が
受
け
る
実
際
の
支
持
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
、
候
補
者
の

指
名
で
は
、
党
内
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
制
度
的
地
位
は
、
党
へ
の
貢
献
年
数
よ
り
、
候
補
者
の
個
人
的
な
選
挙
ア
ピ
ー
ル
の

良
し
悪
し
に
依
存
し
て
い
る
。

戦
術
二　

選
挙
動
員
は
、
活
動
家
や
関
連
団
体
に
よ
る
対
面
方
法
に
よ
る
の
で
な
く
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
（
特
に
テ
レ
ビ
）
を
通
じ
て
、

有
権
者
に
候
補
者
が
直
接
訴
え
る
。

戦
術
三　

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
既
存
の
綱
領
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
別
に
し
て
一
時
的
な
争
点
に
集
中
す
る
か
、
ま
た
は
候
補
者

の
も
つ
個
人
的
有
能
さ
や
対
立
候
補
者
の
弱
点
を
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

戦
術
四　

選
挙
ア
ピ
ー
ル
の
最
大
化
が
図
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
包
括
政
党
」
と
そ
の
候
補
者
は
特
定
団
体
の
利
益
を
擁
護
す

る
こ
と
な
く
、
個
々
の
有
権
者
に
向
け
た
選
挙
公
約
を
訴
え
る
。

第24巻―― 28



戦
術
五　

政
党
と
候
補
者
は
、
特
定
利
益
と
の
関
係
を
回
避
す
る
た
め
、
集
票
の
た
め
の
様
々
な
利
益
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
が
、

党
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
候
補
者
個
人
を
中
心
と
す
る
た
め
、
党
綱
領
に
は
関
与
し
よ
う
と
し
な
い
。

戦
術
六　

政
党
は
、
政
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、
政
策
の
許
容
範
囲
を
幅
広
く
し
て
い
る
。
そ
れ
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
主
義
・
主
張

を
抑
制
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
抑
制
が
ゆ
え
に
連
合
政
権
内
で
あ
れ
ば
残
留
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

戦
術
七　

し
か
し
、
政
党
は
社
会
を
自
ら
統
合
能
力
を
制
限
す
る
た
め
、
市
民
の
関
与
と
一
体
化
の
レ
ベ
ル
に
関
心
を
も
た
な
く
な

る
。

　

政
党
を
取
り
巻
く
社
会
と
い
う
観
点
か
ら
、
つ
ま
り
党
外
構
造
か
ら
「
包
括
政
党
」
を
説
明
す
れ
ば
、
ノ
イ
マ
ン
な
ど
の
提
案
す
る

統
合
政
党
は
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
「
包
括
政
党
」
論
に
お
い
て
理
論
的
に
結
実
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
現
象
に
は
、
戦
後
の

多
元
社
会
構
造
が
起
因
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ダ
ウ
ン
ズ
や
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
説
明
す
る
「
包
括
政
党
」
論
は
ア
メ
リ
カ
流
の
政

党
論
に
近
い
考
え
方
に
な
り
が
ち
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
包
括
政
党
」
化
現
象
を
誇
張
す
る
き
ら
い
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。

　

ミ
ヘ
ル
ス
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
指
導
者
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
」
の
視
点
か
ら
党
内
構
造
か
ら
分
析
し
た
。
そ
の
視
点
と
同
様
に
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
各
政
党
指
導
層
の
「
新
中
間
層
」
化
が
「
包
括
政
党
」
的
性
格
を
条
件
づ
け
た
、
と
説
明
さ
れ
る
。「
平
準
化
し
た
中
間
層

社
会
」
に
お
け
る
有
権
者
と
し
て
、
新
中
間
層
の
増
加
が
、
ア
メ
リ
カ
流
の
政
治
的
に
民
主
的
で
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
・
思
考
の
市
場
の

対
象
に
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
﹇B

ruce-B
riggs,1981:16

 
      
               

﹈。

　
「
包
括
政
党
」
論
は
中
心
概
念
に
同
意
、
機
能
能
力
、
効
率
性
、
安
定
性
、
統
合
力
と
い
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
価
値
観
が
反

映
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
包
括
政
党
」
論
に
は
、
あ
る
種
の
現
実
政
治
を
肯
定
す
る
前
提
が
あ
る
﹇K

lotzbach,1973:4-5

 
                   

﹈。
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五
「
包
括
政
党
」
論
の
整
理

　

キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
「
包
括
政
党
」
論
に
関
す
る
批
判
は
多
く
あ
る
。
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
見
解
の
特
徴
を
経
験
的
に
検
証
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
包
括
政
党
」
論
と
現
実
の
政
党
組
織
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
指
摘
す
る
。
Ｓ
・
Ｂ
・
ウ
ォ
リ
ネ
ッ
ツ
は
一
九
七
五
年
ま
で
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
そ
の
結

論
を
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
流
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
化
も
、「
包
括
政
党
」
タ
イ
プ
の
増
加
も
確
認
で
き
な
い
、
と
批
判
し
て
い
る
﹇W

olinetz,

 
         

1979:4-28

          
﹈ 

。

　

次
に
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
見
解
の
各
側
面
に
批
判
を
加
え
た
Ｋ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ッ
ク
が
い
る
。
彼
は
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
命
題
（
脱

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
変
化
の
認
識
、
争
点
追
及
、
政
党
と
支
持
者
の
脱
編
成
、
政
党
が
包
括
政
党
を
模
倣
す
る
こ
と
）
を
証
明
す
る
こ
と

は
困
難
だ
と
し
つ
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
包
括
政
党
」
が
得
票
を
伸
張
さ
せ
た
証
拠
は
な
い
、
と
結
論
づ
け
る
﹇D

ittrich,1998

 
             

﹈。

　

第
三
に
、
ミ
ン
ツ
ェ
ル
は
「
包
括
政
党
」
論
に
は
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
﹇M

intzel,1984:104-105

 
                     

﹈。
そ
の
ひ

と
つ
は
党
内
構
造
の
説
明
上
で
の
欠
陥
で
あ
る
。
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
、
ミ
ヘ
ル
ス
的
な
意
味
で
な
く
、
主
に
党
エ
リ
ー
ト
と
大
衆
と

い
う
側
面
を
重
視
す
る
あ
ま
り
に
、
党
エ
リ
ー
ト
を
選
出
す
る
党
員
の
役
割
を
軽
視
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
キ
ル
ヒ
ハ
イ

マ
ー
は
、「
包
括
政
党
」
を
寡
頭
制
か
ら
で
は
な
く
、
産
業
社
会
の
機
能
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
論
拠
づ
け
る
が
、
逆
に
社
会
内
部
の

異
質
性
、
価
値
多
元
性
、
多
元
的
機
能
な
ど
は
個
々
の
組
織
・
集
団
を
通
じ
て
、
党
内
の
相
違
を
構
造
化
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

「
多
元
的
」
党
内
構
造
を
も
た
ら
す
が
、「
包
括
政
党
」
論
に
は
そ
の
説
明
が
欠
落
し
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
限
定
的
な
要
因
の
欠
落
で
あ
る
。
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
、「
包
括
政
党
」
化
で
き
な
い
事
例
と
し
て
、
地
域
政
党
な

ら
び
に
限
定
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
党
、
さ
ら
に
社
会
構
造
の
伝
統
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
場
合
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
う
い
っ
た

事
情
は
ど
の
よ
う
な
国
に
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
は
「
包
括
政
党
」
が
成
立
で
き
な
い
と
す
る
積
極
的
な
理
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由
と
は
な
ら
な
い
。
現
に
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
が
「
包
括
政
党
」
の
事
例
と
し
て
用
い
る
（
西
）
ド
イ
ツ
の
場
合
、
地
域
政
党
と
し
て
バ

イ
エ
ル
ン
州
だ
け
に
基
盤
が
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
が
存
在
す
る
﹇V

gl.M
intzel,1977

 
     
            

﹈。

　
「
一
九
六
〇
年
代
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
若
干
の
重
要
な
例
外
を
除
け
ば
、
一
九
二
〇
年
代
の
社
会
的
亀
裂
構
造
の
反
映
で
あ
る
」

﹇L
ipset

and
R
okkan,1968:50

 
           
               

﹈
と
い
う
有
名
な
テ
ー
ゼ
が
あ
る
が
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
社
会
的

亀
裂
を
基
盤
と
す
る
政
党
組
織
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
「
包
括
政
党
」
は
実
際
に
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

第
四
章　

現
在
の
政
党
組
織
を
め
ぐ
る
事
情

一　

ド
イ
ツ
政
党
内
の
実
情

　

Ｏ
・
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
「
包
括
政
党
」
論
に
は
、
政
党
を
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
組
織
の
決
定
か
ら
拘
束
を
受
け
な
い

党
リ
ー
ダ
ー
が
提
示
し
た
選
挙
目
的
を
戦
術
と
す
る
要
素
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
複
雑
な
目
的
を
遂
行
す
る
多
様
な
ア
ク
タ
ー
を
構
成

す
る
多
義
的
な
制
度
と
政
党
を
考
え
る
人
々
に
は
納
得
で
き
な
い
説
明
で
あ
る
。
反
対
に
、
あ
る
人
々
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
の
発
達
で
そ
れ
を
駆
使
す
る
新
し
い
専
門
家
が
政
党
の
戦
略
・
戦
術
を
率
先
す
る
の
で
、
政
府
や
議
会
の
政
治
エ
リ
ー
ト
に
貢
献
で

き
る
政
党
組
織
の
中
央
集
権
化
が
進
展
し
、
選
挙
目
的
に
集
中
し
や
す
く
な
っ
た
点
で
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
見
解
を
評
価
し
て
い
る
。

他
の
人
々
は
、「
幹
部
政
党
」
タ
イ
プ
と
は
異
な
っ
た
、
合
理
的
な
選
挙
戦
略
・
戦
術
を
実
行
可
能
に
す
る
政
党
タ
イ
プ
と
見
な
す
か

も
し
れ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
様
々
な
解
釈
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
包
括
政
党
」
論
を
ど
う
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ド
イ

ツ
の
党
内
事
情
か
ら
、
ま
ず
検
討
し
て
お
こ
う
﹇P

adgett,2002:51-72
﹈。

　

組
織
論
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、「
包
括
政
党
」
論
に
は
、
さ
き
に
ミ
ン
ツ
ェ
ル
が
指
摘
し
た
問
題
点
が
あ
る
。
そ
の
点
を
も
う
少
し

取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
党
エ
リ
ー
ト
と
大
衆
と
い
う
側
面
を
重
視
す
る
の
で
、
党
エ
リ
ー
ト
を
選
択
す
る
党
員
の
役
割
を
軽
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視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
主
張

に
は
、「
包
括
政
党
」
は
党
幹
部
と
有
権
者
の
関
係
を
産

業
社
会
の
発
展
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
論
拠
づ
け
ら
れ
る

が
、
逆
に
社
会
に
あ
る
異
質
性
、
価
値
の
多
元
性
、
多

次
元
的
機
能
な
ど
は
、
個
々
の
組
織
や
集
団
を
通
じ
て
党

内
の
相
違
を
構
造
化
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
で
多
元
的

な
党
内
構
造
を
構
成
す
る
が
、「
包
括
政
党
」
論
に
は
そ

の
内
部
構
造
の
明
確
な
説
明
が
欠
如
し
て
い
る
﹇M

in-

 
   

tzel

    ,1984:104-105

﹈、
と
い
う
指
摘
は
考
慮
に
値
す
る
。

そ
の
欠
如
の
実
態
は
党
職
員
数
と
議
会
ス
タ
ッ
フ
数
と

の
差
の
拡
大
で
現
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
有
給

職
員
数
は
約
四
〇
〇
名
と
変
化
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
議
会
用
ス
タ
ッ
フ
は
一
六
六
か
ら
九
〇
一
名
と
五

倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
で
は
、
一
九
六
〇

年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
に
か
け
て
党
職
員
数
は
三
七
〇

か
ら
四
五
〇
名
ま
で
増
加
し
て
き
た
。
議
会
用
ス
タ
ッ
フ

は
二
〇
七
か
ら
一
三
〇
九
名
と
六
倍
以
上
増
加
し
た
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図表３：ドイツの党員数の変遷（1975－2000）

2000年1995年1991年1985年1975年政党名

560,606
56,116
616,722

585,839
71,804
657,643

641,454
109,709
751,163

718,590
－

718,590

西　590,482
東　　－
計　590,482

キリスト教民衆同盟

178,400
－

178,400

176,647
 －

176,647

184,513
 －

184,513

182,852
－

182,852

西　132,591
東　　－
計  132,591

キリスト教社会同盟

51,599
11,122
62,721

58,693
21,416
80,109

68,641
68,916
137,557

66,727
      － 
66,727

西   74,032
東    　－
計   74,032

自由民主党

43,938
2,693
46,631

43,418
2,827
46,245

37,533
1,340
38,873

37,024
  　　－
37,024

西     　
東
計

緑の党

3,956
79,349
83,305

2,388
112,470
114,858

572
172,007
172,579

西   
東
計

民主社会党

706,925
27,742
734,667

790,473
27,177
817,650

892,657
27,214
919,871

916,386
　　　－
916,386

西  998,471
東  　－
計  998,471

社会民主党

1,722,4461,896,1522,204,5561,921,5791,795,576合計

出典、Saalfeld, 2003 : 121　（注）西は旧西ドイツ地域、東は旧東ドイツ地域



﹇P
og

u
n
tk

e
w
ith

B
oll,1992:317-339

﹈。
議
会
用
ス
タ
ッ
フ
数
の
増
加
は
社
会
の
多
元
的
な
利
益
数
の
多
さ
を
映
し
出
し
て
い
る

が
、
も
っ
と
も
党
内
で
は
、
そ
の
多
元
的
な
集
団
数
を
減
ら
し
、
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
に
一
元
化
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

政
党
組
織
の
特
徴
で
あ
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
は
複
雑
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
央
集
権
化
・
専
門
化
と
関
係
し
て
い
る
。
一

方
で
政
党
の
資
源
は
収
入
源
と
し
て
党
員
を
補
充
・
拡
充
す
る
誘
因
に
駆
ら
れ
る
が
、
他
方
で
党
幹
部
が
自
己
の
方
針
を
強
化
し
よ
う

と
し
て
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
で
あ
る
こ
と
を
放
棄
し
つ
つ
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
大
政
党
の
党
員
数
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
で
一
九
七

六
年
一
九
二
万
人
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
で
一
九
九
〇
年
七
八
万
人
の
時
点
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
が
、
統
一
後
で
は
か
え
っ
て
党
員
数
が
減
少
し
つ

づ
け
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
で
は
党
員
は
平
均
年
齢
が
五
三
歳
で
あ
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
で
は
三
五
歳
以
下
の
党
員
が
一
三
・
五
％

し
か
存
在
し
な
い
、
と
両
党
員
の
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
﹇P

oguntke
w
ith

B
oll,1992:332

﹈。

二　

政
党
の
多
元
主
義
組
織
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

ド
イ
ツ
の
政
党
は
下
部
組
織
の
近
代
化
を
計
画
し
て
き
た
。
こ
れ
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
と
関
係
す
る
。
つ
ま
り
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と

Ｓ
Ｐ
Ｄ
で
は
、
党
組
織
の
近
代
化
は
、
選
挙
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
運
営
役
を
党
官
僚
か
ら
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
へ
の
交
替
を

意
味
す
る
。
一
九
六
九
年
か
ら
一
九
七
六
年
に
か
け
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
Ｈ
・
オ
ー
レ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
ス
タ
ッ
フ
の
六

〇
％
を
交
替
さ
せ
、
党
の
抜
本
的
な
近
代
化
を
め
ざ
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
、
当
時
、
野
党
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
Ｈ
・
コ
ー
ル
の

も
と
で
党
中
央
組
織
の
近
代
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
近
代
化
は
両
党
と
も
技
術
的
な
完
璧
さ
を
目
的
と
し
た
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
管
理
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
改
善
は
限
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
党
の
近
代
化
は
党
組
織
を
大
胆
に
変
革
す
る
ほ
ど
の
効
果
を
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
党
近
代
化
の
目
論
見
は
党
組
織
に
何
ら
影
響
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
試
み
の
結
果
、
か
え
っ
て
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党
内
に
は
近
代
化
を
促
進
す
る
部
門
と
伝
統
的
な
従
来
型
セ
ク
シ
ョ
ン
の
並
存
が
は
っ
き
り
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
﹇H

aungs,

 
       

1992:198
         

﹈。

　

Ｓ
Ｐ
Ｄ
で
も
、
近
代
化
は
党
内
組
織
へ
の
効
果
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
党
本
部
は
、
あ
く
ま
で
も
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
「
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
で
は
、
党
組
織
は
一
九
五
八
年
以

来
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
確
か
に
、
能
率
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
議
会
政
党
の
役
割
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
存
在
し

た
﹇L

�sch,W
alter,1992:206

﹈。
し
か
し
、
党
幹
部
は
指
導
機
関
と
い
う
存
在
よ
り
も
党
の
統
合
だ
け
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
存
在
で

し
か
な
か
っ
た
。
政
党
リ
ー
ダ
ー
は
政
府
や
議
会
で
の
「
顔
」、
す
な
わ
ち
政
権
時
の
閣
僚
、
指
導
的
議
員
、
各
州
を
代
表
す
る
州
首

相
か
ら
編
成
さ
れ
る
幹
部
で
し
か
機
能
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
政
権
与
党
で
あ
る
場
合
に
は
、
党
内
で
の
対
立
を
生
じ

な
か
っ
た
が
、
野
党
時
代
に
な
る
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
る
党
内
抗
争
を
し
ば
し
ば
噴
出
さ
せ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
る

厳
し
い
党
内
緊
張
は
、
一
九
八
二
年
Ｈ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
崩
壊
後
に
も
生
じ
た
﹇P

aterson,1981:3-17

﹈。
も
ち
ろ
ん
、
シ
ュ
ミ
ッ

ト
政
権
崩
壊
後
、
党
内
の
各
リ
ー
ダ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
自
立
的
で
あ
る
た
め
、
党
内
対
立
は
あ
る
程
度
、
均
衡
が
取
れ
た
形
と
な
り
抑
制

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
当
時
、
党
内
の
旧
左
派
と
新
左
派
と
の
対
立
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
崩
壊
と
ま
っ
た
く
無
関
係
で
は
な
い
。

　

あ
る
説
明
に
よ
れ
ば
、
各
リ
ー
ダ
ー
間
の
対
立
は
社
会
的
公
正
に
属
す
る
事
柄
が
反
映
し
て
い
る
、
と
言
わ
れ
る
。
新
中
間
層
の
テ

ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
は
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
と
い
う
古
い
タ
イ
プ
の
組
織
構
造
か
ら
拘
束
を
受
け
ず
、
か
つ
自
立
し
て
、
従
来

の
党
内
グ
ル
ー
プ
に
順
応
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
う
傾
向
が
あ
る
﹇L

�sch,W
alter,1992:206

﹈。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
内
部
の
不
安

定
さ
は
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
何
回
も
そ
れ
も
急
な
交
替
さ
せ
た
事
実
に
象
徴
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｗ
・
ブ
ラ
ン
ト
以
降
の
一

四
年
間
に
五
人
以
上
の
党
首
を
経
験
し
て
い
る
。
党
首
の
交
替
は
常
に
党
内
の
リ
ー
ダ
ー
間
と
グ
ル
ー
プ
間
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
対
立
が

原
因
で
あ
る
﹇
西
田
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
一－

一
三
五
﹈。
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Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
党
内
構
造
は
基
本
的
に
Ｋ
・
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
時
代
か
ら
の
各
地
域
の
団
体
（L

andesverband

）
の
連
合
体
の
ま
ま
で
あ

り
、
実
業
界
、
労
働
団
体
、
自
治
体
政
府
、
女
性
、
若
者
、
年
金
生
活
者
な
ど
を
代
表
す
る
各
種
の
利
益
集
団
か
ら
成
立
す
る
。
Ｃ
Ｄ

Ｕ
は
社
会
構
造
に
お
い
て
、
異
質
な
、
多
元
的
な
集
団
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
党
組
織
を
体
現
し
て
い
る
﹇Schm

it,1990:276-281

﹈。

　

一
九
七
〇
年
代
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
下
部
組
織
の
近
代
的
な
改
革
を
計
画
し
よ
う
と
し
た
。
と
は
い
え
、
党
内
の
各
グ
ル
ー
プ
は
政
策
に
強

い
影
響
力
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
自
己
の
利
益
を
侵
害
す
る
政
策
に
拒
否
権
を
発
動
す
る
し
、
自
己
の
利
害
を
最
大
化
し
よ
う

と
も
す
る
。
各
グ
ル
ー
プ
の
権
限
は
、
例
え
ば
連
邦
議
会
の
委
員
会
の
長
や
大
臣
職
の
分
配
ま
で
と
、
党
の
枠
で
は
収
ま
ら
な
い
ぐ
ら

い
拡
大
し
て
い
る
﹇C

lem
en

s,1998a:1-16

﹈。
そ
の
た
め
、
コ
ー
ル
は
党
内
の
諸
勢
力
に
対
抗
で
き
る
中
枢
機
関
を
強
化
す
る
と
同

時
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
個
人
的
な
同
盟
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
党
を
統
合
・
支
配
し
よ
う
と
し
た
﹇C

lem
ens,1998b:91-1

19

﹈。

　

ド
イ
ツ
の
二
大
政
党
は
、
選
挙
の
た
め
の
専
門
家
に
よ
る
合
理
的
モ
デ
ル
が
仮
定
す
る
選
挙
戦
術
の
方
針
に
そ
っ
て
は
い
る
﹇B

eym
e,

2000:144-157

﹈
よ
う
だ
が
、
党
組
織
内
の
多
元
主
義
に
よ
っ
て
、
自
己
利
益
を
戦
闘
的
な
形
で
主
張
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
党
組

織
の
近
代
化
と
い
う
技
術
的
な
洗
練
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
態
は
党
内
抗
争
が
形
を
変
え
て
表
現
さ
れ
て

い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

　

ド
イ
ツ
の
場
合
、
党
首
と
首
相
と
が
同
一
人
物
が
兼
ね
る
こ
と
は
例
外
で
あ
る
。
常
に
党
幹
部
と
は
い
え
、
首
相
と
な
る
人
物
が
党

組
織
運
営
を
掌
握
で
き
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
党
内
の
内
紛
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
当
時
、
シ
ュ
レ
ー

ダ
ー
首
相
は
党
内
に
影
響
力
あ
る
Ｏ
・
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
を
排
除
で
き
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
初
め
て
の
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、

首
相
が
党
組
織
を
支
配
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
﹇H

elm
s,2005:91

﹈。

　

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
従
来
の
政
党
組
織
に
対
抗
す
る
近
代
化
を
め
ざ
す
専
門
家
と
の
軋
轢
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
選
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挙
技
術
の
専
門
家
は
、
首
相
候
補
者
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
指
揮
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
着
手
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ

る
﹇G

loz,1987:100-102

﹈。
一
九
九
八
年
選
挙
に
際
し
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
選
挙
対
策
本
部
は
、
党
組
織
と
は
別
に
首
相
候
補
者
の
Ｇ
・

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
Ｂ
・
ホ
ム
バ
ハ
﹇H

om
bach,2000

 
  
          

﹈
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
た
め
、
党
内
対

立
は
回
避
さ
れ
る
か
に
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
選
挙
戦
後
半
に
お
い
て
、
ホ
ム
バ
ハ
は
連
邦
議
会
リ
ー
ダ
ー
の
Ｆ
・
ミ
ュ
ン
テ
フ
ェ

リ
ン
ク
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
総
書
記
）
の
も
と
に
お
か
れ
、
党
内
左
派
の
代
表
で
あ
る
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
が
影
響
力
を
持
つ
党
組
織
に
よ
っ
て
選

挙
運
動
の
指
導
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
。
結
局
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
自
分
の
意
図
通
り
に
実
行
で
き
な
く
な
っ
た
﹇K

aup,

 
     

1999:116-130

             
﹈。
選
挙
の
専
門
家
は
そ
の
専
門
技
術
の
徹
底
化
を
め
ざ
す
が
、
実
際
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
選
挙
戦
術
は
党
内
の
多
元
主
義
と
い

う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
生
じ
る
抵
抗
や
緊
張
を
完
全
に
払
拭
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
党
首
は
党
内
多
元
主
義
の
影
響
を
自
ら
排

除
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
、
合
理
主
義
的
な
手
段
を
用
い
て
党
組
織
を
運
営
・
指
導
で
き
そ
う
に
な
い
。

　

以
上
の
ド
イ
ツ
の
政
党
事
情
、
と
り
わ
け
二
大
政
党
に
お
い
て
は
、
社
会
的
亀
裂
（
階
級
・
宗
教
）
に
基
づ
く
要
素
が
大
き
な
役
割

を
ま
だ
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
依
然
と
し
て
、
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
下
位
文
化
と
下
部
組
織
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
編
成
さ
れ
な
い
有
権
者
が
増
加
し
て
い
る
事
実
も
あ
る
﹇Schm

idt,2003:152-153

﹈。
単
純
化

す
れ
ば
、
党
幹
部
と
党
下
部
組
織
（
活
動
家
）
が
票
を
集
め
る
対
象
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
政
党
組
織
の
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ

の
ち
が
い
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
三　

首
相
・
党
リ
ー
ダ
ー
と
党
組
織
の
確
執

　

ど
の
首
相
に
と
っ
て
も
、
自
党
組
織
の
管
理
を
掌
握
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
政
治
運
営
の
成
否
に
直
結
す
る
。
そ
の
点
で
は
、
コ
ー

ル
は
政
党
組
織
の
管
理
を
比
較
的
う
ま
く
実
行
で
き
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
H
・
コ
ー
ル
は
首
相
職
時
代
に
お
い
て
、
い
か
に
し
て
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Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
管
理
と
統
制
を
相
互
に
補
強
さ
せ
る
か
を
示
し
て
い
る
﹇C

lem
ens,1998b:114

﹈。
し
か
し
政
権
時
に
お
い
て
、
政
府
の
長

と
与
党
内
の
各
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係
は
相
互
抑
制
を
働
か
せ
る
結
果
と
な
っ
た
﹇P

aterson,1981:114

﹈。
コ
ー
ル
は
、
首
相
在
任
中

に
党
側
か
ら
首
相
へ
の
挑
戦
を
回
避
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
内
の
個
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
。
コ
ー
ル
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
様
々
な
利

害
関
係
や
派
閥
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
能
力
に
長
け
て
い
た
﹇C

h
an

d
ler,1993:112

﹈
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
党
内
の
調
和
を
維
持

す
る
た
め
に
、
綱
領
と
戦
術
を
犠
牲
に
し
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
党
内
組
織
の
柔
軟
さ
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
重
要
な
特
性
で
あ
る
が
、

コ
ー
ル
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ス
タ
イ
ル
は
、「
包
括
政
党
」
の
選
挙
戦
術
に
お
い
て
不
都
合
な
結
果
と
し
か
な
ら

な
っ
た
。

　

明
確
な
選
挙
目
標
を
遂
行
す
る
合
理
主
義
モ
デ
ル
は
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
に
お
い
て
も
実
行
さ
せ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
彼
は
、

自
党
か
ら
支
援
を
確
実
に
す
る
た
め
、
党
組
織
に
影
響
力
の
あ
る
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
政
権

獲
得
後
に
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
に
財
務
大
臣
を
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
は
そ
の
地
位
を
利
用
し
、
そ
し
て

党
内
の
自
己
の
支
持
を
背
景
に
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
求
め
る
「
新
し
い
中
道
（N

eu
e
M

itte

）」
を
抑
制
す
る
、
財
政
的
、
経
済
的
な

政
策
を
主
張
で
き
た
。
確
か
に
、
政
権
内
で
は
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ラ
イ
バ
ル
の
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
に
対

抗
で
き
た
が
、
政
府
の
経
済
改
革
で
は
党
側
か
ら
の
抵
抗
に
直
面
し
た
。
そ
の
た
め
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
党
リ
ー
ダ
ー
で
な
く
、
首
相

の
立
場
を
活
用
し
た
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
政
治
家
で
あ
り
、
自
党
か
ら
の
制
約

を
迂
回
す
る
た
め
に
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
手
段
で
も
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
実
行
権
限

を
確
保
し
た
と
は
い
え
な
い
。
結
局
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
政
府
と
党
官
僚
と
の
板
ば
さ
み
に
あ
っ
て
、
党
組
織
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

　

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
立
場
も
完
全
に
党
組
織
か
ら
自
立
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
内
か
ら
の
強
い
抵
抗
に
遭
遇
し
、
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シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
選
挙
対
策
担
当
者
の
ホ
ム
バ
ハ
の
排
除
を
強
い
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
責
任
者
の
Ｆ－

Ｗ
・

シ
ュ
タ
イ
メ
イ
ヤ
ー
が
議
会
と
の
調
整
役
を
担
当
し
、
首
相
官
邸
は
政
府
幹
部
と
効
果
的
な
機
能
を
果
た
そ
う
と
試
み
た
﹇K

orte,

2000:6-12

﹈。
政
府
と
党
は
週
一
回
に
会
合
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
関
係
が
一
応
好
転
し
た
か
に
み
え
た
。
そ
の
会
合
の
場
に

は
、
シ
ュ
タ
イ
メ
イ
ヤ
ー
、
ミ
ュ
ン
テ
フ
ェ
リ
ン
ク
、
Ｐ
・
シ
ュ
ト
ル
ッ
ク
（
議
会
会
派
リ
ー
ダ
ー
）
が
集
っ
た
。
党
内
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
面
倒
な
内
部
構
造
を
能
率
的
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
主
導
権
は
、
ミ
ュ
ン
テ
フ
ェ
リ
ン
ク
と
Ｍ
・
マ

シ
ニ
ン
グ
（
連
邦
事
務
局
長
）
が
受
け
も
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
政
府
側
と
党
側
の
間
の
協
調
に
向
け
た
関
係
改
善
へ
弾
み
を
つ
け
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
﹇V

gl.K
am

ps,2007:225-233
 
     
  
                 

﹈。

　

首
相
は
、
自
党
幹
部
の
立
場
か
ら
首
相
に
就
任
す
る
た
め
に
は
、
幹
部
が
党
内
組
織
を
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
使
用
で
き
る
権
限
を
え
た

い
と
考
え
る
。
そ
の
点
か
ら
、
政
党
は
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
型
組
織
で
な
く
、「
包
括
政
党
」
化
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
党
組
織
が
幹
部
に
対
抗
で
き
る
立
場
が
政
党
内
、
と
く
に
下
部
組
織
が
組
織
運
営
す
る
点
で
、
ま
だ
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
政
党
」
の
特
質
が
み
ら
れ
る
点
で
は
、
党
幹
部
に
と
っ
て
党
運
営
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

四　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
包
括
政
党
」
の
評
価

　
「
包
括
政
党
」
が
社
会
的
亀
裂
に
構
造
化
し
た
有
権
者
を
統
合
し
、
統
括
す
る
際
に
直
面
す
る
困
難
さ
を
過
小
評
価
し
た
キ
ル
ヒ
ハ

イ
マ
ー
の
予
測
の
不
正
確
さ
、
を
Ｇ
・
ス
ミ
ス
は
批
判
し
た
こ
と
が
あ
る
﹇S

m
ith

,1982:59-70

﹈。「
包
括
政
党
」
は
非
党
派
的
、
浮

動
的
な
投
票
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
に
考
案
さ
れ
た
と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
の
政
治
的
文
脈
に
お
い
て
、
ま
ず
問
題
に
な
る
の
が
党
派

的
に
政
党
組
織
に
結
集
す
る
人
々
と
非
党
派
的
な
浮
動
票
者
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
C
D
U
／
C
S
U
と
S
P
D
の
合
計
得
票
は
近
年

で
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
忠
実
な
党
員
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
・
四
次
産
業
の
新
中
間
層
と
非
労
働
組
合
員
の
労
働
者
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が
有
権
者
と
し
て
、
C
D
U
や
S
P
D
に
必
ず
し
も
投
票
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
と
い
え
る
。
皮
肉
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
現

象
は
、
本
来
、「
包
括
政
党
」
が
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
い
た
中
核
的
な
支
持
者
を
減
ら
し
、
ま
た
積
極
的
に
取
り
込
む
は
ず
の
新
中
間

層
社
会
の
中
心
的
な
有
権
者
か
ら
支
持
を
確
実
な
も
の
に
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

主
要
政
党
の
得
票
の
低
下
は
、
一
言
で
述
べ
れ
ば
、
新
中
間
層
社
会
へ
の
移
行
と
い
う
社
会
変
動
か
ら
の
影
響
に
起
因
す
る
、
と
考

え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
主
要
政
党
を
い
ま
だ
に
忠
実
に
支
持
す
る
従
来
型
の
有
権
者
の
存
在
自
体
が
、
C
D
U
や
S
P
D
を
「
包
括

政
党
」
に
な
り
え
な
く
し
て
い
る
現
実
も
示
し
て
い
る
。
現
在
、
政
党
組
織
は
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
の
よ
う
な
秩
序
だ
っ

た
組
織
で
は
な
く
な
っ
た
し
、
か
と
い
っ
て
完
全
に
無
秩
序
で
バ
ラ
バ
ラ
の
組
織
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
見
解
は
、
非
党
派
的
な
有
権
者
を
動
員
で
き
る
と
す
る
「
包
括
政
党
」
の
能
力
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
成
長
と
社
会
的
合
意
か
ら
生
じ
る
中
道
志
向
の
有
権
者
（
メ
デ
ィ
ア
ン
・
ボ
ー
タ
ー
）
が
、
価

値
の
亀
裂
と
対
立
の
存
在
を
確
か
に
次
第
に
衰
退
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
は
、
ダ
ウ
ン
ズ
的
な
政
治
市
場
の

論
理
に
基
づ
い
て
い
る
。「
包
括
政
党
」
の
戦
術
は
多
元
社
会
を
形
成
す
る
、
異
質
な
社
会
的
、
文
化
的
環
境
に
い
る
人
々
に
対
し
て
、

多
面
的
な
ア
ピ
ー
ル
で
全
体
を
包
み
込
む
よ
う
な
社
会
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
国
民
各
層
を
統
合
す
る
試
み
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
統
合
的
な
努
力
が
党
内
に
な
け
れ
ば
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
全
体
的
な
視
点
と
い
う
よ
り
も
、
個
々
の
争
点
へ
の
対
処
を

め
ぐ
る
展
開
し
か
で
き
そ
う
に
な
い
。
そ
う
す
る
と
、「
包
括
政
党
」
で
は
社
会
の
隅
々
ま
で
管
理
す
る
の
は
不
可
能
だ
し
、
そ
の
論

理
を
構
築
で
き
そ
う
に
な
い
、
と
言
え
る
だ
け
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
政
治
的
文
脈
に
お
い
て
説
明
す
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
の
景
気
後

退
と
社
会
的
合
意
の
弱
体
化
が
進
行
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
「
包
括
政
党
」
が
機
能
し
な
い
社
会
現
象
は
、
戦
後
ド
イ
ツ
が
誇
っ
た
社
会

的
市
場
経
済
の
機
能
低
下
で
示
さ
れ
て
い
る
、
と
言
い
換
え
て
も
か
ま
わ
な
い
。
こ
れ
は
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
課
題
に
関
係
し
て
い

る
。
た
だ
、
現
在
の
ド
イ
ツ
社
会
の
文
化
的
、
経
済
的
な
社
会
的
亀
裂
の
残
存
は
、
旧
来
型
の
政
党
が
占
め
る
政
治
的
空
間
を
ま
だ
充
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分
に
残
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

政
党
リ
ー
ダ
ー
は
、
従
来
の
社
会
的
な
多
様
性
を
映
し
出
す
政
党
組
織
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
政
党
に
関
し
て
は
、

政
党
組
織
の
近
代
化
と
技
術
・
専
門
化
が
必
ず
し
も
中
央
集
権
化
と
党
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
力
の
確
立
と
同
義
で
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

C
D
U
や
S
P
D
の
党
内
の
中
央
集
権
化
は
ド
イ
ツ
の
連
邦
制
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
て
き
た
﹇P

oguntke
w
ith

B
oll,1992:317-339

﹈。

と
同
時
に
、
政
党
な
い
し
そ
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
連
邦
制
が
も
た
ら
す
求
心
的
効
果
は
党
内
の
組
織
化
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
と
利
益
の
形
を

と
っ
て
、
つ
ま
り
組
織
的
多
元
主
義
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
党
内
の
多
元
主
義
的
性
格
は
各
リ
ー
ダ
ー
の
自
立
性
や
、

あ
る
特
定
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
妨
げ
る
効
果
も
助
長
し
て
い
る
。

　

党
内
の
競
争
的
な
グ
ル
ー
プ
の
存
在
自
体
が
、
政
党
の
行
為
能
力
を
減
退
さ
せ
る
の
で
、
党
内
の
リ
ー
ダ
ー
間
の
協
力
は
分
断
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
協
調
精
神
を
生
む
は
ず
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
党
リ
ー
ダ
ー
が
党
内
の
意
見
の
相
違
か
ら
、
そ
し

て
党
内
調
整
の
必
要
性
か
ら
、
自
己
の
方
針
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
党
員
も
ダ
ウ
ン
ズ
流
の
合
理
的
論
理
に
基
づ
く
ほ
ど

十
分
な
自
立
性
を
保
て
そ
う
に
な
い
。
こ
の
よ
う
な
雑
多
な
寄
り
合
い
世
帯
の
よ
う
な
組
織
形
態
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
日
本
の
自
由
民
主
党
の
派
閥
連
合
の
組
織
形
態
に
、
一
見
類
似
す
る
の
で
な
い
か
、
と
仮
定
で
き
る
﹇M  

�ller-R
om

m
el,1994,

      
  
 
          

邦
訳
、
一
六
〇
頁
﹈。

　

政
党
の
組
織
変
容
は
、
現
実
に
は
、
一
次
元
的
、
不
可
避
な
、
直
線
的
な
過
程
で
は
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
。
戦
後
ド
イ
ツ
の
政
治

状
況
を
考
察
す
れ
ば
、
各
政
党
は
そ
の
経
験
を
様
々
な
形
で
行
っ
て
き
た
。
現
在
の
流
動
的
、
多
様
な
有
権
者
も
、
各
政
党
の
も
つ
歴

史
的
な
遺
産
に
拘
束
さ
れ
る
、
伝
統
的
な
党
派
性
（
つ
ま
り
社
会
的
亀
裂
）
か
ら
完
全
に
脱
却
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
選
挙
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」
モ
デ
ル
で
説
明
さ
れ
る
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
的
な
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ジ
ー
は
、
選
挙
で

勝
利
す
る
技
術
的
刷
新
だ
け
で
な
く
、
古
い
組
織
構
造
か
ら
の
転
換
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
目
標
は
ド
イ
ツ
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の
主
要
政
党
は
党
幹
部
へ
権
限
の
集
中
化
と
党
運
営
の
技
術
的
な
専
門
化

を
兼
ね
備
え
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
﹇P

adgett,2002:51-73

 
                   

﹈。

　
　
　
　
　
　

第
五
章　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論

一　

近
年
の
政
党
組
織
に
関
す
る
新
た
な
解
釈

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
組
織
論
と
し
て
、「
カ

ル
テ
ル
政
党
（cartelp

arty

）」
論
﹇K

atz
an

d
M

air,1995

﹈
が
登
場

し
た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
組
織
は
「
包
括
政
党
」
の
時
代
を
終
え
て
、

新
し
い
時
代
に
参
入
し
て
い
る
﹇K

atz
and

M
air,2002:122

﹈、
と
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
提
唱
者
で
あ
る
Ｒ
・
カ
ッ
ツ
と
Ｐ
・
メ
ア
は
、
ノ
イ

マ
ン
の
「
代
表
政
党
」
や
デ
べ
ル
ジ
ェ
の
「
幹
部
政
党
」
の
概
念
を
発
展

さ
せ
、
社
会
と
国
家
と
の
間
に
あ
っ
た
政
党
自
ら
の
位
置
づ
け
を
よ
り
国

家
側
に
移
行
し
、
政
党
が
国
家
機
関
の
一
部
に
な
っ
た
と
、
と
主
張
し
て

い
る
。
図
表
４
の
左
側
の
六
条
件
か
ら
、
政
党
は
国
家
に
接
近
し
、
そ
の

一
機
関
と
な
っ
た
右
側
の
四
つ
の
効
果
を
引
き
出
し
て
い
る

﹇W
iesen

d
ah

l,2006:63-65

﹈。
彼
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
変
化
し
た
政
党

を
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
と
定
義
し
て
い
る
。「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
に
よ

れ
ば
、
社
会
と
政
治
的
決
定
の
場
と
の
仲
介
機
関
で
あ
っ
た
政
党
が
国
家
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図表４：カルテル政党の発展図

出典、Wiesendahl, 2006: 63



へ
さ
ら
に
接
近
す
る
よ
う
に
見
え
る
と
同
時
に
、
主

要
政
党
間
に
よ
る
国
家
資
源
（
例
、
政
党
助
成
金
、

選
挙
費
用
支
援
な
ど
）
を
自
己
の
既
得
権
と
し
て
、

一
見
、
政
党
競
争
の
関
係
が
存
在
す
る
よ
う
だ
が
、

自
分
た
ち
の
利
益
を
政
党
リ
ー
ダ
ー
間
で
の
「
共
謀
」

し
、「
協
力
」
す
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る

（
図
表
５
参
照
）。

　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
を
成
立
さ
せ
る
条
件
は
、
国
家

が
政
党
へ
の
各
種
の
助
成
や
支
援
を
実
行
す
る
点
に

あ
る
。
国
家
と
政
党
が
、
い
わ
ば
結
託
し
て
政
党
へ

の
利
益
供
与
の
機
会
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
両
者
の
関
係
が
恩
顧
的
に
な
り
、
当
然
、
国
家
に

よ
る
政
党
へ
の
統
制
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
各
政
党
が
協
議
、
協
力
す
る
政
治
文
化
が

あ
る
国
家
で
は
、
い
っ
そ
う
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
が

出
現
し
や
す
く
な
る
（
例：

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ

ツ
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
）、
反
対
に
イ
ギ
リ
ス
の

よ
う
な
対
決
型
の
伝
統
が
あ
る
国
家
で
は
、
政
党
に
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図表５：1999年政党の収入源

民主社会党
金額（％）

FDP
金額（％）

緑の党
金額（％）

CSU
金額（％）

CDU
金額（％）

SPD
金額（％）

0.09（0.5）
3.4（19.5）
14.0（80.0）
17.49（100）

（44.3）

0.04（0.4）
3.9（36.5）
6.8（63.1）
10.74（100）

（24.8）

4.5（21.6）
4.7（22.6）
11.7（55.8）
20.9（100）

（43.7）

7.2（11.8）
－
12.6（63.7）
19.8（100.3）

（36.7）

12.4（11.8）
21.9（20.8）
71.0（67.4）
105.3（100）

（42.6）

25,6（16.2）
66.9（42.5）
65.0（41.3）
157.5（100）

（55.2）

党費
全国
州・地区
地方支部
計

1.9（26.0）
2.2（28.7）
3.4（45.3）
7.5（100）

（19）

2.9（15.3）
4.0（20.6）
12.3（64.1）
19.3（100）

（44.1）

0.3（3.5）
0.8（8.1）
8.9（88.4）
10.1（100）

（20.9）

5.9（38.4）
　－
9.4（61.6）
15.3（100）

（28.3）

5.7（8.7）
10.6（16.3）
49.0（75.0）
65.3（100）

（26.4）

1.0（3.0）
2.6（7.6）
30.2（89.4）
33.8（100）

（11.8）

寄付
全国
州・地区
地方支部
計

12.7（87.4）
1.8（12.6）
14.5（100）

（36.7）

11.6（87.0）
1.7（13.0）
13.3（100）

（30.8）

13.9（82.2）
3.0（17.8）
16.9（100）

（35.6）

18.9（100）
　－
18.9（100）

（35）

51.8（67.6）
24.8（32.4）
76.6（100）

（31）

61,6（65.5）
32,4（34.5）
94.0（100）

（32.9）

公的助成
全国
州・地区
計

39.543.2447.854247.2285.3合計

出典、Saalfeld, 2003, 123を参考に作成
注１　額の単位は100万マルク、各計の下の括弧内の数字は全体比
注２　ＣＳＵは２つの主要組織のみ。



国
家
か
ら
の
支
援
は
制
限
さ
れ
る
の
で
、「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
は
出
現
し
に
く
い
。

　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
が
国
家
機
関
の
一
部
と
な
っ
た
理
由
に
は
、
政
党
へ
の
公
的
助
成
制
度
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
元
々
、
政
党
は

自
ら
の
「
資
源
」
を
社
会
か
ら
補
充
し
て
き
た
。「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
は
、
党
費
、
党
資
金
源
を
持
っ
て
お
り
、「
包
括
政

党
」
も
国
民
各
層
か
ら
「
資
源
」
を
補
充
し
て
き
た
。
政
党
（
幹
部
）
は
、
直
接
的
か
間
接
的
に
関
わ
ら
ず
、
補
助
金
、
ス
タ
ッ
フ
の

補
充
、
情
実
、
地
位
の
条
件
で
自
己
の
立
場
を
強
化
す
る
た
め
に
、
国
家
資
源
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
﹇K

atz
an

d
M

air,2002:13

4

﹈。
し
か
し
、﹇
カ
ル
テ
ル
政
党
﹈
は
党
財
源
と
は
別
に
リ
ー
ダ
ー
独
自
が
消
費
で
き
る
、
国
家
か
ら
の
助
成
金
や
サ
ー
ビ
ス
を
「
資

源
」
と
し
て
供
与
さ
れ
、
従
来
、
政
党
が
社
会
の
側
に
位
置
し
て
国
家
に
対
面
し
た
方
針
を
転
換
し
、
国
家
側
に
積
極
的
に
加
担
す
る

傾
向
が
現
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
政
党
は
国
家
に
支
援
さ
れ
る
た
め
に
、「
公
的
な
一
機
関
」
と
い
う
存
在
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
党
と
国
家
の
立
場
は
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　

情
報
化
社
会
で
は
、
政
党
間
の
財
政
上
の
格
差
が
政
治
的
影
響
力
の
差
を
決
定
的
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
は
、

事
実
上
、
国
家
機
関
の
一
部
と
し
て
、
国
家
に
よ
る
規
制
を
受
け
た
情
報
回
路
の
活
用
を
堅
持
し
つ
つ
、
国
家
機
関
内
の
特
権
的
な
立

場
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
社
会
に
お
い
て
有
権
者
を
獲
得
す
る
政
党
間
競
争
に
基
づ
く
選
挙
民
主
主
義
の
担
い
手
と
な
っ

て
い
る
。

二　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
の
整
理

　

Ａ
・
ク
ロ
ウ
ル
は
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
の
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
﹇K

row
l,2003

﹈。

①
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
に
お
け
て
、
社
会
、
国
家
、
政
党
の
関
係
は
カ
ル
テ
ル
政
党
に
至
る
歴
史
的
流
れ
が
存
在
す
る
。

43 ――ドイツにおける政党組織の変遷について



②
こ
の
タ
イ
プ
に
見
合
っ
た
各
党
リ
ー
ダ
ー
は
、
公
的
資
源
の
確
保
の
た
め
に
、
い
わ
ば
リ
ー
ダ
ー
間
で
事
実
上
の
「
協
定
（
カ
ル
テ

ル
）」
を
結
ぶ
よ
う
に
な
る
。

③
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
内
の
党
エ
リ
ー
ト
と
党
活
動
家
と
の
関
係
が
変
化
す
る
。

④
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
と
非
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
の
相
違
が
明
瞭
に
な
る
。

　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
は
、「
名
望
家
政
党
」（
一
九
世
紀
）、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」（
一
八
八
〇
年－

一
九
六
〇
年
）、「
包

括
政
党
」（
一
九
五
〇
年－
　

）
に
次
ぐ
一
九
七
〇
年
代
か
ら
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
党
を
考
察
す
る
際
に
モ
デ
ル
化
さ
れ
た
政
党
組
織
論

の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
政
党
組
織
論
と
の
決
定
的
な
相
違
は
、「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
が
成
立
す
る
社
会
的
、
政

治
的
文
脈
に
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
目
標
が
特
定
化
・
専
門
化
す
る
時
代
が
背
景
に
あ
る
。「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
は
、
効
率
的
、
効
果
的

な
管
理
を
要
す
る
た
め
党
内
論
争
を
制
限
し
て
い
る
﹇K

atz
and

M
air,1995:19

﹈。「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
は
市
民
社
会
と
国
家
の
間
の

仲
介
役
で
は
す
で
に
な
く
、
国
家
機
関
の
一
部
を
な
し
て
い
る
。
ど
の
政
党
も
、
与
野
党
の
差
は
あ
い
ま
い
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
政

治
の
場
面
に
お
い
て
、
完
全
に
周
辺
化
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
有
権
者
が
不
満
を
も
っ
て
選
挙
で
あ
る
政
党
や
候
補
者
を

「
罰
す
る
」
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
選
挙
の
参
加
機
会
は
、
政
党
政
治
活
動
の
正
当
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
配
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
風
景
を
可
視
で
き
る
有
権
者
に
は
選
択
が
理
解
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
。﹇K

atz
and

M
air,1995:21

-22

﹈。
つ
ま
り
、「
共
謀
」
す
る
党
エ
リ
ー
ト
が
協
調
し
た
結
果
、「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
の
成
立
は
与
党
と
野
党
の
区
別
を
な
く
す
こ
と

を
意
味
す
る
。
有
権
者
の
獲
得
を
め
ぐ
る
点
で
は
、
複
数
の
政
党
が
同
じ
よ
う
な
綱
領
を
主
張
す
る
点
は
「
包
括
政
党
」
論
に
も
み
ら

れ
た
現
象
で
あ
る
。

　
「
政
党
は
、
相
変
わ
ら
ず
競
争
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
政
治
組
織
と
し
て
の
生
き
残
り
賭
し
て
、
相
互
利
益
を
競
争
者
と
尊
重
し
合

第24巻―― 44



う
こ
と
を
暗
黙
に
確
認
し
あ
い
、
あ
る
場
合
に
は
競
争
を
制
限
す
る
誘
因
が
あ
り
、
実
際
に
は
競
争
し
な
い
、
積
極
的
な
誘
因
を
選
択

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」、
と
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
説
明
し
て
い
る
。﹇K

atz
and

M
air,1995,19

﹈。
こ
の
背
景
に
は
、
社
会
に
お
い
て
、

こ
れ
に
見
合
っ
た
形
態
の
「
政
治
階
級
（politische

K
lasse

）」
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
﹇V

gl.B
eym

e,1993;Schlieben,

2007

﹈。
そ
し
て
彼
ら
彼
女
ら
は
さ
ら
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ュ
ナ
ル
化
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
政
治
階
級
」
間
の
利
害
関
係
を
計
算
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
政
治
家
は
長
期
に
キ
ャ
リ
ア
を
遂
行
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
政
治
的
な
対
立
者
を
自
己
と
同
じ
専
門
的
職
業
を

担
う
「
同
業
者
（fellow

professional

）」
と
承
認
し
あ
う
」
よ
う
に
な
る
﹇K

atz
and

M
air,1995:23

﹈
と
い
う
志
向
が
存
在
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
個
々
の
政
治
家
の
再
選
へ
の
欲
求
に
動
機
づ
け
ら
れ
、
同
じ
種
類
の
課
題
に
直
面
し
、「
政
治
階
級
」
化
し
た
「
政

治
エ
リ
ー
ト
」
と
い
う
職
業
を
長
期
間
続
け
た
い
と
す
る
、
い
わ
ば
「
仲
間
意
識
」
で
あ
る
。

　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
の
内
部
構
造
で
は
、
政
党
間
競
争
の
変
化
す
る
条
件
に
よ
っ
て
、
中
央
集
権
化
、
資
源
の
独
占
化
、
党
運
営
の

専
門
化
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。﹇K

atz
and

M
air,1995:19-29

﹈
し
た
が
っ
て
、
党
内
権
力
構
造
は
党
幹
部
の
決
定
権

に
よ
る
寡
占
化
を
特
徴
と
す
る
。
党
指
導
は
党
幹
部
が
党
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
直
接
指
導
す
る
状
況
が
あ
る
か
ぎ
り
、
地

方
党
員
は
党
幹
部
や
有
権
者
と
の
接
触
を
通
じ
て
「
国
政
」
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
地
方
の
党
組
織
は
構
造
的
に
弱
体

化
し
て
く
る
。
党
幹
部
指
導
は
地
方
利
益
や
地
方
党
員
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
地
方
党
員
の
活
動
は
党
員
と
有

権
者
の
積
極
的
な
動
員
を
主
目
的
と
み
な
さ
れ
る
。
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
、
党
幹
部
と
一
般
党
員
の
ル
ー
ス
な
カ
プ
セ
ル
化
の
関
係
を
重

層
構
造
（stratarch

y

）
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
は
政
党
間
競
争
の
変
化
と
有
権
者
へ
の
幅
広
い
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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三　

政
党
組
織
へ
の
認
識
の
転
換

　

ド
イ
ツ
で
は
、
カ
ル
テ
ル
政
党
現
象
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
主
張
へ
の
議
論

は
あ
る
。

　

Ｋ
・
v
・
バ
イ
メ
は
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
「
政
党
エ
リ
ー
ト
間
の
協
力
（
あ
る
い
は
、「
共
謀
」）」、
い
わ
ゆ
る

カ
ル
テ
ル
化
の
存
在
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
与
野
党
問
わ
ず
に
政
党
は
国
家
の
公
的
助
成
（
金
）
を
通
じ
て
、
政
党
の
財
政
・
組
織
を
強
化
す
る
カ
ル
テ
ル
と
し
て
作
用

す
る
と
す
る
が
、
党
エ
リ
ー
ト
間
の
具
体
的
な
利
害
な
し
に
、
カ
ル
テ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
エ

リ
ー
ト
と
リ
ー
ダ
ー
の
概
念
的
な
区
別
の
不
明
確
化
を
指
摘
し
て
い
る
﹇B

eym
e,1996:159

﹈。

　
「
政
党
エ
リ
ー
ト
」
た
ち
は
政
策
決
定
を
志
向
す
る
が
、
同
時
に
「
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
は
競
争
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
。
バ
イ
メ
は

こ
の
二
つ
の
概
念
の
区
別
を
要
求
す
る
。
彼
は
、
一
方
で
「
リ
ー
ダ
ー
」（
バ
イ
メ
の
用
語
で
は
「
政
治
階
級
」）、
他
方
で
「
政
治
エ

リ
ー
ト
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
上
の
相
違
を
基
礎
に
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。「
政
治
エ
リ
ー
ト
」
は
、
国
家
に
と
っ
て
重
大
な
政
治

的
決
定
に
よ
っ
て
具
体
的
に
指
導
す
る
こ
と
に
関
心
を
持
っ
た
人
々
で
あ
る
。「
政
治
階
級
」
と
い
う
用
語
に
は
、
広
い
意
味
で
政
治

的
決
定
に
関
与
す
る
「
陣
笠
議
員
（H

in
terb
�n

k
ler

）」
も
含
ま
れ
て
い
る
。
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
「
政
治
階
級
」
を
議
会
運
営
上
で
の

協
力
も
「
政
治
階
級
」
を
統
合
す
る
条
件
と
み
な
し
て
い
る
﹇K

atz
and

M
air,1995:33

﹈。「
協
力
的
な
議
会
主
義
」
の
形
態
へ
の
傾

向
が
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
階
級
闘
争
の
克
服
や
、
最
終
的
に
あ
る
種
の
馴
れ
合
い
の
よ
る
「
合
意
」
形
成
で
明
ら
か

に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
個
人
間
の
問
題
で
判
断
で
き
る
か
ど
う
か
。
協
力
は
与
党
と
野
党
の
各
議
員
団
の
個
々
の
議
員
た
ち
に
必
ず
直
面
す
る
問
題

で
あ
り
、
そ
れ
は
政
党
内
部
の
軋
轢
を
考
え
ざ
る
を
え
な
く
す
る
は
ず
で
あ
る
。
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バ
イ
メ
﹇B

eym
e,1993

﹈
に
よ
れ
ば
、
協
力
的
な
与
野
党
議
員
間
の
協
調
姿
勢
の
シ
ス
テ
ム
は
、「
政
治
階
級
」
に
と
っ
て
党
派
を

超
え
た
「
我
々
意
識
（W

ir-G
ef�h

l

）」
と
し
て
制
度
的
に
不
可
欠
な
条
件
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
別
の
バ
イ
メ
の
論
文
﹇B

eym
e,

 
   
   

1996
﹈
で
は
、
バ
イ
メ
は
「
政
治
階
級
」
や
「
政
治
エ
リ
ー
ト
」 

と
の
対
立
し
た
結
果
を
考
え
て
、
個
々
の
政
党
メ
ン
バ
ー
と
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
の
説
明
で
は
、
ド
イ
ツ
の
政
党
組
織
を
直
接
に
は
言
及
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
﹇V

gl.G
abriel,N

iderm
ayer,St�ss,1997

﹈。

　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
へ
の
批
判
者
の
中
に
、
Ｅ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
﹇W

iesen
d
ah

l,1999

﹈
が
い
る
。
そ
の
批
判
の
論
点
は
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
主
国
家
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
形
成
の
条
件
に
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
で
は
、
カ
ル
テ
ル
固
有
の
決
定
方
法
と
論
理
を
持

つ
運
営
者
と
そ
の
受
益
者
、
つ
ま
り
「
政
治
階
級
」
が
存
在
す
る
と
す
る
前
提
条
件
が
あ
る
、
と
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
推
察
し
て
い
る

﹇K
atz

and
M

air,1995:51

﹈。
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
は
、
別
の
観
点
か
ら
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
の
テ
ー
ゼ
と
意
識
的
な
対
立
点
を
示
し

て
い
る
。

　

カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
、「
政
治
階
級
」
の
「
自
己
の
立
場
を
維
持
す
る
た
め
の
利
益
を
な
す
」
発
展
条
件
の
中
心
的
モ
チ
ー
フ
と
し
て

「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
を
強
調
し
て
い
る
﹇K

atz
and

M
air,1995:22-23

﹈。
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
、
政
党
政
治
の
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の

行
為
、
前
提
と
戦
術
の
分
析
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
て
い
な
い
。
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
の
説
明
で
は
、
政
党
を
基
盤
と
す
る
職
業
政
治

家
は
、
国
家
に
「
避
難
所
（Z

uflocht

）」
を
求
め
て
い
る
﹇K

atz
and

M
air,1995:5 1

﹈。
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
は
、
政
党
が
カ
ル
テ

ル
を
結
成
す
る
の
で
は
な
く
、
登
場
す
る
政
治
家
の
名
で
そ
れ
を
結
成
し
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
﹇W

isendahl,1999:52

﹈。
ま
た
、

Ｊ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
﹇Schm

it,1990:23

﹈
は
、
政
党
と
い
う
「
暗
箱
視
点
（blackbox-perspective

）」
を
あ
ま
り
考
慮
せ
ず
に
拡
大

解
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
批
判
的
な
立
場
に
あ
る
。
現
実
に
、
カ
ル
テ
ル
を
組
む
の
は
政
党
政
治
家
と
い
う
個
々
人
で
あ
っ

て
、
政
党
そ
の
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
の
主
張
は
政
治
エ
リ
ー
ト
研
究
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
政
党
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組
織
の
変
化
を
説
明
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
政
治
的
に
有
効
な
カ
ル
テ
ル
・
タ
イ
プ
を
政
治
エ
リ
ー
ト
間
で
共
有
す
る

視
点
は
重
要
で
あ
る
﹇K

atz
an

d
M

air,1995:59-62

﹈
と
し
て
も
、
政
党
間
の
カ
ル
テ
ル
形
成
に
至
る
ま
で
、
そ
し
て
そ
れ
に
応
じ

た
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
化
し
た
党
組
織
の
発
展
ま
で
を
説
明
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
、
と
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
は
批
判
し
て
い
る
。

　

Ｒ
・
ク
ー
レ
﹇K

oole,1996

﹈
は
、
政
党
間
競
争
の
構
造
変
化
に
つ
い
て
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
の
主
張
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
、「
カ
ル

テ
ル
政
党
」
の
立
場
に
お
い
て
、
個
別
的
な
現
象
を
分
析
す
る
に
は
不
適
当
で
あ
る
、
と
み
な
し
て
い
る
。
政
党
シ
ス
テ
ム
・
レ
ベ
ル

で
の
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
化
し
た
と
す
る
一
般
化
は
、
個
々
の
政
党
を
定
義
づ
け
る
の
に
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
、
政
党
、
国
家
、
社
会
の
間
で
変
転
す
る
諸
関
係
の
た
め
の
厳
格
な
分
析
的
な
説
明
を
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、

ク
ー
レ
は
概
念
の
選
出
や
定
義
の
レ
ベ
ル
で
は
限
定
的
に
取
り
扱
う
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
そ
れ
で
な
く
て
も
、
彼
ら
の
議
論
は
社

会
と
国
家
の
領
域
が
混
同
す
る
傾
向
が
あ
る
の
に
、
政
党
が
国
家
と
一
体
化
す
る
こ
と
（
国
家
の
一
機
関
に
な
る
こ
と
）
は
、
あ
た
か

も
政
党
と
社
会
の
間
の
大
き
な
溝
が
存
在
す
る
か
に
思
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
﹇K

oole,1996,509-515

﹈。
ク
ー
レ
は
、
公
的
資

源
か
ら
政
党
財
源
を
確
保
す
る
点
で
、「
政
党
エ
リ
ー
ト
」
の
決
定
的
な
役
割
を
評
価
し
て
い
る
。
政
党
内
の
組
織
面
で
は
、
相
変
わ

ら
ず
分
権
化
、
重
層
構
造
化
と
し
て
の
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
政
党
組
織
レ
ベ
ル
で
の
「
カ
ル
テ
ル
化
」
傾
向
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
内
で
政
党
間
の
距
離
が
狭
く

な
っ
た
と
し
て
も
、「
既
成
政
党
」
間
で
協
調
・
協
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
形
態
を
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹇cf.K

atz

     
    

and
M

air,1995:516-518

     
                  

﹈、
と
ク
ー
レ
は
論
じ
て
い
る
。

　

ク
ー
レ
の
批
判
に
答
え
て
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
、「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
概
念
に
決
定
的
な
も
の
を
政
党
シ
ス
テ
ム
や
個
々
の
政
党
に

関
連
す
る
特
徴
か
ら
諸
関
係
が
は
っ
き
り
す
る
と
反
論
し
、「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
の
出
発
点
と
し
て
、
政
党
間
競
争
レ
ベ
ル
で
の
カ
ル

テ
ル
の
よ
う
な
構
造
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
政
党
の
内
部
組
織
に
お
け
る
重
大
な
効
果
を
も
た
ら
す
、
と
反
論
し
て
い
る
﹇K

atz
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and
M

air,1996
     
         

﹈。

　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
争
に
関
し
て
は
、
ま
だ
明
確
な
結
論
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｈ
・
キ
ッ
チ
ェ
ル
ト
が
「
カ
ル
テ
ル
政

党
」
論
へ
の
批
判
を
三
つ
指
摘
し
て
い
る
﹇K

itschelt,2000

﹈。

　

第
一
に
、
一
方
で
「
政
党
エ
リ
ー
ト
」
間
の
距
離
は
存
在
せ
ず
、
他
方
で
も
党
員
と
有
権
者
と
の
間
の
距
離
も
存
在
し
な
い
。
そ
う

で
な
く
、「
政
党
エ
リ
ー
ト
」
は
党
員
と
有
権
者
の
選
好
に
対
し
て
よ
り
敏
感
に
な
っ
て
い
る
。
党
活
動
家
は
、「
退
出
選
択
（exit

option

）」

を
ち
ら
つ
か
せ
る
こ
と
で
、「
政
党
エ
リ
ー
ト
」
へ
の
対
抗
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
党
員
は
、
協
調
を
通
じ
て
、
あ

る
い
は
は
っ
き
り
し
た
綱
領
的
な
動
機
を
通
じ
て
、
そ
の
立
場
を
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
党
指
導
に
よ
る
決
定
権
の
独
立

性
・
自
立
性
は
強
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
弱
ま
る
は
ず
で
あ
る
﹇K

itchelt,2000,158

﹈。

　

第
二
に
、
カ
ル
テ
ル
の
成
立
す
る
決
定
的
な
分
野
に
お
い
て
、
政
党
間
の
協
力
が
果
た
す
と
す
る
「
同
意
」
は
認
め
ら
れ
な
い
。
政

党
は
有
権
者
に
対
し
て
高
い
程
度
の
応
答
性
を
と
ど
め
て
い
る
。
競
争
す
る
政
党
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
綱
領
的
な
収
斂
は
、
政
党
組

織
に
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
、
選
挙
上
の
政
党
間
競
争
に
お
い
て
、
各
党
が
最
初
か
ら
中
道
志
向
を
目
指
す
と
す

る
前
提
で
政
党
の
性
格
を
考
え
て
い
る
﹇K

itchelt,2000:166-167

﹈。

　

第
三
に
、
現
存
す
る
「
カ
ル
テ
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
の
中
で
も
協
調
す
る
既
成
政
党
は
存
在
し
な
い
、
と
反
実
証
事
例
の
不
在
が
あ
る

﹇cf,

    W
olin

etz,2002:148

﹈。「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
を
支
え
る
経
験
的
な
証
拠
を
発
見
す
る
た
め
、
特
に
一
九
六
〇
年
代
、
一
九
七

〇
年
代
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
イ
タ
リ
ア
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
選
挙
で
の
特
定
の
支
持
基
盤
を
防
衛
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

極
右
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
の
「
成
功
」
は
「
既
成
政
党
」
と
国
家
と
の
接
近
へ
の
反
発
と
は
関
係
が
な
い
﹇K

ichelt,2000:170-174  
﹈ 。

（
８
）

　
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
の
提
唱
者
と
そ
の
批
判
者
と
の
間
で
の
共
通
の
認
識
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
党
の
凋
落
が
語
ら
れ
る
が
、

政
党
が
現
代
民
主
主
義
の
重
要
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
以
外
は
、
な
に
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
へ
の
批
判
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者
間
に
も
共
通
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
政
党
研
究
の
将
来
像
と
そ
れ
に
適
し
た
概
念
的
な
理
解
の
提
案
に
つ
い
て
、
政
治
社

会
学
に
よ
る
現
実
の
複
雑
さ
を
分
析
す
る
う
え
で
は
、
微
妙
な
立
場
・
認
識
・
見
解
の
相
違
が
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
の
大
政
党
は
、
従
来
の
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
タ
イ
プ
か
ら
実
質
的
な
意
味
で
も
離
脱
し
て
い
る
と
は
い
え
、「
包

括
政
党
」
に
完
全
に
転
換
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
視
点
か
ら
政
党
組
織
を
説
明
す
る
な
ら
、
Ｓ
・
Ｉ
・
エ
ル
ダ
ー
ス
ヴ
ェ
ル

ト
が
ア
メ
リ
カ
の
政
党
組
織
を
説
明
す
る
際
に
用
い
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
重
層
構
造
（stratarchy

） 

政
党
（
ド
イ
ツ
語
で
はStra

tarch
iep

artei

）
概
念
を
採
用
し
て
い
る
﹇E

ld
ersv

eld
,1964

﹈。
こ
の
概
念
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
政
党
の
様
々
な
立
場
を
反
映
し

た
党
内
組
織
事
情
を
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　

第
六
章　
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
型
政
党
」
論

一　

ア
メ
リ
カ
の
政
党
組
織
か
ら
の
ヒ
ン
ト

　
「
断
片
的
に
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
」
型
の
政
党
組
織
論
を
採
り
あ
げ
る
前
に
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
に
よ

る
政
党
組
織
論
が
参
考
に
な
る
の
で
、
少
し
検
討
し
て
お
こ
う
。

　

Ｅ
・
Ｆ
・
ソ
ー
ロ
フ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
組
織
が
即
席
の
、
不
定
形
な
、
散
在
的
な
構
造
と
活
動
を
特
徴
と
す
る
、
と
説
明
し
て

い
る
。
政
党
は
、
組
織
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
活
動
的
な
諸
集
団
と
諸
個
人
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
「
集
積
場
の
役
割
」
を
果
た
し
て

お
り
、
選
挙
運
動
以
外
は
活
動
せ
ず
、
一
部
の
活
動
家
や
公
職
保
持
者
が
政
党
を
支
配
し
て
お
り
、
党
組
織
は
流
動
的
で
統
制
を
欠
い

て
い
る
﹇Sorauf,1988

﹈。

　

Ｗ
・
ク
ロ
ッ
テ
ィ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
の
特
徴
を
「
あ
る
一
定
の
区
切
り
を
も
っ
て
識
別
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
と

の
結
合
は
弱
く
拡
散
的
で
あ
り
、
政
党
へ
の
参
加
は
散
在
的
で
あ
り
、
権
威
や
構
造
が
分
権
的
で
あ
り
、
役
割
分
化
が
不
明
確
で
あ
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る
」、
と
解
説
す
る
﹇C

roty
,1979:281;C

roty
,1991:167

﹈。
ア
メ
リ
カ
の
政
党
組
織
は
、
一
時
的
、
任
意
的
、
あ
い
ま
い
な
結
合

と
い
う
点
か
ら
、
ミ
ヘ
ル
ス
的
な
官
僚
的
、
寡
頭
的
な
政
党
観
と
は
程
遠
い
、
対
照
的
な
姿
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
政
党
は
多
様
な

形
態
、
多
面
的
な
目
標
、
拡
散
的
な
誘
因
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

　

Ｓ
・
Ｉ
・
エ
ル
ダ
ー
ス
ヴ
ェ
ル
ド
は
、
ク
ロ
ッ
テ
ィ
と
同
じ
よ
う
な
政
党
組
織
を
提
示
し
て
い
る
。
政
党
は
地
方
政
党
組
織
を
中
心

と
し
、
非
階
統
制
、
開
放
性
、
任
意
性
、
非
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
、
非
効
率
性
を
特
徴
と
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
社
会
と
政
治
の
分
化
の
条

件
に
よ
っ
て
、
全
体
か
ら
見
る
と
、
組
織
実
態
は
参
加
者
の
自
由
意
思
、
異
質
性
、
相
違
性
、
無
調
整
と
い
う
四
つ
の
基
準
で
測
る
こ

と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
政
党
は
即
興
性
、
任
務
克
服
へ
の
ル
ー
ス
さ
、
メ
ン
バ
ー
の
無
関
心
、
組
織
的
な
空
虚
さ
を
特
徴
と
す
る

﹇E
ldesveld,1982:155

﹈。

　

ア
メ
リ
カ
の
政
党
は
外
見
上
で
は
ル
ー
ス
な
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
り
を
示
し
て
い
る
が
、
組
織
面
で
は
無
秩
序
な
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
示

し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
を
考
え
る
場
合
、
権
力
が
特
定
の
少
数
者
に
集
中
せ
ず
、
権
力
行
使
の
機
会
が
組
織
内
で

拡
散
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
権
力
の
焦
点
が
複
数
存
在
す
る
組
織
モ
デ
ル
を
前
提
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
エ

ル
ダ
ー
ス
ヴ
ェ
ル
ト
が
編
み
出
し
た
重
層
構
造
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
の
地
方
組
織
を
分
析
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
が
、
ミ
ヘ
ル
ス
的
な

「
寡
頭
制
モ
デ
ル
」
は
極
め
て
多
元
化
し
た
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
適
応
で
き
な
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

　

社
会
組
織
は
一
般
的
に
権
威
と
権
力
か
ら
構
成
さ
れ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
な
構
造
を
想
定
さ
れ
る
。
ト
ッ
プ
の
幹
部
の
中
核
部
分

が
下
部
組
織
を
支
配
し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
下
か
ら
幹
部
に
む
か
っ
て
上
申
す
る
。
こ
の
伝
統
的
な

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
と
は
対
照
的
な
組
織
形
態
も
想
定
で
き
る
。
複
雑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
権
威
と
支
配
の
分
離
、
相
互
に
配
慮
し

た
意
見
交
換
な
ど
が
そ
こ
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
組
織
形
態
が
政
党
構
造
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
﹇E

ldersveld,1964:ch.5

﹈。

　

ア
メ
リ
カ
の
政
党
は
有
力
候
補
者
を
中
心
に
党
内
で
自
立
し
た
行
動
が
採
用
で
き
る
組
織
を
確
保
す
る
一
方
で
、
党
内
各
グ
ル
ー
プ
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が
党
全
体
の
方
針
に
も
反
旗
を
翻
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
は
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
政
党
組
織

の
脆
弱
性
と
断
言
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
現
代
の
複
雑
な
、
そ
れ
も
流
動
的
な
社
会
構
造
の
中
に
あ
る
政
党
を
階
統
制
的
な
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
の
視
点
で
観
察
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
重
層
構
造
に
は
そ
れ

な
り
の
論
拠
が
あ
る
﹇E

ldersveld,1986:144f

﹈。

　

ア
メ
リ
カ
の
政
党
研
究
は
、
次
に
述
べ
る
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
な
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
組
織
ア
ナ
ー
キ
ー
」
タ
イ
プ
を
考
え
る

際
に
は
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
多
元
化
し
た
社
会
に
お
い
て
政
党
組
織
を
考
え
る
場
合
に
は
重
要
で
あ
る
、
と

い
う
視
点
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
論
じ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
政
党
は
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ

と
同
様
な
組
織
形
態
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
現
在
の
ド
イ
ツ
の
政
党
組
織
を
説
明
す
る
際
に
、
あ
る
部
分
は
「
大
衆

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
の
色
彩
を
残
し
つ
つ
も
組
織
変
容
し
て
い
る
部
分
も
多
々
あ
る
こ
と
を
了
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
の
説
明
か
ら
そ
の
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

二　
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
」
状
況

　

E
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
は
ド
イ
ツ
の
政
党
組
織
を
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
（fragm

entierte

    
         

lose
verkoppelte

A
narchie

                  
       

）
と
い
う
概
念
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
。「
ア
ナ
ー
キ
ー
」
は
党
内
組
織
が
無
秩
序
、
混
乱
、
非
一
貫

性
、
非
体
系
性
と
な
っ
て
い
る
状
態
を
示
し
て
い
る
。

　

ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
﹇W

isendahl,1984

﹈
は
、
Ｍ
・
コ
ー
エ
ン
、
Ｉ
・
Ｇ
・
マ
ー
チ
、
Ｉ
・
Ｐ
・
オ
ル
セ
ン
ら
﹇C

ohen,M
arch,

O
lsen

,1972:1-25;M
arch

,1976:330f

﹈
が
提
案
す
る
「
組
織
的
ア
ナ
ー
キ
ー
（org

an
isierte

A
n
arch

ie

）
と
い
う
概
念
に
Ｋ
・

Ｅ
・
ウ
ェ
イ
ク
﹇W

eick
,1969;W

eick
,1976,W

eick
,1985

﹈
の
「
ル
ー
ス
な
連
結
（lose

K
op

p
lu
n
g

）」
と
い
う
概
念
を
付
け
加
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え
る
こ
と
で
、
政
党
組
織
を
特
徴
づ
け
た
モ
デ
ル
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。「
組
織
的
ア
ナ
ー
キ
ー
」
と
い
う
概
念
は
組
織
内
の
非
一

貫
性
、
大
雑
把
な
目
標
、
不
可
解
な
方
法
、
曖
昧
な
境
界
、
非
連
続
的
な
参
加
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
政
党
内
部
組
織
は
未
整
理
で
異

質
な
も
の
が
混
在
す
る
「
ゴ
ミ
箱
の
決
定
過
程
（g

arb
ag

e
can

d
ecision

p
rocess

）」
で
物
事
を
運
営
し
て
い
る
。
そ
れ
は
問
題
、

解
決
、
参
加
、
決
定
な
ど
が
体
系
的
に
取
り
扱
わ
れ
ず
整
理
さ
れ
ず
に
バ
ラ
バ
ラ
状
態
に
あ
り
、
ま
さ
に
政
党
組
織
を
ゴ
ミ
箱
の
中
の

状
況
に
例
え
て
表
現
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
一
致
や
同
調
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

政
党
は
、
党
内
決
定
過
程
に
お
い
て
、
諸
ア
ク
タ
ー
が
参
加
、
交
替
、
除
外
、
再
統
合
さ
れ
る
こ
と
で
様
々
な
問
題
へ
の
考
え
方
、

利
益
、
動
機
、
決
定
、
解
決
を
図
る
組
織
で
あ
る
。
元
々
、
政
党
に
は
最
初
か
ら
秩
序
だ
っ
た
、
明
確
な
規
制
と
十
分
な
解
決
能
力
が

所
持
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
﹇W

iesendahl,1984:82

﹈。
だ
か
ら
と
は
い
え
、
完
全
に
組
織
が
運
営
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

政
党
は
ひ
と
つ
の
ル
ー
ス
な
ま
と
ま
り
を
特
徴
と
す
る
。
政
党
は
、
党
全
体
と
い
う
よ
り
、
党
内
の
、
あ
る
限
定
的
な
個
々
の
部
分
の

関
係
で
し
か
説
明
で
き
そ
う
に
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
政
党
組
織
の
枠
組
み
の
み
が
そ
の
個
別
の
任
務
と
役
割
だ
け
し
か
関
心
を
も
た
ず

バ
ラ
バ
ラ
に
物
事
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
り
、
全
体
の
立
場
を
考
え
て
自
己
の
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
。
結
局
、
個
々

の
部
分
が
目
標
と
手
段
を
錯
綜
さ
せ
な
が
ら
相
互
に
対
応
し
な
が
ら
各
自
が
資
源
を
評
価
し
、
利
用
し
、
任
務
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
。

つ
ま
り
、
政
党
組
織
の
各
部
分
の
意
図
と
行
為
が
党
全
体
と
一
致
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
政
党
組
織
に
は
バ
ラ
バ
ラ
の

内
部
の
個
々
の
組
織
を
結
び
つ
け
る
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
が
存
在
し
て
い
る ﹇W

iesendahl,1984:

 
                 

83   
﹈。

　

こ
の
政
党
組
織
は
、
規
制
、
役
割
、
対
応
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
相
互
作
用
、
協
力
、
同
調
、
結
合
の
よ
う
な
要
素
に
お
い
て

体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
。
相
互
に
か
み
合
わ
な
い
組
織
内
の
原
理
は
並
存
と
混
乱
を
基
礎
に
構
築
さ
れ
る
。
政
党
は
、
異
質
な
、
多
様

な
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
し
、
運
営
面
で
も
首
尾
一
貫
し
た
任
務
や
履
行
、
分
業
的
な
協
調
が
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あ
る
か
と
思
え
ば
、
無
計
画
な
管
理
と
時
間
の
浪
費
も
存
在
す
る
。
少
数
者
だ
け
の
独
占
的
な
情
報
と
組
織
内
部
の
相
互
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
疎
通
と
が
共
存
し
て
い
る
。
だ
か
ら
党
内
に
は
、
一
方
で
闘
争
と
陰
謀
、
他
方
で
連
帯
と
我
々
意
識
と
が
混
在
し
て
い

る
﹇W

iesendahl,1998

﹈。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
と
い
わ
れ
る
党
組
織
に
も
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ

た
組
織
的
な
ア
ナ
ー
キ
ー
」
の
特
質
が
観
察
で
き
る
。 

例
え
ば
、
そ
の
事
例
は
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
や
ド
イ
ツ
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
で
あ
る
。
両
党

は
閉
鎖
的
、
合
理
主
義
的
、
官
僚
的
、
中
央
集
権
的
、
階
統
制
的
な
、
い
わ
ば
ミ
ヘ
ル
ス
流
の
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
タ
イ

プ
の
典
型
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

Ｍ
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
﹇N

ew
m
an,1987:176-192

﹈
は
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
内
の
権
力
関
係
を
ま
と
め
て
い
る
。
労
働
党
の
中
央
機
関
が

意
外
に
も
指
導
力
を
発
揮
で
き
ず
、
労
働
党
内
の
選
挙
区
委
員
会
が
相
当
、
自
立
性
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
る
。
そ
れ
に
選
挙
区
委
員

会
ご
と
の
関
係
に
お
い
て
、
横
断
的
接
触
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
党
中
央
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
異
論
が
各
レ
ベ
ル
か
ら
提
出
さ
れ

る
。
外
部
か
ら
観
察
す
る
と
、
党
内
の
上
下
関
係
の
一
貫
性
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
う
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
﹇
阪
野
、
二
〇

〇
一
年
参
照
﹈。

　

ド
イ
ツ
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
関
し
て
も
同
様
な
報
告
は
以
前
か
ら
あ
る
。
Ａ
・
シ
フ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

政
党
」
で
あ
っ
た
は
ず
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
「
党
内
に
個
別
の
自
治
」
と
「
地
方
支
部
の
自
立
性
」
が
存
在
し

て
い
た
﹇Schfrin,1930:505-528

﹈。
Ｐ
・
レ
ェ
シ
ュ
と
Ｆ
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
組
織
を
綿
密
に
分
析
し
た
結
果
、「
大
衆
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
内
に
お
い
て
「
協
調
と
対
立
、
構
造
的
多
様
性
、
逆
機
能
的
な
断
片
化
」
が
混
在
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
一
九
一
四
年
以
前
か
ら
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
ま
で
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
組
織
史
に
お
い
て
、
党
内
組
織
の
断
片
化
、
利
益
の
多
元

性
、
各
機
関
の
ル
ー
ス
な
結
合
を
表
現
し
て
い
る
」、
と
も
彼
ら
は
述
べ
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
と
比
べ
る
と
程
度
に
お
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い
て
、 

「
中
央
集
権
的
、
紀
律
的
な
組
織
」
を
実
現
し
て
い
た
﹇L

�sch,W
alter,1992:174,176

﹈。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
リ
ー
ダ
ー
、
Ｋ
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
、
党
幹
部
か
ら
地
区
政
党
ま
で
の
形
で
党
組
織
を
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
に
構
築
し
て
い
る
。
そ
れ
は
強
力
な
階
統
制
的
組
織
の
特
質
を
持
ち
、
か
つ
党
中
央
幹
部
に
権
力
を
集
中
さ
せ
た
「
大
衆
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
組
織
を
め
ざ
し
た
。
一
九
五
八
年
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
党
組
織
の
改
革
後
、
党
内
権
力
を
連
邦
議
員
団
に
移
行
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
国
民
政
党
と
し
て
、
現
在
の
党
組
織
を
特
徴
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
と
し
て
、
連
帯
、
安
定
、
共
同
の
場
を
求
め
る
共
通
の
大
衆
統
合
組
織
で
あ
る
は
ず

だ
が
、
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
党
内
生
活
で
は
矛
盾
と
不
一
致
が
満
ち
溢
れ
て
お
り
、
バ
ラ
バ
ラ
で
断
片
的
な
組
織
で
し
か
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
内
部
の
不
一
致
か
ら
統
一
的
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で
き
ず
、
党
を
取
り
巻
く
環
境
に
あ
い
ま
い
な
姿
勢
し

か
示
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
目
標
は
明
確
で
な
く
、
メ
ン
バ
ー
の
役
割
は
不
明
で
あ
り
、
部
分
的
利
益
だ
け
が
バ
ラ

バ
ラ
に
党
内
に
共
存
し
て
、
相
互
の
関
連
性
は
弱
く
、
情
報
は
望
む
よ
う
に
流
れ
ず
、
党
内
抗
争
を
制
御
す
る
も
の
は
な
い
。
だ
か
ら
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
通
常
、
秩
序
だ
っ
た
階
統
制
的
な
組
織
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
よ
り
も
、「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー

キ
ー
」
に
近
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
﹇L

�sch
,W

alter,1992:174,176

﹈。
そ
の
事
情
を
レ
ェ
シ
ュ
と
ヴ
ァ
ル
タ
ー
は
「
持
ち
分

（Q
uote

 
    

）」
ご
と
の
政
党
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
組
織
構
造
の
四
つ
の
特
性
を
指
摘
す 
る 
。

（
９
）

　

Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
①
組
織
内
の
個
々
の
部
分
は
相
対
的
に
自
立
的
に
行
動
す
る
、
②
組
織
全
体
と
し
て
の
統
一
目
標
を
設
定
し
て
い
な
い
、

③
党
方
針
は
無
計
画
で
試
行
錯
誤
で
あ
り
、
そ
の
調
整
結
果
、
ど
う
に
か
課
題
を
達
成
で
き
る
、
④
組
織
活
動
へ
の
参
加
が
非
継
続
的

で
あ
る
。

　

断
片
的
な
構
造
は
多
く
の
地
区
組
織
が
分
権
的
に
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
党
の
最
高
決
定
機
関
で
も
、
制
度
的
、
機
能
的
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
な
非
統
一
性
が
観
察
さ
れ
る
。
党
内
の
断
片
化
や
分
裂
の
現
象
は
組
織
内
の
多
様
性
、
と
い
う
よ
り
も
異
質
さ
の
混
在
を
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あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｄ
組
織
は
党
内
の
各
部
分
が
緩
く
相
互
に
結
合
し
、
あ
る
場
合
で
は
緊
密
に
、
そ
の
他
で
は
ル
ー
ス
な
関
係
を
保
っ
て
い
る

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
形
態
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
党
の
結
束
は
「
権
力
獲
得
と
権
力
執
行
（M

achterw
eb

und
M

achtausuebung

）」

を
通
じ
て
し
か
確
保
さ
れ
な
く
な
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
選
挙
に
勝
利
し
、
決
定
的
な
政
治
目
標
を
浸
透
さ
せ
、
権
力
の
地
位
を
保
持
し
、
利

益
分
配
を
実
行
す
る
﹇L

�sch
,W

alter,1992:199,200

﹈。「
選
挙
の
（
勝
利
と
い
う
）
目
的
の
た
め
」
と
い
う
言
葉
は
、
内
部
の
分

裂
や
多
元
主
義
化
を
き
っ
か
け
に
、「
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
」
状
態
を
さ
ら
に
倍
増
さ
せ
る
結
果
と
な
る
こ

と
も
あ
る
。
社
会
変
動
の
現
象
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
よ
う
な
組
織
政
党
と
み
な
さ
れ
る
政
党
で
も
、
構
造
的
な
変
容
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
る
お
そ
れ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
に
始
ま
っ
た
事
態
で
は
な
い
。

　

レ
ェ
シ
ュ
と
ヴ
ァ
ル
タ
ー
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
へ
の
「
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
」
の
組
織
実
態
の
認
識
は
、
Ｊ
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
に
関
す
る
政
党
組
織
研
究
で
も
観
察
で
き
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
組
織
は
、
元
々
、「
異
質
な
、
相
対
的
に
自
律
的
な
構
造

の
集
合
体
で
あ
る
」。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
場
合
、
組
織
論
的
な
視
点
か
ら
Ｃ
Ｄ
Ｕ
内
部
関
係
を
党
内
の
決
定
過
程
か
ら
組
織

的
ア
ナ
ー
キ
ー
の
概
念
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
﹇Schm

it,1990:276,281

﹈。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
同
じ
視
点
か
ら
、
ミ
ン
ツ
ェ
ル
は
Ｃ
Ｓ
Ｕ
を
政
党
の
機
構
化
と
専
門
化
の
傾
向
か
ら
独
特
な
「
混
合
形
態
」
の
性
格

を
指
摘
し
て
い
る
﹇M

in
tzel,1975;M

in
tzel,1992

﹈。
彼
は
統
一
し
て
い
る
が
孔
だ
ら
け
の
組
織
の
タ
イ
プ
を
必
ず
し
も
認
め
る
わ

け
で
は
な
い
が
、「
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
」
状
況
に
応
じ
た
内
部
構
造
に
な
る
こ
と
を
認
め
て
い
る M

intzel,1989:3-

﹇ 
                

14   
﹈。
つ
ま
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
に
も
「
組
織
内
組
織
の
並
存
、
協
調
、
混
乱
し
た
様
々
な
要
素
」
を
含
む
特
質
を
備
え
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ

る
。
ミ
ン
ツ
ェ
ル
は
、
大
政
党
の
組
織
の
活
動
が
多
様
化
、
分
割
化
、
断
片
化
、
部
分
化
し
、
そ
の
結
果
、
党
組
織
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
い
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
﹇M

in
tzel,1973:79

﹈。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
構
造
要
素
は
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
お
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り
、
一
時
的
に
は
党
員
・
支
持
者
は
結
集
す
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
党
大
会
や
選
挙
運
動
の
よ
う

な
出
来
事
で
あ
る
。
様
々
な
部
分
の
ア
ク
タ
ー
の
対
立
、

反
目
、
協
力
、
合
意
は
、
一
見
す
る
と
、
党
外
部
に
は

詳
細
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
、
様
々
な
組
織
部
分
と
地
域

組 
織 
と 
し 
て 
の 
政 
党 
組 
織 
の 
複 
合 
体 P

arteikom
plex

（ 
        
    

）

を
ま
と
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
切

ら
れ
た
部
分
へ
の
連
絡
網
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
そ
の
雑
多
な
要
素
が
混
在
す
る
性
格
に
か

か
わ
ら
ず
、
政
党
組
織
の
各
部
分
を
集
約
す
る
組
織
能

力
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
う
い
っ

た
構
造
条
件
に
は
党
内
の
統
一
性
の
限
界
も
示
し
て
い

る
﹇M

intzel,1989:11

﹈。

三　
「
バ
ラ
バ
ラ
の
組
織
内
部
」

　
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー

キ
ー
」
と
い
う
解
釈
に
到
達
す
る
た
め
に
、
各
事
例
で
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図表６：政党組織の古典と現在の両視点の比較

現在の理論枠組み古典的理論枠組み基準の枠組み

構造機能的システム理
論

行動論的、経験的分析歴史記述・形態科学的理解

多利益政党重層構造型政党
大衆メンバーシップ政
党

政党モデル

利益集約・連結
クライエントの利益を
考慮

権力獲得。権力維持政党の主目的

システム的な交渉メカ
ニズム

異質性、多元性、多中
心、多頭制

中央集権、寡頭制、階
統制

組織構造の特徴

開放システム開放システム閉鎖システム分析モデル

システムに有用な道具
主義

環境に有用な道具主義目的に有用な道具主義組織構造の役割

目的論：機能決定論－
機能優先

因果発生論：環境決定
論－環境優先

目的論：目的決定論－
目的優先

説明論理

政党は依存的、機能特
有的、システム適合的
に行動

政党は依存的、対応
的、適合的に行動

政党は自立的、積極
的、介入的に行動

社会環境への政党関係

システム機能性環境的適応性・一致性衝撃と行動の統合効率基準

多元主義的、調和的多元主義的、調和的敵対的、論争的社会像

出典、Wiesendahl, 1998, 87.



は
、
政
党
研
究
か
ら
政
党
の
組
織
体
質
と
機
能
方
法
に
関
し
て
、
ジ
ャ
ン
ダ
の
教
訓
で
あ
る
政
党
内
部
に
立
ち
入
っ
て
探
る
概
念
を
発

展
さ
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
政
党
組
織
の
実
態
を
分
析
す
る
枠
組
み
を
必
要
と
す
る
。

　

政
党
組
織
論
は
紀
律
の
弱
い
、
バ
ラ
バ
ラ
な
組
織
像
を
も
っ
と
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
党
内
ア
ク
タ
ー
の
多
様
性
、
目
標

や
期
待
の
不
一
致
は
党
内
組
織
に
見
い
出
し
や
す
い
し
、
政
党
組
織
は
無
秩
序
な
形
に
な
り
や
す
い
し
、
目
的
合
理
的
な
論
理
の
基
準

で
は
測
れ
な
い
「
不
合
理
」
な
こ
と
が
起
き
る
の
で
、
そ
の
組
織
は
非
合
理
的
で
あ
る
、
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
�
。
当

然
、「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
組
織
的
ア
ナ
ー
キ
ー
」
モ
デ
ル
は
、
従
来
の
政
党
組
織
論
の
効
率
性
、
合
理
性
の

あ
る
組
織
基
準
か
ら
は
ず
い
ぶ
ん
逸
脱
し
た
感
が
す
る
。
そ
れ
は
古
典
的
な
組
織
の
合
理
主
義
や
指
導
能
力
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
か

ら
す
れ
ば
、
奇
異
な
実
態
で
し
か
な
い
。
実
際
に
不
十
分
な
組
織
化
が
時
間
、
資
金
、
人
的
・
物
的
資
本
と
い
っ
た
有
効
資
源
を
浪
費

す
る
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

現
在
の
政
党
組
織
は
、
効
率
性
、
合
理
性
、
正
当
性
と
い
っ
た
、
従
来
の
組
織
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
評
価
で
き
な
い
内
容
ば
か
り
で

あ
る
。
し
か
し
、
社
会
を
測
定
す
る
基
準
が
変
更
さ
れ
る
よ
う
に
、
政
党
組
織
へ
の
測
定
基
準
も
変
更
し
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
古

典
的
基
準
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。
図
表
６
の
基
準
の
推
移
を
も
っ
と
考
慮
を
入
れ
て
、
個
々
の
政
党
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。

政
党
は
、
個
別
に
関
係
す
る
集
団
の
目
標
へ
の
期
待
と
評
価
に
応
じ
て
、
方
向
性
と
合
理
性
の
基
準
を
多
様
化
す
る
の
で
、
客
観
的
、

理
性
的
、
正
当
的
な
行
為
ば
か
り
を
実
行
で
き
る
は
ず
は
な
い
。
政
党
内
の
「
世
界
」
で
は
、
様
々
な
グ
ル
ー
プ
は
自
己
の
視
点
か
ら

合
理
的
だ
と
認
識
し
た
論
理
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
。
党
内
の
、
あ
る
部
分
を
代
表
す
る
ア
ク
タ
ー
が
め
ざ
す
、
自
ら
の
主
張
す
る

「
合
理
性
」
が
そ
の
政
党
に
と
っ
て
の
組
織
の
「
合
理
性
」
を
理
解
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
政
党
研
究
者
、
Ｊ
・
Ｐ
・
モ
ン
ロ
ー
は
さ
き
の
ア
メ
リ
カ
の
政
党
組
織
論
者
た
ち
の
考
え
を
踏
襲
し
て
、
政
党
を
「
公

職
を
獲
得
し
た
エ
リ
ー
ト
間
の
政
治
過
程
で
の
活
動
を
調
整
す
る
制
度
」、
と
定
義
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
で
も
、
政
党
へ
の

（　

）
10い
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各
グ
ル
ー
プ
や
各
個
人
の
掲
げ
る
「
合
理
的
基
準
」
に
よ
っ
た
行
動
が
根
拠
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
﹇M

onroe,2001

﹈。

　

さ
き
に
述
べ
た
ド
イ
ツ
の
主
要
政
党
の
実
態
か
ら
考
え
る
と
、
政
党
は
、
合
理
的
、
効
率
的
な
原
理
か
ら
す
れ
ば
、
発
育
不
十
分
な
、

機
能
不
全
状
態
の
組
織
形
態
で
あ
る
﹇W

iesen
d
ah

l,1998:250-251

﹈ 

。
そ
の
視
点
か
ら
政
党
組
織
を
観
察
す
れ
ば
、
政
党
は
内
外

に
は
っ
き
り
と
自
己
の
組
織
方
針
を
明
言
で
き
そ
う
に
も
な
い
。
そ
れ
は
無
定
形
な
、
流
動
的
な
組
織
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
政
党

は
、
異
論
の
あ
る
、
多
義
的
な
目
標
を
バ
ラ
バ
ラ
に
勝
手
に
処
理
す
る
組
織
で
あ
る
。
人
々
も
明
確
な
意
識
を
も
た
ず
好
き
な
と
き
に

入
党
し
、
嫌
に
な
れ
ば
離
党
す
る
。
党
員
は
任
務
を
明
確
に
定
め
ら
れ
ず
、
自
覚
的
に
訓
練
さ
れ
ず
、
資
格
も
与
え
ら
れ
な
い
。
そ
の

活
動
は
党
内
全
体
の
合
意
を
得
た
、
必
要
な
方
法
に
基
づ
く
と
は
限
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
経
済
合
理
性
も
欠
く
こ
と
が
多
い
。
党
内

の
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
や
部
分
的
な
利
益
は
、
は
っ
き
り
し
た
区
分
さ
れ
た
、
別
々
の
生
活
領
域
を
持
っ
て
い
る
し
、
そ
れ
ら
は
外

部
に
対
し
て
組
織
と
し
て
の
結
合
よ
り
も
、
自
己
利
益
を
優
先
す
る
こ
と
が
あ
�
。
Ａ
・
パ
ー
ネ
ビ
ア
ン
コ
は
、
政
党
組
織
発
展
モ
デ

ル
の
説
明
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
組
織
の
ジ
レ
ン
マ
（organizationaldilenm

a

）
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
は
異
質
な
も
の
の
混
在

と
い
う
視
点
で
は
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
の
そ
れ
と
認
識
を
同
じ
と
す
る
﹇P

arnebianco,1988

、
邦
訳
、
二
〇
〇
五
年
﹈。

　

以
上
が
「
ア
ナ
ー
キ
ー
」
状
態
と
な
っ
た
政
党
組
織
内
の
構
造
の
説
明
で
あ
る
。
で
は
、
政
党
は
雑
多
な
寄
せ
集
め
の
「
ゴ
ミ
箱
」

の
よ
う
な
存
在
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
の
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
組
織
ア
ナ
ー
キ
ー
」

モ
デ
ル
か
ら
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
政
党
組
織
の
考
察
を
続
け
て
お
こ
う
。

四　

不
確
実
な
時
代
に
お
け
る
政
党
組
織
の
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ

　

過
去
に
お
い
て
、
政
党
は
あ
る
社
会
集
団
か
ら
成
立
し
、
忠
実
な
有
権
者
を
確
保
し
て
い
た
。
こ
れ
は
政
党
組
織
が
社
会
的
亀
裂
、

ミ
リ
ュ
ー
、
下
位
文
化
と
い
う
社
会
構
造
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
こ
の
構

（　

）
11る
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造
は
非
常
に
弱
体
化
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
・
文
化
的
な
亀
裂
構
造
は
消
滅
し
た
わ
け
で
な
く
、
社
会
構
造
の
変
動
が
凝
集
性

の
分
裂
や
消
失
に
よ
っ
て
同
質
的
な
各
陣
営
を
分
断
し
た
た
め
、
政
党
を
支
え
る
忠
実
な
支
持
者
数
は
減
少
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
証
拠

は
党
派
性
・
政
党
へ
の
一
体
感
（p

arty
id
en

tification

）
の
低
下
に
見
ら
れ
る
。
一
見
す
る
と
、
合
理
的
選
択
モ
デ
ル
が
説
明
す
る

得
票
最
大
化
の
た
め
の
権
力
を
志
向
す
る
、
特
定
の
政
治
家
チ
ー
ム
に
よ
る
「
多
重
政
策
型
政
党
」
や
「
包
括
政
党
」、
あ
る
い
は
「
選

挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
た
選
挙
民
政
党
」
の
い
ず
れ
か
の
政
党
組
織
が
成
立
し
た
よ
う
で
も

あ
る
。

　

標
準
的
な
集
団
に
基
づ
く
「
社
会
」
の
喪
失
は
、
個
々
人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
社
会
を
意
味
し
て
い
る
。
変
化
す
る
社
会
で
は
、

旧
来
の
基
準
は
適
用
で
き
な
く
な
る
。
一
九
九
八
年
選
挙
の
敗
北
後
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
党
組
織
の
強
化
に
着
手
し
た
が
、
政
党
と
市
民
の
連

絡
が
不
首
尾
に
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
手
法
で
は
特
定
の
政
党
に
有
権
者
を
つ
な
ぎ

留
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
個
人
主
義
化
し
た
社
会
は
多
元
化
し
た
社
会
で
あ
る
と
同
時
に
、
不
安
定
に
な
り
う
る
、

原
子
化
し
た
社
会
を
意
味
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
将
来
の
変
化
が
あ
る
こ
と
は
想
定
で
き
る
。
だ
が
、
こ
う
い
っ
た
変
化
を
ど

う
理
解
す
べ
き
に
つ
い
て
は
困
難
を
き
わ
め
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
政
党
組
織
の
変
化
を
考
慮
す
る
な
ら
、「
政
党
の
変
容
と
政
党
論
の
展
開
」﹇
小
野
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
三
章

参
照
﹈
の
よ
う
な
分
析
を
必
要
と
す
る
し
、
ま
た
政
党
を
含
め
た
社
会
構
造
の
変
容
と
変
化
し
な
い
部
分
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

﹇
古
田
、
一
九
九
八
年
、
一－

二
一
﹈。

　
　
　
　
　
　

第
七
章　

ド
イ
ツ
の
政
党
組
織

一　

党
員
の
多
様
性
と
調
整
的
な
集
団
行
動
の
限
界
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政
党
組
織
は
多
様
な
背
景
、
誘
因
、
価
値
観
を
持
っ
た
党
員
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
党
員
は
社
会
的
背
景
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
関
係
、
動
機
、
期
待
を
異
に
し
て
い
る
。
党
組
織
に
関
係
す
る
人
々
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る ﹇W

iesendahl,2000:

 
                 

108-125

       
﹈。

　

第
一
グ
ル
ー
プ
は
多
数
の
「
ス
ポ
ン
サ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
で
あ
る
。
こ
の
人
々
は
党
費
を
忠
実
に
支
払
う
が
、
党
活
動
に
は
熱
心
と

は
い
え
な
い
党
員
で
あ
る
。

　

第
二
グ
ル
ー
プ
は
「
機
会
主
義
的
な
活
動
家
」
で
あ
る
。
こ
の
党
員
は
定
期
的
な
党
内
の
集
会
や
選
挙
に
は
参
加
し
て
い
る
。

　

第
三
グ
ル
ー
プ
は
「
日
常
的
な
活
動
家
」
で
あ
り
、
積
極
的
な
党
組
織
の
支
援
者
や
活
動
家
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
政
治
思

想
・
原
理
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
た
、
自
分
た
ち
の
政
策
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
政
策
追
求
者
は
本
来
の
、
政
党
の
原
理
や

運
動
を
代
表
す
る
し
、
同
志
と
と
も
に
「
共
通
目
標
」
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
党
活
動
の
地
道
な
役
割
を
引
き
受

け
る
。
彼
ら
は
党
幹
部
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
組
に
は
不
満
を
持
っ
て
お
り
、
幹
部
に
は
忠
誠
心
を
示
さ
な
い
傾
向
が
あ
る
。

　

第
四
グ
ル
ー
プ
は
「
党
幹
部
の
キ
ャ
リ
ア
組
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
党
内
外
の
政
治
の
場
と
の
交
渉
を
求
め
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
党

内
キ
ャ
リ
ア
の
出
世
階
段
を
登
ろ
う
と
す
る
。
い
っ
た
ん
そ
の
ル
ー
ト
に
乗
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
キ
ャ
リ
ア
組
は
党
と
議
会
の
両
方
、

あ
る
い
は
政
府
の
要
職
を
獲
得
し
、
ド
イ
ツ
で
は
「
政
治
階
級
」
に
「
仲
間
入
り
」
で
き
る
。
当
然
、
既
存
の
「
政
治
階
級
」
と
妥
協

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
職
業
政
治
家
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
キ
ャ
リ
ア
組
は
公
職
確
保
を
自
己
の
個

人
的
な
野
心
も
映
し
出
し
て
お
り
、
だ
か
ら
党
組
織
は
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
を
高
め
る
格
好
の
舞
台
と
考
え
て
い
る
。

　

第
五
グ
ル
ー
プ
は
ロ
ビ
イ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
人
数
は
多
く
な
い
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
自
己
の
仕
事
・
職
に
つ
い
て
個

人
的
便
宜
を
図
る
た
め
に
党
の
仕
事
に
時
間
、
資
金
、
労
力
を
費
や
す
。
こ
れ
は
公
的
資
源
に
接
近
す
る
た
め
に
キ
ャ
リ
ア
組
と
同
一

歩
調
を
と
る
。
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各
グ
ル
ー
プ
は
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
た
め
の
特
別
な
理
由
、
た
と
え
ば
思
想
、
利
害
、
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
。
様
々
な
動
機
や
志
向

の
間
で
潜
在
的
な
対
立
の
要
素
が
胚
胎
し
て
い
る
。
各
グ
ル
ー
プ
は
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
て
、
自
ら
の
利
害
に
関
わ

る
要
求
を
で
き
る
だ
け
貫
徹
す
る
た
め
に
も
、
党
内
決
定
過
程
で
は
他
グ
ル
ー
プ
の
利
害
と
の
関
係
で
、
意
見
の
交
換
や
利
害
の
妥
協

に
相
当
な
時
間
を
割
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
党
員
は
「
多
頭
制
的
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
性
格
（polym

onophic
nature

     
               

of
m
enm

ership

    
   
      

）」﹇H
eidar,1994:1-86

﹈
で
あ
り
、
党
員
す
べ
て
が
「
一
枚
岩
」
の
集
ま
り
で
は
決
し
て
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
、

「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
の
よ
う
に
党
員
間
の
同
質
性
や
一
貫
性
を
外
観
上
は
整
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
一
般
党
員
、
活
動
家
、

ロ
ビ
イ
ス
ト
、
公
職
追
求
者
な
ど
で
は
異
な
っ
た
諸
要
素
の
集
合
体
で
あ
り
、
ま
れ
に
し
か
共
通
の
立
場
を
有
し
て
い
な
い
。
当
然
、

組
織
の
質
が
変
化
し
て
く
る
。
だ
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
は
ひ
と
つ
の
客
観
的
現
実
の
認
識
を
共
有
す
る
の
で
な
く
、
様
々
な
部
分
の
み
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
「
主
観
的
判
断
を
も
と
に
現
実
」
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
各
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
党
内
で
の
個
人
や

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
立
場
や
論
理
で
行
動
を
異
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
り
わ
け
社
会
が
急
激
に
変
化
す
る
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
現
実
や
事
実
の
見
方
が
異
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
党
内
紛
や
党
内
闘
争
を
生
じ
る
こ
と
は
予
測
さ
れ
る
。

二　

政
党
組
織
論
の
問
題
点

　

政
党
は
浸
透
性
の
あ
る
、
開
放
的
な
政
治
組
織
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
変
化
し
や
す
く
、
メ
ン
バ
ー
の
変
易
的
な
性
格
は
党
内
の
不

安
定
の
原
因
に
な
る
。
そ
れ
は
各
自
の
期
待
の
ち
が
い
か
ら
生
じ
る
。
党
全
体
の
目
標
は
外
部
の
条
件
か
ら
も
党
中
枢
か
ら
も
決
定
で

き
な
く
な
る
。
党
内
の
各
グ
ル
ー
プ
の
利
益
を
め
ぐ
っ
て
、
党
内
の
各
グ
ル
ー
プ
間
の
対
立
は
再
発
し
が
ち
で
あ
る
。
党
組
織
へ
の
各

自
の
任
意
に
よ
る
参
加
は
、
大
規
模
な
変
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
う
る
。
メ
ン
バ
ー
の
多
様
性
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
党

の
方
針
を
め
ぐ
る
争
い
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
党
内
の
す
べ
て
を
ま
と
め
る
た
め
、
党
の
公
式
目
標
は
あ
い
ま
い
と
な
り
、
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ス
テ
レ
オ
・
タ
イ
プ
化
し
た
条
件
で
枠
組
み
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
目
標
と
そ
の
実
現
は
外
部
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
え
な

い
の
で
、
党
組
織
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
喪
失
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
党
リ
ー
ダ
ー
は
複
雑
な
内
外
の
勢
力
と
制
度
に
遭
遇
す
る
が
、

「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
の
よ
う
に
組
織
的
な
指
導
も
で
き
ず
、
ま
し
て
や
「
包
括
政
党
」
の
リ
ー
ダ
ー
の
よ
う
に
も
振
舞
え

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
、
党
員
、
支
持
者
、
有
権
者
は
、
党
目
標
か
ら
利
益
を
得
ら
れ
な
い
不
満
を
抱
か
せ
る
。
政
党
は
こ
う
し
た
組

織
問
題
に
直
面
す
る
と
、
組
織
と
し
て
機
能
で
き
な
く
な
る
。
む
し
ろ
、
政
党
は
資
源
を
浪
費
す
る
だ
け
の
無
用
な
存
在
と
も
な
る
。

確
か
に
、
合
理
主
義
的
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
政
党
組
織
は
不
合
理
そ
の
も
の
の
存
在
で
し
か
な
い
。
メ
ン
バ
ー
は
統
合
の
代
わ

り
に
組
織
内
部
の
非
一
貫
性
と
矛
盾
に
関
わ
り
、
矛
盾
し
た
動
機
と
期
待
に
直
面
し
、
政
党
組
織
は
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に

ま
と
ま
っ
た
組
織
ア
ナ
ー
キ
ー
」
状
態
で
し
か
な
い
。
政
党
組
織
を
測
定
す
る
規
準
の
変
更
を
、
社
会
構
造
の
変
化
と
も
に
、
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

政
党
内
に
は
同
時
に
生
じ
る
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
行
動
、
出
来
事
、
過
程
が
観
察
さ
れ
る
。
共
通
目
標
の
た
め
の
党
内
調
整
は
な

く
、
代
わ
り
に
方
向
性
を
欠
い
た
無
秩
序
な
動
き
だ
け
が
目
立
っ
て
い
る
。
政
党
は
、
非
一
貫
性
、
矛
盾
、
断
絶
、
不
活
発
、
無
秩
序

に
よ
っ
て
、
党
内
で
生
じ
る
行
動
・
活
動
を
調
整
で
き
ず
に
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
組
織
的
な
ア
ナ
ー
キ
ー
が
構
造
化
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　

組
織
内
の
ア
ナ
ー
キ
ー
状
態
の
第
一
の
特
徴
は
不
明
確
な
目
標
、
浸
透
性
あ
る
境
界
、
あ
い
ま
い
な
技
術
や
操
作
、
党
員
参
加
の
変

動
性
、
で
あ
る
。
第
二
の
特
徴
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
足
、
任
務
・
役
割
・
責
任
の
不
明
確
な
分
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、
調

整
の
失
敗
の
連
続
で
あ
る
﹇C

ohen,M
arch,O

lsen,1972:1-25

﹈。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
組
織
は
こ
う
い
っ
た
特
徴

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
そ
う
も
な
い
。
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Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
、
結
党
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
十
分
に
政
党
組
織
を
整
備
し
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
最
初

か
ら
異
質
な
運
動
と
集
団
の
共
存
し
た
、
非
一
貫
的
、
非
体
系
的
な
連
合
体
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
再
統
一
後
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
組
織
は
多
様
性

を
い
っ
そ
う
増
し
て
お
り
、
再
統
一
以
前
よ
り
も
寄
せ
集
め
の
性
格
が
目
立
っ
て
い
る
。

三　

政
党
指
導
の
論
理

　
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
型
」
の
政
党
組
織
は
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
の
よ
う
な
組
織

だ
っ
た
政
党
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
る
と
、
方
向
性
、
調
和
、
調
整
も
な
い
矛
盾
と
非
一
貫
性
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
る
印
象
を
も
た
れ
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
政
党
は
党
内
の
対
立
す
る
、
様
々
な
志
向
を
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
矛
盾
す
る
要
求
、
期
待
、
行
動
を
共

存
さ
せ
る
た
め
、
一
方
で
十
分
な
組
織
的
な
対
応
能
力
を
準
備
す
る
こ
と
で
組
織
内
の
重
大
な
対
立
を
で
き
る
だ
け
表
明
化
さ
せ
な
い

措
置
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
他
方
で
潜
在
的
に
非
調
整
的
、
矛
盾
す
る
行
動
の
結
果
、
活
動
と
目
標
の
衝
突
を
回
避
す
る
こ
と
が

肝
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
な
い
と
党
機
能
を
麻
痺
さ
せ
、
党
自
体
を
自
壊
さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
政
党
は
、
あ
い
ま
い

さ
、
断
片
化
、
ル
ー
ス
な
結
合
、
偽
善
の
使
用
で
最
低
限
の
機
能
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
組
織
内
の
対
立
は
多
義
的
に
読
み
取
れ
る

妥
協
で
解
決
さ
せ
て
し
ま
う
。
あ
い
ま
い
に
定
義
さ
れ
た
解
決
（
策
）
は
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
政
治
と
同
様
に
特
定
の
行
動
へ
の
限
定

的
な
か
か
わ
り
で
進
展
す
る
。
こ
の
戦
術
は
相
反
す
る
目
標
を
遂
行
す
る
組
織
内
の
様
々
な
グ
ル
ー
プ
を
許
容
す
る
結
果
と
な
る
。
党

目
標
が
あ
い
ま
い
に
意
義
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
党
内
各
グ
ル
ー
プ
は
党
の
年
次
大
会
や
各
種
委
員
会
が
採
決
し
た
決
定
と
は
異
な
る
解

釈
を
し
、
行
動
を
実
行
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　

党
内
の
各
種
グ
ル
ー
プ
は
論
争
的
な
対
立
的
を
解
決
で
き
な
い
の
で
、
党
の
機
能
障
害
を
引
き
起
こ
す
争
点
を
で
き
る
だ
け
排
除
、

分
離
し
よ
う
と
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
様
々
な
規
模
単
位
や
組
織
活
動
の
程
度
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
環
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境
・
組
織
文
化
に
依
存
す
る
党
地
方
組
織
は
、
党
内
に
お
い
て
、
多
種
多
様
で
迷
路

の
よ
う
な
下
部
組
織
の
ル
ー
ス
に
連
結
し
た
下
位
構
造
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

党
内
各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
範
囲
は
、
ル
ー
ス
な
連
結
に
よ
っ
て
、
相
互
に
阻
止
さ

れ
ず
、
党
全
体
を
前
提
と
す
る
意
図
は
存
在
し
な
く
な
る
た
め
組
織
的
に
下
位
と
上

位
の
組
織
間
の
協
力
関
係
を
弱
め
て
し
ま
う
。
下
位
と
上
位
の
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
は
機
能
し
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
多
数
の
対
立
は
管
理
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

党
幹
部
も
活
動
家
も
相
互
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
が
、
強
く
結
び
つ
く
領
域
も
存
在

す
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
選
挙
戦
、
党
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
、
党
外
へ
の
一

致
し
た
態
度
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
き
に
、
党
の
結
束
を
誇
示
す
る
集
団
行
動

が
必
要
な
場
合
で
は
、
調
和
や
調
整
が
生
じ
る
場
面
で
あ
る
。

　

以
上
が
現
在
の
ド
イ
ツ
の
政
党
内
の
状
況
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
状
況
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
管
理
政
党
（m

anagem
ent

party

）」
の
姿

で
あ
る
、
と
も
言
え
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
政
党
は
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
的
な
政
党
の
ひ

と
つ
の
将
来
像
を
表
現
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
政
党
組
織
へ
の
視
点
の
異
な
る

点
が
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
表
６
に
あ
る
よ
う
に
、
古
典
的

理
論
枠
組
み
に
あ
る
、
中
央
集
権
、
優
先
目
標
、
権
力
獲
得
・
維
持
、
環
境
か
ら
自

立
的
・
介
入
的
行
動
な
ど
と
い
っ
た
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
で
は
、
重

層
、
多
元
機
能
、
環
境
に
依
存
な
ど
で
、
古
典
的
な
基
準
で
政
党
組
織
を
考
察
す
る
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図表７：大衆メンバーシップ政党と選挙プロフェッショナル政党の相違

選挙プロフェッショナル政党大衆メンバーシップ政党

特定課題・専門家政治行政課題・党官僚役割・担当者

選挙のため弱く垂直的に結びついた
政党組織
「意見をもった選挙民」にアピール

強く垂直的に結びついた政党組織
「所属する選挙民」にアピール

メンバーシップ

党選出議員の優越
個人化したリーダーシップ

党内リーダーの優越
合議的リーダーシップ

リーダーシップ

利益集団と公的助成を通じての資金
調達

党費、党系列組織活動（例、協同組
合、労働組合）から資金調達

党財政

争点とリーダーシップ
党内のキャリア組と党選出議員

イデオロギー
党員が中心的役割

強調点と担い手

出典、Panebianco, 1988 : 264



の
に
対
し
、
現
在
の
政
党
組
織
は
現
代
的
理
論
枠
組
み
の
各
視
点
で
推
し
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
理
論
の
枠
組
み
は
、
政
党
が
置
か
れ
た
社
会
環
境
の
変
動
に
お
い
て
、
例
え
ば
図
表
７
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政
党
を
め
ぐ
る

諸
条
件
・
規
準
の
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
異
な
る
条
件
が
前
提
に
あ
る
こ
と
も
考
慮
に
入

れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇V

gl.D
ittberner,1997;W

iesendahl,1
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四　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
党
組
織
論
の
変
動
パ
タ
ー
ン
の
再
考

　

Ｓ
・
Ｂ
・
ウ
ォ
リ
ネ
ッ
ツ
は
、
こ
れ
ま
で
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
組
織
の
変
遷
を
特
徴
づ
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
直
線
の
変
動
パ

タ
ー
ン
で
考
察
す
る
こ
と
を
不
正
確
だ
と
評
価
し
て
い
る
。
本
論
で
取
り
上
げ
た
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
「
包
括
政
党
」
論
、
バ
イ
メ
の

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
た
選
挙
民
政
党
」
や
パ
ー
ネ
ビ
ア
ン
コ
の
「
選
挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」
論
、
そ
れ
に
カ
ッ
ツ

と
メ
ア
の
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
は
単
純
に
「
大
衆
統
合
政
党
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
各
論
者
の
政
党
組
織
論
に
至
る
、
単
純
な
直
線
的
経

緯
へ
の
あ
り
方
を
、
彼
は
問
題
視
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
分
析
様
式
に
は
、「
幹
部
政
党
（
エ
リ
ー
ト
政
党
）」
か
ら
「
大
衆
統

合
政
党
」
ま
で
、
現
代
政
党
の
「
代
替
モ
デ
ル
（alternative

m
odel

）」
を
「
包
括
政
党
」「
選
挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」「
カ

ル
テ
ル
政
党
」
の
変
遷
を
当
然
視
す
る
し
か
な
い
こ
と
へ
の
疑
問
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
政
党
ご
と
に
変
化
の
ち
が
い
、
そ
の
採
用
方
法
の
点
で
は
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
異
な
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
、
と
ウ
ォ
リ
ネ
ッ
ツ
は
指
摘
し
て
い
る
﹇W

olinetz,2002:159-162

﹈。

　

彼
は
そ
の
変
化
を
考
察
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
三
点
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
一
は
政
策
追
求
（policy-seeking

）
次
元
、
第
二
は
票

追
求
（v

ote-seek
in
g

）
次
元
、
公
職
追
求
（office-seek

in
g

）
次
元
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
次
元
を
使
用
す
る
な
ら
、
政
党
組
織

の
様
々
な
変
動
パ
タ
ー
ン
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
票
追
求
次
元
は
「
包
括
政
党
」
と
「
選
挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
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党
」
に
、
公
職
追
求
次
元
は
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
別
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
政
党
（program

m
atic

       
 
     

party
     

）」
を
提
案
す
る
。
こ
れ
は
政
策
追
求
型
の
政
党
の
変
種
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
政
党
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
政
党
」
と
し
て
登
場
す

る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
政
党
は
「
包
括
政
党
」
や
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
に
は
変
化
し
な
い
し
、
ま
た
自
党
の
特
長
と

し
て
掲
げ
る
綱
領
・
政
策
・
争
点
対
応
・
方
針
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
調
す
る
こ
と
が
競
争
環
境
に
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
、
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

現
代
の
政
党
は
様
々
な
緊
張
下
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
社
会
集
団
ご
と
に
政
党
に
「
所
属
す
る
選
挙
民
（electorates

of
belonging

                        

）」

の
、
い
わ
ば
恒
常
的
な
支
持
に
な
れ
た
政
党
は
、
相
対
的
な
規
模
と
忠
誠
が
振
動
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
大
衆
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
の
特
質
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
タ
イ
プ
は
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
政
党
の
場
合
で
あ
る
。
も
っ

と
も
現
在
、
政
党
は
党
員
を
離
反
せ
ず
維
持
す
る
の
に
役
立
つ
選
択
的
に
組
み
込
め
る
誘
因
（selective

incentive

）
を
提
供
す
る
の

が
次
第
に
困
難
だ
と
理
解
で
き
る
。
選
択
的
誘
因
だ
け
を
採
り
あ
げ
れ
ば
、
利
益
集
団
と
単
一
争
点
の
社
会
運
動
は
、
影
響
力
と
行
動

の
直
接
的
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
提
供
で
き
る
﹇P

anebianco,1988;P
izzorno,1981

﹈。

　

確
か
に
、
政
党
は
様
々
な
方
法
で
課
題
に
対
処
で
き
る
。「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
は
、
新
し
い
形
態
に
向
け
て
変
容
す
る

で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
で
は
、「
包
括
政
党
」
か
「
選
挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」
か
の
い
ず
れ
か
に
な
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
有
権
者
の
意
識
構
造
の
変
化
が
あ
っ
た
な
ら
、「
所
属
す
る
選
挙
民
」
よ
り
も
、「
意
見
の
あ
る
選

挙
民
（opinion

electorate

）」
へ
の
志
向
が
主
流
と
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
変
動
票
（volatility

）
の
増
加
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の

こ
と
に
よ
る
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
む
し
ろ
争
点
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
強
調
す
る
。
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②
選
挙
運
動
の
専
門
家
は
党
員
や
党
官
僚
を
無
用
に
す
る
。

　

③
党
財
政
的
支
援
の
た
め
利
益
集
団
や
政
府
へ
の
依
存
が
増
加
す
る
。

　

④
機
会
主
義
的
に
票
を
得
よ
う
と
す
る
政
策
の
定
義
づ
け
、
社
会
全
般
か
ら
表
出
機
能
を
誇
張
す
る
政
党
に
変
化
す
る
。

　

キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
「
包
括
政
党
」
を
非
常
に
成
功
し
た
選
挙
マ
シ
ー
ン
と
見
立
て
て
い
る
。
社
会
変
動
が
存
在
す
る
と
い
う
、
同

様
の
観
点
か
ら
、
パ
ー
ネ
ビ
ア
ン
コ
﹇P

anebianco,

 
           1989

﹈、
ス
ミ
ス
﹇Sm

ith,

  
     1989

﹈、
メ
ア
﹇M

air,

 
     1999:ch

.2

﹈
は
、
キ
ル
ヒ

ハ
イ
マ
ー
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
政
党
組
織
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、「
包
括
政
党
」
は
政
党
組
織
モ
デ
ル
を
考
え
る

場
合
に
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
有
意
義
な
参
考
モ
デ
ル
と
な
り
、
そ
の
理
論
が
政
党
組
織
の
変
化
を
様
々
な
モ
デ
ル
を
考
案
さ
れ
る

契
機
と
し
て
そ
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
、
と
言
え
る
。

　
「
所
属
す
る
選
挙
民
」
を
念
頭
に
お
か
な
い
「
包
括
政
党
」
は
支
持
基
盤
を
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
選
挙
で
は
、「
意
見
の
あ
る

選
挙
民
」
は
あ
る
選
挙
で
あ
る
政
党
を
支
持
し
た
と
し
て
も
、
別
の
選
挙
で
は
ま
っ
た
く
別
の
政
党
に
票
を
投
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

政
党
の
「
包
括
政
党
」
化
は
政
党
の
、
固
定
し
た
集
団
、
社
会
層
、
地
域
な
ど
か
ら
の
代
表
機
能
を
放
棄
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
の
軽
量
化
は
、
別
の
点
で
考
え
れ
ば
、
従
来
と
は
異
な
る
有
権
者
の
支
持
を
得
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
結
果
、
抗
議
政
党
、
市
民
運
動
、
新
し
い
社
会
運
動
な
ど
が
反
対
勢
力
を
動
員
し
、「
包
括
政
党
」
と
は
別
の
連
帯
の
誘
因

を
提
供
で
き
る
。
こ
の
反
対
勢
力
は
「
選
挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」
で
は
吸
収
で
き
そ
う
に
な
い
。
だ
か
ら
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア

は
、
こ
の
状
況
を
受
け
て
、
有
権
者
の
気
ま
ぐ
れ
を
当
て
に
せ
ず
に
、
与
野
党
の
一
部
の
有
力
政
治
家
が
結
託
し
て
確
実
に
獲
得
で
き

る
国
家
資
源
を
支
配
す
る
﹇K

atz
and

M
air,1995

﹈、
と
説
明
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
も
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。
政
党
が
国
家
機
関
の
一
部
で
な
い
な
ら
、
政
党
は
国
家
の
政
策
を
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遂
行
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
資
源
の
縮
小
す
る
時
代
に
お
い
て
財
源
不
足

や
そ
の
獲
得
に
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
。
国
家
か
ら
の
補
助
を
獲
得
す
る
こ

と
や
連
合
政
権
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
有
権
者
の
「
支
持
」
を
表
面
上
、
取

り
付
け
た
と
し
て
も
、「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
は
野
党
の
立
場
に
転
じ
る
と
、

あ
る
い
は
そ
れ
を
選
択
す
る
と
、
他
党
（
の
リ
ー
ダ
ー
）、
例
え
ば
ニ
ュ
ー

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
政
党
、
極
右
抗
議
政
党
か
ら
中
道
政
党
ま
で
と
の
競
争
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
政
党
の
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
化
現
象
が
一
時
的
に

勝
利
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
獲
得
し
た
利
害
を
「
喪
失
」
す

る
恐
怖
は
政
党
戦
略
の
修
正
を
迫
る
内
部
の
圧
力
を
生
じ
さ
せ
る
。

　
「
包
括
政
党
」
と
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
の
弱
点
は
相
当
重
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
政
党
は
、
代
表
機
能
や
表
出
機
能
を
強
調
す
る
か
ど
う
か
、
で

き
る
だ
け
広
範
に
支
持
を
有
権
者
各
層
に
求
め
る
か
ど
う
か
、
公
共
政
策
に

責
任
を
引
き
受
け
る
か
な
ど
で
自
党
へ
の
損
失
を
受
け
や
す
い
の
で
、
政
党

は
対
立
す
る
方
向
に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
政
党
は
、
常
に
新
し
い

競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
た
め
に
、
重
要
と
す
る
有
権
者
か
ら
の
支
持
を
再
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
政
党
は
政
策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
三
、

強
調
す
る
こ
と
で
、
洗
練
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
技
術
の
採
用
、
リ
ー
ダ
ー

の
神
格
化
、
情
実
や
国
家
助
成
に
も
っ
と
接
近
す
る
こ
と
で
対
応
し
な
け
れ
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票追求　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　党リーダーシップ追求 

　包括政党 

選挙プロフェッショナル政党 

プロフェッショナル化した選挙民政党 

　　　　　　　　　　　　　　断片的にルースにひとつにまとまった 

　　　　　　　　　　　　　　アナーキー型政党 

プログラム政党 

運動政党 

ニューポリティクス政党　　　　　　　　　名望家政党 

大衆メンバーシップ政党　　　　　　　　　カルテル政党　 

政策追求　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公職追求 

 

図表８：４つの次元に応じた政党組織モデルごとの位置づけ

出典、Wolinetz, 2002, 160を参考に作成



ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
条
件
の
実
現
が
可
能
で
あ
る
の
か
を
検
証
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ウ
ォ
ル
ネ
ッ
ツ
の
政
党
組
織
タ
イ
プ
の
分
類
で
示
さ
れ
た
三
次
元
（
政
策
追
求
、
票
追
求
、
公
職
追
求
）
に
も
う
ひ
と
つ
「
党
内

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
追
求
（in

trap
arty

lead
ersh

ip
seek

in
g

）」
次
元
を
追
加
し
て
、
政
党
組
織
論
の
分
析
の
枠
組
み
を
考
え
て
お
き

た
い
。
政
策
・
票
・
公
職
の
い
ず
れ
の
追
求
も
党
内
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
党
リ
ー
ダ
ー
が
政

策
を
党
内
で
ま
と
め
、
そ
れ
を
公
に
す
る
し
、
票
獲
得
で
は
党
リ
ー
ダ
ー
の
好
感
度
が
、「
業
績
投
票
・
期
待
投
票
」
も
含
め
て
、
票

獲
得
に
大
き
く
貢
献
し
、
党
内
の
要
職
を
確
保
し
な
い
と
政
権
奪
取
後
に
は
公
職
（「
政
治
階
級
」）
に
就
任
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

図
表
８
の
四
角
形
内
に
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
組
織
タ
イ
プ
を
配
置
で
き
る
。
左
側
下
に
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」
と
他
の
政
策

追
求
型
の
政
党
が
位
置
す
る
。
上
部
に
選
挙
で
勝
利
し
公
職
獲
得
を
主
眼
と
す
る
政
党
が
位
置
す
る
。
右
側
下
に
は
古
典
的
な
情
実
志

向
の
政
党
が
位
置
す
る
。
こ
れ
は
個
人
的
利
益
の
た
め
に
交
渉
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
タ

イ
プ
の
政
党
は
定
期
的
な
競
争
結
果
で
党
エ
リ
ー
ト
の
画
策
す
る
行
動
へ
の
批
判
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
。

　

で
は
、
何
が
政
党
の
タ
イ
プ
を
決
定
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
党
が
緊
張
下
に
あ
り
、
対
立
す
る
方
向
に
位
置
し
よ
う
と
す
る
。
あ

る
政
党
組
織
が
表
出
機
能
・
集
約
機
能
を
政
治
シ
ス
テ
ム
内
で
機
能
し
な
く
な
る
な
ら
、
図
表
８
の
左
側
に
位
置
す
る
こ
と
は
な
い
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
メ
ン
バ
ー
の
圧
力
と
区
別
さ
れ
る
場
合
、
多
数
の
メ
ン
バ
ー
の
い
な
い
政
党
の
場
合
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
と

は
い
え
、
多
く
の
政
党
は
支
持
者
を
確
保
し
た
が
る
が
、
党
員
を
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
「
実
働
部
隊
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
、
政
党
は
支
持
を
確
実
に
し
て
お
く
た
め
に
、
支
持
へ
の
見
返
り
を
用
意
し
て
お
く
必
要
で
あ
る
。
政
党
が
社
会
の
中

で
の
存
在
感
を
維
持
し
、
将
来
の
候
補
者
が
そ
の
中
か
ら
補
充
さ
れ
る
約
束
を
保
証
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇Scarrow

,1994;

       
        

Scarrow
,1996

       
      

﹈。
し
か
し
、
登
録
し
た
メ
ン
バ
ー
に
は
様
々
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
同
時
に
、「
所
属
す
る
選
挙
民
」
は
減
少
し
て
い

る
。
政
党
は
連
帯
の
基
礎
に
支
持
を
確
保
す
る
の
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
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例
え
ば
、
公
職
獲
得
の
予
測
の
よ
う
な
誘
因
は
あ
る
個
人
を
引
き
付
け
る
の
に
十
分
有
益
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
多
数
の
支
持
を
確

実
に
す
る
に
は
、
政
党
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
政
策
に
お
い
て
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
も
よ
い
か
ら
、
有
権
者
が
好
意
的
に
感
じ
る
も
の
に
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
有
権
者
が
こ
の
要
求
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、「
包
括
政
党
」
や
「
選
挙
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」（
ま
た
は
別
の
意
味
で
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
型
政
党
」）
は
票
追
求
の
次
元
の

達
成
を
困
難
に
さ
せ
、
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
結
果
と
な
り
え
る
。「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
の
場
合
だ
と
、
公
職
追
求
の
可
能
性
が
低
下
し
て

く
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
綱
領
・
政
策
・
公
約
）
は
あ
る
政
党
の
メ
ン
バ
ー
や
支
持
者
を
団
結
さ
せ
る
一
種

の
「
接
着
剤
」
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
は
、
有
権
者
と
政
党
と
の
間
の
弾
力
性
あ
る
「
連
結
役
」
を
果
た
す
は
ず
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
時
々
に
応
じ
て
柔
軟
性
あ
る
団
結
や
連
帯
を
維
持
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

多
く
の
票
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
政
策
を
強
調
し
す
ぎ
る
か
、
ま
た
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
「
接
着

剤
」
や
「
連
結
役
」
の
役
割
は
喪
失
す
る
原
因
と
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
連
合
政
権
に
参
画
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
維
持
す

る
か
の
た
め
に
、
政
策
の
徹
底
化
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
政
党
は
、
メ
ン
バ
ー
を
犠
牲
に
す
る
か
、
党
を
分
裂
す
る
危
険

を
冒
す
か
よ
り
、
む
し
ろ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
う
ま
く
操
作
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
政
治

家
が
当
面
の
困
難
な
状
況
に
対
応
で
き
る
唯
一
の
方
法
で
は
な
い
。
選
択
的
解
決
策
は
メ
ン
バ
ー
と
ま
っ
た
く
関
わ
ら
な
い
か
も
し
れ

な
い
。「
包
括
政
党
」
は
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
が
も
く
ろ
む
実
証
的
な
意
味
で
政
党
組
織
を
単
な
る
、
党
外
に
向
け

た
「
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
」
程
度
の
役
割
に
ま
で
低
下
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
徹
底
的
に
公
職
を
追
求
し
そ
の
保
持
す
る
役
割
に
政
党
に
転
換

さ
せ
る
ま
で
体
質
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
社
会
民
主
主
義
政
党
は
そ
の
大
部
分
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
わ
る
こ
と
を
放
棄
し
て
い
る
。
そ
れ
に
代
わ
っ

て
、
政
党
の
志
向
は
内
部
の
争
い
が
源
泉
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
労
働
党
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
が
そ
れ
に
該
当
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す
る
。
同
じ
こ
と
は
ド
イ
ツ
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
に
も
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
多
く
の
社
会
民
主

主
義
政
党
が
中
道
よ
り
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
シ
フ
ト
し
、
そ
れ
を
時
々
の
事
情
に
応
じ
て
、
更
新
す
る
過
程
で
関
わ
っ
た
事
実
か
ら

し
て
、
党
幹
部
も
党
活
動
家
も
自
党
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
決
定
権
を
掌
握
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
党

内
で
の
自
ら
の
位
置
づ
け
が
変
わ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
﹇P
aterson

and
G
illespie,1993

﹈。
そ
れ
は
同
時
に
党
内
の
紛
糾
を
招

く
源
泉
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

政
策
、
票
、
公
職
、
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
各
次
元
を
追
求
す
る
政
党
間
の
比
較
分
析
を
使
う
こ
と
で
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
も
ち

ろ
ん
ド
イ
ツ
の
諸
政
党
の
変
容
と
変
化
に
つ
い
て
の
議
論
の
道
筋
を
み
い
だ
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
全
部
ま
た
は
大
部
分
の
政
党
が

ひ
と
つ
の
同
方
向
に
な
る
政
党
組
織
を
仮
定
と
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
政
党
が
「
包
括
政
党
」「
カ
ル
テ
ル
政
党
」「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
化
し
た
選
挙
民
政
党
」「
断
片
的
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
型
政
党
」
の
政
党
組
織
を
導
く
事
情
を
議
論
し
た
ほ
う
が

よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
で
、
類
似
性
と
相
違
性
を
個
別
事
例
で
み
い
だ
せ
る
。
政
党
が
対
応
す
る
方
法
は
、
政
党
が
外
部
で

機
能
す
る
競
争
環
境
や
、
内
部
で
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ア
ー
の
決
定
過
程
に
関
連
す
る
よ
う
に
、
政
党
組
織
の
内
外
の
規
準
に
依
存
す

る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

結
び
に
代
え
て

一　

社
会
構
造
の
変
容
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
再
編
成
、
政
党
組
織
の
変
化
を
め
ぐ
る
諸
論
議

　

戦
前
ド
イ
ツ
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
系
の
立
場
に
近
か
っ
た
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
一
九
三
三
年
に
ナ
チ
ス
に
追
わ
れ
て
渡
米
し
、
ア
メ
リ
カ
で
同

国
の
政
党
を
研
究
し
、
こ
の
経
験
か
ら
「
包
括
政
党
」
論
を
考
案
し
た
。
デ
ベ
ル
ジ
ェ
は
「
幹
部
政
党
（p

artid
e
cad

re

）」
と
「
大

衆
政
党
（partide

m
asse

）」
に
分
類
し
た
が
、
こ
れ
に
続
く
第
三
類
型
と
し
て
「
包
括
政
党
」
が
一
九
七
〇
年
代
に
登
場
し
た
。
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同
時
期
に
Ｌ
・
Ｄ
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
政
党
を
第
三
の
類
型
化
と
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
も
ア
メ
リ
カ
型
の
タ

イ
プ
と
な
る
こ
と
を
予
測
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
・
シ
ャ
ル
ロ
は
、
政
党
タ
イ
プ
を
「
名
望
家
政
党
（p

artid
e
n
otab

le

）」、「
活
動
家
政

党
（partide

m
ilitant

）」、
そ
れ
に
加
え
て
第
三
類
型
と
し
て
「
選
挙
民
政
党
（partide

delecteur

）」
を
提
示
し
た
。

　

四
研
究
者
の
「
包
括
政
党
」
論
の
背
景
に
は
、
経
済
成
長
、
労
働
者
階
級
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
、
新
中
間
層
の
増
大
な
ど
の
社
会
変
動

が
あ
り
、
そ
の
点
で
三
者
の
理
論
的
根
拠
は
類
似
し
て
い
る
。

　

キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
「
包
括
政
党
」
の
特
徴
か
ら
政
党
（
組
織
）
の
お
か
れ
た
社
会
環
境
を
再
度
確
認
し
て
お
こ
う
﹇K

irchheim
er,

1966;K
irichheim

er,1969
﹈。
そ
れ
は
、
①
政
党
の
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
②
政
党
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
党
内
で
の
立
場
の
強
化
、
③

個
々
の
党
員
の
存
在
理
由
の
希
薄
化
、
④
特
定
階
層
と
の
結
合
の
解
消
、
⑤
種
々
の
圧
力
団
体
と
の
関
係
の
維
持
、
で
あ
る
。
こ
の
考

え
方
は
選
挙
に
お
け
る
得
票
を
最
大
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
政
党
は
「
包
括
政
党
」
化
す
る
。

　

脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
は
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
が
一
九
六
六
年
に
論
文
を
発
表
し
た
と
き
、
当
時
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
が
盛
ん
に
述
べ
ら

れ
た
時
期
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
五
九
年
に
西
ド
イ
ツ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
放
棄
し
た
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
を

発
表
、
実
施
し
た
。

　

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
強
化
・
党
員
の
存
在
の
希
薄
化
に
お
い
て
、
Ｕ
・
ロ
ー
マ
ー
﹇L

ohm
ar,1963

﹈
は
ミ
ヘ
ル
ス
の
議
論
を
引
用

し
な
が
ら
、
現
代
型
の
政
党
組
織
の
寡
頭
制
化
を
説
明
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
現
代
の
政
党
は
選
挙
に
勝
利
す
る
こ
と
を
最
優
先
し
、

そ
の
た
め
に
党
首
の
イ
メ
ー
ジ
を
有
権
者
に
売
り
込
も
う
と
す
る
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
党
を
中
心
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
宣
伝
を
必
要
と
す
る
が
、
同
時
に
個
々
の
党
員
の
存
在
意
義
が
低
く
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
当
時
の
党
首
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
や
ブ
ラ

ン
ト
を
党
の
看
板
に
人
民
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
立
が
あ
り
う
る
。
宰
相
民
主
主
義
（K

an
zlerd

em
ok

ratie

）
論
が
そ
れ
で
あ
る
。
た

だ
、
当
時
の
党
内
民
主
主
義
論
争
は
西
ド
イ
ツ
の
み
、
そ
れ
も
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
だ
け
の
現
象
で
あ
る
点
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。

　

特
定
階
層
と
の
関
係
を
別
に
し
て
、
C
D
U
／
C
S
U
も
S
P
D
も
有
権
者
す
べ
て
（catch

-all

）
に
対
し
て
訴
え
か
け
る
。
C
D

U
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
け
で
な
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
に
も
拡
大
し
、
本
来
の
自
党
名
「
キ
リ
ス
ト
教
（ch

ristlich

）」
に
合
わ

し
た
い
。

　

多
様
な
圧
力
団
体
と
の
友
好
関
係
に
お
い
て
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
が
種
々
の
圧
力
団
体
と
の
友
好
関
係
を
維

持
し
よ
う
と
す
る
実
態
を
経
験
し
、
そ
れ
を
「
包
括
政
党
」
論
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　

エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
自
著
の
一
九
八
一
年
再
版
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
も
「
幹
部
政
党
」
が
存
在
す
る
が
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
政
党
」
化
し
た
と
し
、
デ
ベ
ル
ジ
ェ
の
政
党
タ
イ
プ
の
変
遷
を
批
判
し
た
。
ア
メ
リ
カ
型
の
政
党
が
そ
れ
な
り
も
存
在
理
由
が

あ
る
。
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、「
幹
部
政
党
」
が
「
左
翼
か
ら
の
感
染
」
に
よ
っ
て
大
衆
政
党
化
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、「
右
翼
か
ら

の
感
染
」
も
生
じ
る
と
し
、
左
翼
政
党
も
「
幹
部
政
党
」
を
真
似
る
結
果
と
な
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
例
え
ば
、
第
一
に
党
幹
部
に
よ

る
選
挙
運
動
の
マ
ス
コ
ミ
の
利
用
で
あ
る
。
大
統
領
選
挙
で
は
、
そ
れ
は
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
政
党
組
織
は
不
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
第
二
に
党
財
政
に
関
し
て
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
は
党
員
か
ら
の
党
費
を
財
政
源
の
中
心
と
し
て
お
り
、
当
然
、

党
員
拡
大
が
党
財
政
の
安
定
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
左
翼
政
党
は
党
費
に
依
存
し
な
く
て
も
、
国
家
か
ら
の
政
党
助
成
金
、
労
働
組

合
や
企
業
か
ら
の
寄
付
・
献
金
、
広
告
な
ど
に
よ
る
収
入
の
確
保
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

政
党
」
は
党
財
政
の
観
点
か
ら
考
え
て
、
一
般
党
員
を
必
要
と
し
な
い
。
そ
れ
は
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
と
冠
す
る
必
要
は
な
く
な
る

こ
と
を
意
味
し
て
く
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
は
ア
メ
リ
カ
の
政
党
が
行
っ
て
き
た
こ
と
に
追
随
し
始
め
た
の
で
は
な
い
か
。
エ
プ

シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
が
政
党
組
織
モ
デ
ル
に
な
る
、
と
論
じ
た
。

　

シ
ャ
ル
ロ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
例
に
お
い
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
派
の
成
立
か
ら
、
名
望
家
層
を
当
て
に
せ
ず
に
ド
・
ゴ
ー
ル
の
カ
リ
ス
マ
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的
魅
力
で
有
権
者
を
獲
得
す
る
手
法
を
政
党
が
身
に
付
け
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
従
来
、「
幹
部
政
党
」
か
「
大
衆

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
か
の
二
区
分
で
あ
っ
た
も
の
が
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
「
選
挙
民
政
党
」
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
西
ド
イ
ツ
で
は
、
宰
相
民
主
主
義
（K

an
zlerd

em
ok

u
ratie

）」
に
類
似
し
て

い
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
以
降
、（
西
）
ド
イ
ツ
で
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
も
「
包
括
（
国
民
）
政
党
」
に
な
っ
た
、
と
論
じ
ら
れ
た
。
そ
れ

は
、「
包
括
政
党
」「
国
民
政
党
」
と
呼
称
さ
れ
、「
階
級
政
党
（K

lassenpartei

）」
に
対
す
る
概
念
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る
﹇cf.

    

B
artolini,1983

 
              

﹈。
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
直
線
的
な
発
想
か
ら
「
包
括
政
党
」
へ
の
過
程
を
歴
史
的
必
然
と
み
な
し
た
。

　

一
九
六
九
年
当
時
、「
包
括
政
党
」
論
の
特
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
党
員
の
意
味
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
も
Ｓ

Ｐ
Ｄ
も
一
時
的
に
党
員
が
増
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
社
会
党
は
党
員
数
が
増
加
し
、
さ
ら
に
再
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
が
述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
が
説
明
し
た
党
員
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
低
下
と
い
う
予
測
と
は
逆
の
結
果
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
左
翼
部
分
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
右
翼
部
分
の
強
化
で
あ
る
。

　

ラ
シ
ュ
ケ
と
カ
ー
ス
テ
は
、「
包
括
政
党
」
で
あ
る
こ
と
と
、
本
来
の
基
盤
と
し
た
階
層
と
の
矛
盾
が
ま
す
ま
す
明
確
に
な
る
、
と

指
摘
し
て
い
る
﹇K
aste

und
R
aschke,1977

﹈。
と
い
う
こ
と
は
、「
包
括
政
党
」
の
登
場
以
前
の
状
態
に
戻
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
の
か
。
一
九
八
〇
年
の
選
挙
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
労
働
者
が
批
判
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
新
中
間
層
が
支
持
に
加
わ
る
様

相
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
新
た
な
社
会
運
動
が
登
場
し
た
。
例
え
ば
、
緑
の
党
の
登
場
で
あ
る
﹇cf.R

     

� �dig,2002

         
﹈。

　

政
党
が
「
包
括
政
党
」
に
な
れ
ば
、
政
党
数
は
二
つ
に
な
り
う
る
は
ず
だ
が
、「
包
括
政
党
」
や
「
国
民
政
党
」
と
い
う
言
葉
が
定

着
し
た
途
端
に
、
現
実
に
は
政
党
（
制
）
の
断
片
化
（fragm

entation
）
の
徴
候
が
出
現
し
て
き
た
。
本
来
の
支
持
基
盤
の
社
会
階
層

と
「
包
括
政
党
」
の
間
の
矛
盾
が
、
ド
イ
ツ
で
の
緑
の
党
、
そ
の
後
の
左
翼
党
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
社
会
民
主
党
の
結
党
で
あ
る
し
、
大
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政
党
の
得
票
率
の
低
下
も
「
包
括
政
党
」
論
の
限
界
を
物
語
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

二　

現
在
の
政
党
組
織
論
の
再
検
討

　

政
党
組
織
は
政
党
の
内
部
組
織
構
造
を
示
す
用
語
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
察
す
る
に
は
、
多
く
の
組
織
に
関
わ
る
諸
変
数
が
考
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
緒
変
数
と
は
、
党
内
決
定
機
関
の
構
成
と
権
限
、
そ
れ
に
そ
れ
ら
の
関
係
、
権
威
の
中
央
集
権
化
か
分
権

化
か
、
党
職
員
の
編
成
と
規
模
、
政
党
の
基
礎
単
位
や
地
方
支
部
の
性
格
と
機
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
数
を
つ
な
ぐ
二
つ
の
特
徴
が

重
要
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
性
質
で
あ

る
﹇Sm

ith,1991:419-420
﹈ 

。
も
ち
ろ
ん
、
政
党
組
織
は
党
外
の
社
会
構
造
の
変
容
と
は
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
。

　

外
部
か
ら
考
察
す
る
と
体
系
化
・
組
織
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
で
も
党
の
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
は
、
あ
ま
り
に
も
非
合
理
的
、
非
効
率
的
で
あ
る
。
党
の
下
部
組
織
の
活
動
家
は
党
綱
領
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
強
く
固
執
し
、

あ
ま
り
に
無
紀
律
と
も
い
え
る
の
で
、
彼
ら
に
は
選
挙
運
動
を
任
せ
ら
れ
な
い
、
と
党
幹
部
は
考
え
る
だ
ろ
う
。
党
幹
部
や
指
導
集
団

は
活
動
家
の
期
待
と
は
相
反
し
て
い
る
。
し
か
し
、
公
職
追
求
者
や
公
職
保
持
者
は
得
票
を
最
大
化
す
る
選
択
を
し
た
い
。
党
幹
部
、

活
動
家
な
ど
、
党
組
織
内
の
各
グ
ル
ー
プ
の
目
標
、
政
策
は
一
致
し
が
た
い
。

　

ド
イ
ツ
の
政
党
本
部
に
い
る
党
近
代
化
を
計
画
す
る
戦
略
家
は
、
党
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
し
た
い
。
こ
の
展

開
は
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
に
開
始
し
、
新
し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
採
用
に
よ
っ
て
、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
化
し
た
選
挙
民
政
党
」
は
、
あ
る
意
味
で
選
挙
に
特
化
し
た
専
門
家
集
団
と
い
う
政
党
に
発
展
し
た
形
態
で
あ
る
﹇B

eym
e,

 
   
   

2000

    
﹈。
そ
の
た
め
の
コ
ス
ト
増
は
政
党
へ
の
公
的
助
成
金
の
増
額
と
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
前
半
、
職
員
コ
ス
ト
は
政
党
が
負
担
で

き
る
許
容
範
囲
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
い
っ
そ
う
、
政
党
は
国
家
へ
の
「
従
属
」
化
、
国
家
か
ら
の
助
成
を
さ
ら
に
強
め
、
党
職
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員
は
公
的
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
の
一
面
に
垣
間
み
ら
れ
る
。

　
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
た
選
挙
民
政
党
」
の
よ
う
な
組
織
と
近
代
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
技
術
の
導
入
は
、
党
員
を
そ
の
方
針
に

否
応
な
く
関
わ
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
﹇Janning,1998:382

﹈。
中
央
本
部
の
管
理
と
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
支
配
の
手
段
で
、
政
党
は
合
理
化

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
り
、
効
率
の
よ
い
得
票
最
大
化
組
織
に
な
る
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

そ
の
計
画
は
下
部
組
織
の
活
動
家
が
阻
止
し
た
か
ら
で
あ
る
。
伝
統
的
な
政
党
組
織
の
下
位
単
位
は
、
従
来
通
り
「
大
衆
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
政
党
」
の
形
を
も
っ
て
党
大
会
・
集
会
を
続
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
党
本
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
近
代
化
推
進
者
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
連
結
が
下
部
レ
ベ
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
は
樹
立
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
自
分
た
ち
の
方
針
を
党
組
織
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

と
は
い
え
、
活
動
家
は
ト
ッ
プ
が
実
行
す
る
選
挙
の
近
代
的
戦
略
を
阻
止
で
き
そ
う
に
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
四
章
に
お
い
て
ド
イ

ツ
の
政
党
内
事
情
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
の
多
数
が
下
部
組
織
へ
の
影
響
を
制
限
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
党
内
に
い
る
も
の
の
孤
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
党
リ
ー
ダ
ー
が
下
部
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
下
部
組
織
が
リ
ー
ダ
ー
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
党
幹
部
の
中
で
公
職
保
持
者
は
公
的
立
場
を
利
用
し
て
有
用
な
政
治
資
源
を
国
家
か
ら
獲
得
す

る
方
法
を
発
見
し
、
自
己
の
資
源
（
例
、
公
的
助
成
）
を
党
組
織
に
依
存
し
な
く
て
も
よ
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
「
カ
ル
テ
ル

政
党
」
化
、
そ
れ
に
党
内
の
混
乱
に
つ
い
て
は
「
断
片
的
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
型
政
党
」
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

政
党
組
織
は
一
見
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
混
乱
状
態
に
あ
る
と
み
な
す
な
ら
、
政
党
は
次
の
二
つ
の
異
質
な
組
織
か
ら
成
立

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ひ
と
つ
は
党
下
部
組
織
の
活
動
家
を
中
心
と
す
る
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
的
な
組
織
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
党
幹
部
の
近
代
化
し
た
「
選
挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」
的
な
組
織
で
あ
り
、
二
つ
の
政
党
組
織
タ
イ
プ
は
相
反

す
る
の
で
、
そ
れ
を
架
橋
す
る
努
力
は
相
当
の
犠
牲
を
と
も
な
う
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
の
政
党
は
、
党
員
数
の
減
少
に
直
面
し
、
同
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時
に
党
員
の
高
齢
化
が
目
立
っ
て
い
�
。
若
い
世
代
は
党
内
決
定
過
程
へ
の
参
加
を
要
求
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
党
組
織
の
実
態
に

失
望
し
、
彼
ら
の
活
動
に
限
界
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
政
党
組
織
が
得
票
を
最
大
化
す
る
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
た
選
挙
民

政
党
」
に
転
換
す
れ
ば
、
個
々
の
利
害
の
追
求
者
は
自
己
の
目
標
を
変
更
さ
れ
た
と
感
じ
る
に
ち
が
い
な
い
。
党
組
織
の
転
換
に
よ
っ

て
、
党
員
は
保
証
の
付
い
た
票
の
プ
ー
ル
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
、
変
易
し
や
す
い
、
流
動
し
や
す
い
「
消
費
者
」
の
集
合
体
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
変
容
に
よ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
は
急
速
な
「
組
織
へ
の
忠
誠
心
の
低
下
」
を
示
し
て
い
る
。
党
内
部
の
凝
集
性
も
次
第

に
喪
失
し
、
組
織
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
疎
遠
に
し
、
同
時
に
政
治
的
に
利
益
を
求
め
る
積
極
的
な
サ
ー
ク
ル
と
そ
の
他
の
下
部
機
関
の
亀

裂
は
拡
が
る
ば
か
り
で
あ
る
﹇K

itschelt,1994:231-232

 
                       

﹈。

　

政
党
組
織
を
説
明
す
る
理
論
を
ど
う
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
や
「
包
括
政
党
」
か
ら
の
新
タ

イ
プ
へ
の
変
貌
の
説
明
に
は
、
Ｋ
・
v
・
バ
イ
メ
の
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
た
選
挙
民
政
党
」
で
は
説
明
で
き
そ
う
に
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
の
い
う
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
へ
の
適
用
が
妥
当
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

　

下
部
組
織
同
士
が
結
び
つ
か
な
い
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
、
ト
ッ
プ
の
公
職
保
持
へ
の
執
着
、
キ
ャ
リ
ア
組
の
願
望
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
の
野

望
、
活
動
家
の
利
害
な
ど
が
錯
綜
す
る
「
活
動
論
理
」
が
混
在
し
た
「
組
織
ア
ナ
ー
キ
ー
」
を
管
理
す
る
政
党
は
、
将
来
、
自
ら
の

「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
と
選
挙
用
の
「
幹
部
政
党
」
の
両
方
の
組
織
特
徴
を
さ
ら
に
乖
離
さ
せ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
近

代
化
と
党
幹
部
の
強
化
の
た
め
、
政
党
は
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
構
造
に
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
た
選
挙
民
政
党
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
接
木
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
党
リ
ー
ダ
ー
と
下
部
メ
ン
バ
ー
と
の
距
離
が
拡
が
る
傾
向
は
あ
り
、
党
リ
ー

ダ
ー
の
職
責
に
重
点
を
お
か
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
あ
る
た
め
に
、
い
っ
そ
う
両
者
の
距
離
は
拡
大
す
る
﹇K

atz
and

M
air,2002:

 
         
           

134

   
﹈。
そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
の
政
党
は
ま
す
ま
す
緊
張
と
矛
盾
に
満
ち
溢
れ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
タ
イ
プ
の
政
党
組
織
モ
デ
ル
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
る
。
し
か
し
、
党
外
へ
党
組
織
が
統
一
性
を
示
す
に
は
、
ウ
ォ
リ
ネ
ッ
ツ
が
指
摘
す
る
党
公
認
の
「
看
板
」
で
あ
る

（　

）
12る
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図表９：政党タイプの変遷

断片的なルー
スに１つにま
と ま っ た ア
ナーキー型
政党（1990年
代―）

プ ロ フ ェ ッ
ショナル化し
た選挙民政党

（1990年代―）

カルテル政党
（1980年代―）

包 括 政 党
（1950年代―
1970年代）

大衆メンバー
シ ッ プ 政 党
（1880年代―
1960年代）

名 望 家 政 党
（1918年以前）

政党タイプ

機能

党員よりも有
権者を意識し
た対応する代
表

世論民主主義
による応答性
に保証された
代表

自立的な代表
だが多数の有
権者の要求に
対応できる代
表

有権者に拘束
されない、独
立した代表

有権者の代表委 任 の な い
「委 託 者」、
有権者に拘束
されない代表

代表に対する
考え

断片的な政策
の寄せ集め

断片化した政
策の貫徹

断片的政策断片的な政策
の貫徹

イデオロギー
的 概 念 の 実
行、代替的社
会抗争の貫徹
をめぐる闘争

権力に力によ
る特権や対抗
権力による特
権

党の基本目標

公職につなぐ
た め の 党 内
キャリアを積
んだ「政治階
級」の一員

国家的危機に
防衛能力をも
つ「経営能力」
をもつ政治階
級

国家的助成金
による制限さ
れた「企業家」
的技能

限定的な政策
分野での推進
能力

イデオロギー
を基礎とする
綱領的なカリ
スマ

有産階級を基
礎とした身分
に基づく

リーダーシッ
プ資格

党員としての
一体感より、
組織内のバラ
バラのグルー
プの共存

議会解散の圧
力を意に介さ
ない、時間が
経つにつれて
保護された代
表のための責
任に代わる応
答性

党員より有権
者による報賞
に対応

党内の下から
の支配を排除
し民主化され
た党構造での
リーダーシッ
プに同意、国
家 制 度 や メ
ディアにまで
拡大した支配

動員された大
衆メンバーが
リーダーシッ
プを支配

追随集団と派
閥

メンバーシッ
プ構造

専門家による
キャンペーン

資金・時間・
エネルギーを
専門家に任せ
たキャンペー
ン、活動家に
任せない

専 門 化 し た
キャンペーン

メディア志向
の運動：マン
パワーと資本
の集中的使用

大衆メンバー
シップの集中
的な闘争

副次的事項、
莫大な資金と
労力の使用が
ない

選 挙 キ ャ ン
ペーン

党費、寄付、
公的助成

国家財政＋党
基金の拡張

積極的な基金
募集と公的助
成

公的助成と寄
付

党費と寄付独自の資金と
寄贈者のパト
ロナージ

党財源

公的メディア
の利用

公的資金を合
法的にメディ
アに活用

民間メディア
の利用権の確
保

公的メディア
への活用

党 所 有 の メ
ディアを使用

派閥との接触
す る が、メ
ディアとの関
係性はない

メディアの役
割

出典：Beyme, 2000 : 40-41を修正・加筆



「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
強
調
せ
ざ
る
を
え
な
い
﹇W

olinetz,2002

﹈。

　

政
党
シ
ス
テ
ム
の
「
編
成
（alignm

ent

）」
は
、
本
論
に
お
い
て
戦
前
・
戦
後
の
実
態
と
理
論
化
へ
の
試
み
の
変
遷
を
考
察
し
て
き

た
よ
う
に
、
政
党
支
持
が
社
会
構
造
の
中
で
予
測
さ
れ
る
方
向
を
示
し
て
い
る
。
戦
後
政
党
シ
ス
テ
ム
は
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
い
て
編

成
さ
れ
て
き
た
。
宗
教
や
階
級
に
応
じ
て
有
権
者
は
そ
の
志
向
に
見
合
っ
た
政
党
を
支
持
し
、
そ
れ
が
政
党
組
織
を
成
立
さ
せ
て
き
た
。

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
政
党
と
有
権
者
の
関
係
が
再
編
成
（realig

h
n
m
en

t

）
さ
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
脱
編
成
（d

ealig
n
m
en

t

）

さ
れ
て
き
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
選
挙
政
治
の
変
化
は
政
党
組
織
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
も
影
響
し
て
き
た
。
社
会
構

造
と
政
党
組
織
と
の
連
結
に
つ
い
て
の
視
点
が
必
要
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
社
会
構
造
の
変
化
が
政
党
組
織
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
き

た
、
と
い
う
結
論
で
あ
る
。

　

脱
編
成
は
投
票
選
択
基
準
で
あ
る
宗
教
や
階
級
と
い
う
社
会
的
亀
裂
の
影
響
力
の
低
下
と
一
致
し
て
き
た
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
事
情

に
限
定
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
階
級
に
基
づ
く
政
党
へ
の
投
票
傾
向
が
若
者
に
は
凋
落
し
て
い
る
。
集
団
へ
の
忠
誠
よ
り
む

し
ろ
、
自
ら
の
問
題
意
識
で
争
点
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
と
政
党
組
織
の
変
容
は
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

本
論
は
、
厳
格
な
組
織
構
造
を
も
つ
「
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
」
か
ら
非
常
に
ル
ー
ス
の
組
織
で
あ
る
「
断
片
的
な
ル
ー
ス
に

ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
型
政
党
」
ま
で
採
り
上
げ
て
論
じ
て
き
た
（
図
表
9
参
照
）。
図
表
９
は
政
治
組
織
の
変
遷
を
示

し
て
い
る
が
、
便
宜
上
で
あ
り
、
注
意
す
べ
き
は
こ
の
段
階
ご
と
に
進
展
す
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
各
タ
イ
プ
が
混
ざ
り
あ
っ
て
い
る

の
が
現
実
の
姿
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
を
語
る
際
に
、
共
通
す
る
テ
ー
マ
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
政
党
へ

の
嫌
気
（P

arteienverdrossenheit

）」
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
で
は
、
政
党
へ
の
不
満
や
苛
立
ち
が
顕
著
に
現
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ド
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イ
ツ
の
研
究
者
の
間
で
は
、
そ
の
現
象
は
「
反
政
党
（anti-party

）」
と
呼
ば
れ
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
政
治
発
展
に
お
い
て
、
市

民
の
政
治
的
反
応
と
受
け
取
ら
れ
て
き
た
﹇T

orcal,G
unther,and

M
ontero,2002:259

﹈。
こ
う
い
っ
た
人
々
の
意
識
の
変
化
は
政

党
組
織
の
あ
り
様
に
も
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
後
の
政
党
組
織
の
運
営
上
で
の
課
題
は
、
社
会
構
造
の
変
化
を
熟
視
し
な
が
ら
、
党
組
織
を
い
か
に
指
導
、
監
督
、
統
制
で
き
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
で
き
、
そ
し
て
組
織
運
営
を
可
能
に
す
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。

注（
1
）
彼
の
時
代
認
識
に
つ
い
て
は
、
松
下
芳
男
訳
『
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
改
造
』
世
界
大
思
想
全
集
第
四
七
巻
、
春
秋
社
、
一
九
二
八
年
、
一
〇－

一

六
頁
を
参
照
。
こ
れ
は
戦
後
、
佐
瀬
昌
盛
訳
『
社
会
主
義
の
諸
前
提
と
社
会
民
主
主
義
の
任
務
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
三
年
、
と
同
じ

で
あ
る
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
帝
国
主
義
的
権
力
構
造
の
分
析
を
欠
如
し
て
い
る
。
一
八
九
〇
年
以
降
、「
中
間
層
」
概
念
は
職
業
身
分
組

織
の
高
ま
り
の
中
で
多
用
さ
れ
、
一
種
の
標
語
に
ま
で
な
っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
四
五
年
以
降
の
そ
れ
は
新
し
い
条
件
の
も
と
で
考
察
す
る
必

要
が
あ
る
。
現
代
社
会
を
「
平
準
化
さ
れ
た
中
間
層
社
会
（n

iv
ellierte

M
ittelstan

d
sg

esellsch
aft

）」
と
定
義
づ
け
て
い
る
（W

.C
on

ze,

M
ittelstand,G

eschichte
G
rundbegriff,B

d.4,Stuttgart,1978,S.90

）。

（
２
）
一
一
月
革
命
後
、
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
は
キ
リ
ス
ト
教
中
道
政
党
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
国
民
党
（C

hristliche
V
olkspartei

）
創
設
を
要
求

し
た
が
否
決
さ
れ
た
﹇M

�ckl,1973:725;D
euerlein,1954/55:105

﹈。 

（
３
）
こ
の
統
合
政
党
の
考
え
方
を
受
け
継
い
だ
と
は
い
え
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
社
会
的
統
合
と
政
治
的
統
合
の
区
別
が
不
明
確
と
批
判
し
た
。

（
４
）
ダ
ウ
ン
ズ
・
モ
デ
ル
が
一
九
六
〇
年
代
の
「
異
議
申
し
立
て
の
時
代
」
に
適
合
し
な
い
と
言
わ
れ
た
の
に
対
し
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
見
解
は

西
ド
イ
ツ
の
現
実
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
な
お
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
事
情
﹇K

rippendorf,1962

﹈
か
ら
「
包
括
政
党
」

論
の
日
本
へ
の
最
初
の
紹
介
者
は
、
清
水
幾
太
郎
で
あ
る
﹇
清
水
、
一
九
七
六
年
﹈。

（
５
）
二
人
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
党
シ
ス
テ
ム
の
発
展
を
危
機
に
基
づ
く
機
能
・
要
求
か
ら
定
式
化
し
た
。
そ
の
危
機
概
念
の
要
素
は
、
①
国
家
統
一

の
創
造
、
②
憲
法
秩
序
の
整
備
、
③
そ
の
秩
序
内
で
の
国
民
統
合
、
④
全
市
民
参
加
、
で
あ
る
﹇L

aP
alom

bara,W
einer,1969:3-43

﹈

81 ――ドイツにおける政党組織の変遷について



（
６
） 

た
だ
し
、
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
後
年
、
こ
の
見
解
を
修
正
し
て
い
る

（
７
）
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
こ
の
こ
と
を
す
で
に
認
識
し
て
い
る
。
彼
は
戦
後
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
容
を
説
明
す
る
の
に

「
包
括
政
党
」
論
を
使
用
し
た
が
、「
包
括
政
党
」
の
支
持
者
で
は
な
い
。
本
来
、
彼
は
階
級
や
宗
派
に
よ
る
「
統
合
政
党
」
論
者
と
み
る
べ
き

か
も
し
れ
な
い
﹇K

irchheim
er,1965:41;K

irichheim
er,1969:200

﹈。

（
8
）
そ
の
結
果
、
カ
ル
テ
ル
政
党
の
能
力
の
点
か
ら
、
他
の
タ
イ
プ
の
政
党
は
「
カ
ル
テ
ル
化
」
を
拒
否
す
る
か
、
そ
れ
に
参
加
す
る
か
し
か
な
い
。

そ
の
証
拠
に
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
は
既
成
政
党
が
国
家
機
関
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
批
判
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
反
カ
ル
テ
ル
政
党
現
象
で

あ
る
、
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
論
は
政
党
が
遂
行
す
る
政
策
の
「
生
産
コ
ス
ト
（cost

of
production

）」、
そ
れ
に
政
策

空
間
の
圧
縮
（constriction

of
the

policy-space

）
に
ま
で
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
﹇B

lyth
and

K
atz,2005

﹈。

（
９
）
ド
イ
ツ
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
各
党
の
選
挙
区
委
員
会
が
候
補
者
選
出
過
程
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
す
る
報
告
が
あ
る
﹇cf.

R
obert,1965

﹈。

（　

）
こ
の
よ
う
な
政
党
が
各
国
に
拡
大
す
る
こ
と
を
「
政
党
生
活
の
ア
メ
リ
カ
化
（A

m
ericanization

of
party

life

）
と
予
測
す
る
研
究
者
が
い

１０

る
が
、
Ｓ
・
Ｆ
・
ス
キ
ャ
ロ
ウ
は
そ
の
よ
う
な
安
易
な
予
測
に
は
懐
疑
的
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
﹇Scarrow

,2000:79-101

﹈。

（　

）
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
的
な
視
点
で
は
、
Ｋ
・
ｖ
・
バ
イ
メ
の
見
解
と
一
致
す
る
﹇B

eym
e,1996:135-159

﹈。

１１
（　

）
党
員
の
変
動
に
関
し
て
は
、S

carrow
,1996

を
参
照
。
党
員
の
社
会
的
構
成
に
関
し
て
は
、M

in
tzel,1992

、W
iesen

d
ah

l,2006:26-32

を

１２

参
照
。
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